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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　赤毛の少年、ヴァン・アーカードの目の前には、一人の少女が立っていた。




　二階の奥から回り始めた火の手は既すでに家全体を包みこんでいて、やがてはヴァンも、ヴァンの足下に伏ふしている瀕ひん死しの父も、そして、二人を殺すために階段を下りてきたあいつも、このままでは火に包まれて死ぬだろう。

　けれど、ヴァンは、目の前に光と共に現れた少女から、目を離はなすことができなかった。

　ヴァンに背を向けているので、少女が誰だれなのかは分からない。けれど、少女であるのは間ま違ちがいない。

　あいつが投げ、ヴァンの体を貫つらぬこうとしていた漆しつ黒こくの長ちよう剣けんは、空中で止まっていた。

　その少女が、片手で剣を摑み、止めていた。

　やがて、長剣はがらん、と、床ゆかに落ちた。

「なっ!?　まさか、お前は!?」

　魔ま術じゆつの力で剣を飛ばしてきたあいつが、驚きよう愕がくに目を見開く。

　少女が、ゆっくりとヴァンの方に振ふり返る。

　膝ひざ下したまである長い長い灰色の髪かみがふわりと広がり、彼女の美しい肢し体たいに絡からみつく。耳の上あたりに、あの髪飾りが留められていた。髪飾りの中央に嵌はめられた深しん紅くの魔宝石マギカが、炎ほのおを反射して煌きらめく。

　少女の大きな瞳ひとみは、深い海のような青さを映し出していた。尖とがった鼻とつるりとした唇くちびるが相まって、陶とう器きの人形のような、完成した美しさを感じさせる顔立ちをしていた。

　全身がこちらに向く。背はヴァンよりも頭一つ低く、華きや奢しやな体付きをしていた。今にも倒とう壊かいしつつある、燃えさかる家屋の中において、そのあまりにも現実離ばなれした光景に、ヴァンは、顔がいいのに胸が小さい、と、現実逃とう避ひにも近い思考をしかけていた。

　少女の感情を抑おさえた双そう眸ぼうがヴァンを貫き、そして、小さな唇が開いた。透すき通った、印象的な声が、廊ろう下かに響ひびく。

「たった今この時より、私は貴方あなたの所有物となります。ヴァン・アーカード様」

「お前……は？」

「私は、ノイエ」
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　そう名乗り、少女はかすかに、ほんとうにかすかに、微ほほ笑えんだ。

「私は貴方と、貴方の願いを、守ります。そのために、この身を捧ささげる」

　なにがなんだか分からない。が、ヴァンが思考するより前に、怒いかりに満ちた叫さけびが轟とどろいた。

「ふざけるな！　お前は僕の物だ！」

　あいつが怒りの形相で廊下を歩いてくる。こちらに向けた手には短たん剣けんの形に装そう飾しよくされた魔宝石マギカが握にぎられ、その石が怪あやしい色を放ち始めた。

　ヴァンはノイエと名乗った少女の右手を摑つかむ。柔やわらかく、そして、温かかった。

「逃にげるぞ！」

「正式な命令とは異なりますが、緊きん急きゆう事態として受理しました。命令を実行します」

「え？」

　ノイエが目を閉じると、髪飾りの深紅の魔宝石マギカが赤く光る。

　直後、ノイエから光がほとばしる。あまりの眩まぶしさにあいつは立ち止まり、目に飛び込んでくる光を腕うでで遮さえぎった。

「なっ!?　転位だと!?　《創そう成せい》にはそんな力まであるというのか!?」

　光はノイエとヴァンを包み込み、彼の視界を白に覆おおっていく。同時に、ヴァンは自分の意識が急速に遠のいていくのを感じていた。とても遠くで、あいつが叫んでいるのが聞こえた。

「これで終わりだと思うなよ！　あんたの好きにはさせないからな！　兄さん！」

　意識を失っていく中、握ったノイエの右手の感かん触しよくだけが、最後まで感じられた。

　とても、温かかった。
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　客観的な事実のみを述べれば、十七歳の若き魔工学士ヴァン・アーカードは、兄きよう弟だい喧げん嘩かによって自宅を全ぜん焼しようさせ、同時に父親と離はなれ離ばなれになってから後のち四日目にして、目前に迫せまる自分の死を肌はだで感じていた。

　時刻は昼の少し前。西方大陸の中でも比ひ較かく的てき平和と言われているロイド王国、その中心たる王都の城下町で、耳に入ってくる賑にぎやかな喧けん噪そうを余よ所そに、彼は死にかけていた。

　馬車が行き交かう石いし畳だたみに座り込んだヴァンは、万ばん感かんの思いを込めて、最後の言葉を呟つぶやいた。

「……腹減った」

　この世に別れを告げる最後の言葉にしては余りにカッコ悪い台詞せりふだが、今の彼にとっては、それこそがただ一つ間違いようのない永遠不変で唯ゆい一いつ絶対の真理だった。

「腹減った……。なにか食べないとマジで死ぬ」

　ヴァンが座り込んでいる石畳は、城下町の教会前広場に続く通りの一つで、目の前を多くの人々が行き来していた。

　野菜を山ほど載のせた荷台を引っ張る行商、巨きよ大だいな鞄かばんを大事そうに抱かかえて小走りに進む商人、細身の剣を腰こしに提さげた制服の衛兵、服装や雰ふん囲い気きから貴族と分かる者もちらほらいる。また、ごく稀まれに、魔工学士も歩いていた。

　けれど、誰もヴァンには興味を示さずに通り過ぎていく。当然だ。あきらかに余所者の行き倒だおれに関かかわって得になることなどなにひとつない。自分から《虚きよ無む》に飲まれようとする愚おろか者は、マギカによって大いに発展を遂とげたこの世界といえども、生き残れないのだ。

　そして、ロイド王国城下町で暮らす人たちは愚か者ではなかった。だから、皆みなヴァンの前を無言で通り過ぎ、そしてヴァンは空腹で死にかけていた。




　ガラーン、ガラーン。




　道の向こうから鐘かねの音が響き渡わたる。広場にある教会が正午に鳴らす物だった。

　つまり、お昼だ。

　ヴァンは一昨日おとといからなにも食べておらず、このままでは昼食にありつくこともできない。

　何故ならば。

「金が、ねえ……」

　自分の意志と無関係になんの準備もなしに家を出たヴァンは、路銀という物を持っていなかった。金がなければパンは買えない。

　そろそろぼんやりしてきた視界の中に、なにかキラキラした物が映り込んだ。目を凝こらすと、一人の魔工学士が前を歩くのが見えた。

　彼らは魔宝石マギカと呼ばれる人工結けつ晶しようを、腕うで輪わや肩かたからかけたベルトなどに山ほど縫ぬい付けていて、それが太陽を反射してやたらと眩まぶしい。最近は普ふ通つうの市民だって一個や二個のマギカを持ち歩いているものだが、彼らは度が過ぎている。どれだけ多くの、そして強力なマギカを所有しているかは、彼らにとってのステータスなのだ。

　その魔工学士は一いつ瞬しゆんヴァンを見たが、すぐに鼻を鳴らして通り過ぎた。

「……」

　腹が減りすぎて、悪態をつく体力も残っていなかった。

　ヴァンは魔工学士であり、実績を別にすれば優ゆう秀しゆうな魔工学士だった。今通り過ぎた男よりずっと有能の筈はずだ。身分を証明する物か、あるいはせめて、それらしい身なりをしていれば、魔工学士のギルドで一時金を借りることもできただろう。

　しかし、町民と変わらないような身なりをしている今、かつ、その服以外になにひとつ物を持っていない今、ギルドに行ったところで体ていよく追い返されるだけだろう。

「……いや、一つだけ、あったか」

　腰に提げた革かわ袋ぶくろに手を当て、中に入っている物の輪りん郭かくをなぞる。これだけが、自分の持ち物であり、唯一の手がかりなのだ。

「そうだ……。あいつをぶっ殺すまでは、死ぬわけには、いかないんだ」

　それにこの革袋も、そして服も、この国に入る前に親切な農夫がくれた物だ。その人はいつの間にか荷馬車に潜もぐり込んでいたヴァンを疑いもせず、「若い時は冒ぼう険けんすべきだ」と言って、王都まで乗せてくれた。もし荒こう野やの真ん中にほっぽり出されていたら、その場で餓が死しするか、その前に狼おおかみに喰くわれて死んでいただろう。

　そもそもヴァン自身、どうやって燃えさかる自分の家から脱だつ出しゆつして、あの荷馬車に飛び込んだのか、全く記き憶おくがない。あいつに殺されかけた後の記憶が曖あい昧まいで、幻げん覚かくを見たとしか思えない。特に、あの灰色の髪を体に纏まといつかせていた裸はだかの少女は……。

「……くだらないことに頭を使う余裕はない。やることは二つ。復ふく讐しゆうを果たして、そしてあの農夫にお礼をしにいかなきゃな」

　生き続ける理由は見つかったが、減り続ける腹を抑える方法は見つからなかった。




　ガラーン、ガラーン。




　また教会の鐘が鳴る。正午を表す鐘はさっき鳴ったので、違ちがう意図だ。恐おそらく、今日は教会広場でなにか催し物イベントがあるのだろう。市場か、曲芸団サーカスか。あるいは王の謁えつ見けん式かもしれない。いずれにせよ、ヴァンの腹を満たしてくれる物ではなかった。

　と、その時、朦もう朧ろうとした頭にようやく天てん啓けいが閃ひらめく。

「そうだ、教会だ」

　門を叩たたけばスープの一いつ杯ぱいも恵めぐんで貰もらえるだろう。ロイド王国の教会は、ヴァンのそれとは違う神を信しん仰こうしているが、まあ今日だけは見み逃のがして貰おう。腹になにか入りさえすれば、これからどうすべきか考えられる筈だ。今のままでは、まず頭が回らない。

　思い立ったと同時にヴァンは立ち上がった。が、足が痺しびれてしまっていて直立できず、そのまま前に倒たおれ込んでしまった。

　間の悪いことに、目の前を可か愛わいらしい女性が通りかかっていた。身なりからするに、どこかの貴族付きのメイドであろう。童顔に浮うかぶ二つの大きな瞳が驚おどろきに見開かれる。

　そして、ヴァンの意識はそこが限界だった。メイドの女の子を巻き込んで石畳に倒れ込みながら、頭の中が暗くら闇やみに消えていくのを感じていた。
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　誰だれかに呼ばれた気がして、ヴァンは目を覚ました。

　日の出前の真っ暗な部屋の中で、ゆっくりとベッドから体を起こす。

　昨日から続いている強い雨が、閉めきられた木戸を強く叩いている。あの音だったか？

（いや、違う。確かに名前を呼ばれた。女の声だ）

　この小さな家に住んでいるのはヴァンと父親のアルスだけだった。

（賊ぞくか？）

　ヴァンは枕まくらの下に手を伸のばし、そこにしまっていた小さな石を手に取った。

　そして素す早ばやく呪じゆ文もんを囁ささやきかけ、石を起動する。

「《石よ、明かりを》」

　途と端たんに、石の中に小さく火が灯ともり、周囲をぼんやり照らし出した。自身が放つ光によって、石は白くて丸い、真しん珠じゆのような姿形を浮かび上がらせた。

　この石はマギカと呼ばれている。「魔ま宝ほう石せき」とも「魔ま鉱こう石せき」とも呼ばれるが、鉱山を掘ほって採さい掘くつする物ではなく、魔工学士たちが作りだす人工結晶である。

　マギカは人間が体内に持つ魔ま力りよくを源として、様々な力に変へん換かんする道具だ。ヴァンが今使った明かり用のマギカのように単体で動作したり、複数のマギカが連動したり、複雑な機械の一部として使われることもある。

　ヴァンは魔工学士の一人であり、父親は大陸でも名の知れたマギカ設計士だった。もっとも、今は二人とも西の国の人ひと里ざと離はなれた森の中で隠いん遁とん生活を送っているが。

　だから、来客も滅めつ多たにないし、こんな遅おそくに客が来ることも考えられない。

　けれど、天てん井じよう越ごしに人の気配がする。二階の父の書しよ斎さいに、父以外の誰かがいる。

　音を立てないようにベッドから降り、靴くつを履はいて扉とびらに体を寄せる。

　廊ろう下かに出る直前、マギカの明かりを一度消すべきかをヴァンは一瞬考えたが、手のひらで包み込んで石が放つ光を遮さえぎることにした。部屋が再び暗闇に染まる。

　ゆっくりと扉を開けると、廊下は僅わずかに明るかった。恐らく、二階の書斎の扉が開け放しになっていて、漏もれ出た部屋の明かりが階段を伝って階下まで届いているのだろう。

　ヴァンが廊下に出て、階段に足をかけた時、頭上から父親の叫さけび声が谺こだました。

「やめるんだ！　ナラク！」

　途端、ヴァンは目を見開き、足音が響ひびくのもためらわず階段を四段飛ばしで上り、明かりが漏れる書斎に飛び込んだ。

「なっ!?」

　そこでヴァンが見たのは、腹にナイフが突つき刺ささった父親のアルスが床ゆかに倒れ込む姿と、その父親を冷静な眼まな差ざしで見つめている眼鏡の若い男だった。

　マギカを連ねたベルトを肩から何本も垂らしたその男の服装は、典型的な魔工学士の物だった。

　男は床で苦しげに体を震ふるわせるアルスを、しばらくの間ぼんやり見つめたあと、入り口で立ち尽つくしているヴァンの方を向いた。眼鏡の奥の冷たい瞳ひとみがヴァンを貫つらぬく。

　そして、男はゆっくりと、笑えみを浮かべた。

「やあ兄さん。邪じや魔ましているよ」

　それは、一年前に自分と父親の前から姿を消した、弟のナラクだった。

「ナラク！　お前どうして！」

「どうしてって、ここは僕の家だろう？　いつ帰ってきたって僕の勝手さ」

「そうじゃねえっ！　なんで親父おやじを──」

　──刺した、とは口から出てこなかった。一年前に黙だまって家を出ていった勝手な奴やつでも、ナラクは血を分けた兄弟だった。

「ウウッ……」

「親父！」

　倒れたアルスに駆かけ寄り、体を起こそうとする。するとアルスは苦しげに言った。

「逃にげ、ろ……。ヴァン……」

「待ってろ親父、今医者に連れて行くからな！」

　父親の腕うでを肩に回して起き上がろうとすると、ナラクが冷たく言い放った。

「駄だ目めだよ兄さん。まだ話は終わってないんだ」

「話だとっ!?」

「そんな怖こわい目で見ないでくれよ。たった二人の兄弟じゃないか」

　アルスの服が見る見る血に染まっていくというのに、そんなことにはまるで興味がないかのように、ナラクは言った。

「僕は、父さんが持っているアルスマギカが欲しいんだ。兄さんからも、お願いしてくれないかな」

　ヴァンの目が見開かれ、たちまち顔が怒いかりに歪ゆがむ。

「お前が今手に持ってるのがそうだろうが！」

　ナラクの手には、紫むらさき色いろに怪あやしく光る大きなペンダントが握にぎられていた。三つのマギカを組み合わせて短たん剣けんの意い匠しようをかたどっている。

　それは、天才的なマギカ設計士である父、アルスの最高傑けつ作さくの一つであり、あまりに強力過ぎるが故ゆえに門外不出としたマギカだった。恐らくナラクは、アルスから無む理り矢や理りあれを奪うばったのだろう。ヴァンは怒りにまかせて叫ぶ。

「それを持ってどこにでも行きやがれ！　そして二度と俺たちの前に現れるな！」

「欲しいのはこれじゃないんだよ。欲しいのは──第七のアルスマギカだ」

　途端、アルスが苦しげに息を吐はき、ナラクを睨にらみ付ける。

「公式には、父さんが作りあげたアルスマギカと呼ばれる特とく殊しゆなマギカは、六個しか作られていないことになっている。その内、先の大戦の中持ち主を転々とし、大陸中に散らばっているのが四つ、行方ゆくえが分からなくなっているのが一つ、そしてあと一つが──」

　ナラクはペンダントの鎖くさりを持ち上げ、短剣の形に美しく装そう飾しよくされたマギカを垂らす。

「──父さんが持っていたこれだ。全部で六個。でも、僕は知っている。アルスマギカがもう一つあることを」

「噓うそだっ！」

　ヴァンは叫ぶ。が、その声には力がなかった。視界に入る父親の顔が、ナラクの言葉を肯こう定ていしていたからだ。

　ナラクは肩かたをすくめる。

「この男、僕たちの父親はね、兄さん。『二度と戦争のためにマギカを作るのは御ご免めんだ』と言いながら、僕にも兄さんにも秘密で、こっそりマギカを作り続けていたんだよ」

「そんな！　でも、どうして!?」

　ヴァンの問いかけに、しかし、アルスは顔を苦しげに歪めたまま、答えない。

「理由なんてどうでもいいさ。僕には今それが必要なんだ。第七のアルスマギカがね」

　ナラクは空いている方の手をスナップさせて呪文を紡つむぐ。

「《戻もどれ》」

　アルスの腹部に刺さっていたナイフの柄つかに嵌はめられた青色のマギカが一いつ瞬しゆん煌きらめくと、まるで見えない手に摑つかまれたかのように一気に刃はが引き抜ぬかれる。

「グハァッ！」

　アルスが悶もだえ、傷口から飛び散った血が木の床を汚よごした。

　ナイフはナラクがかざした手のすぐ前で、ピタリと停止した。ナラクが手をひねると、それに合わせるようにナイフが回転し、その切っ先がアルスの左胸に向く。

「これが最後のおねだりだよ、父さん。聞いてくれると嬉うれしいな」

　ナラクは楽しそうに言う。

「第七のアルスマギカを僕に譲ゆずって欲しい。三つ数えるから、その間に『分かった』と言ってくれ」

　交こう渉しようの余地がないのはあきらかだった。拒きよ否ひした場合、浮かんでいるナイフがまっすぐアルスの心臓を貫くのだ。ヴァンはナラクを睨み付ける。

「親父を殺しちまったら、肝かん心じんの物が手に入らなくなるんじゃないのか！」

「必ずこの家のどこかにある。殺した後でゆっくり探すよ」

「俺が許すとでも思ってんのか！　勝手に出ていった奴に家や捜さがしなんかさせねえぞ！」

「その頃ころには兄さんも死んでいるから同じだよ」

「っ!!」

　突き刺すような瞳の冷たさが、本気であることを感じさせた。

「ではいくよ。一つ」

　口を挟はさむ暇ひまもなく、最初の数字が紡がれる。アルスは、目を伏ふせ、黙だまっている。

「二つ」

　血まみれの腕から、アルスの震えが、父の感情が、ヴァンに伝わってきた。

　それは恐きよう怖ふではなかった。

　それは覚かく悟ごだった。

　それは怒りだった。

　父はなによりも争いを嫌きらっていた。

　実の息子むすこが暴力によって事を成そうとしているのを許すつもりはなかった。

　その、覚悟と怒りだった。

　ヴァンは、それを、確かに感じ取り、そして受け取った。

「三──」

「うぉりゃあああっ！」

　最後まで数え終わる前に、ヴァンは父親を置いて床を蹴けり、ナラクに飛びかかる。

　ナラクは表情を変えずに手をスナップし「《刺せ》」と呟つぶやく。ナイフの柄に嵌まったマギカが光り、一直線にヴァンに飛んで行く。

　もちろん、ヴァンはその行動を読んでいた。空中で足を横に払はらい、飛んでくるナイフの柄の部分に蹴りつける。




　キイ……ン。




　金属質な音が響く。柄に取り付けられていたマギカが蹴りの衝しよう撃げきでひび割れ、光を失うと、ナイフは糸を切られた操あやつり人形のようにストンと落下し、床の割れ目に突き刺さった。

「相変わらず凄すごい運動神経だねえ、兄さん」

　たいして驚おどろいた風もなく、むしろ楽しそうに眼鏡の奥の冷たい瞳が煌めく。

「ナラク、どうしちまったんだ？　お前の目的は、一体なんなんだ？」

「兄さんに言っても仕方ない。どうせすぐに死ぬんだから」

「ふざけろっ！」

　ヴァンは右手を振ふり上げ、ナラクに向かって走る。顔面に一発お見み舞まいするコースだ。

「てめえには一発喰くらわせないと分からないようだなっ！」

　ナラクは黙って、あるいは、憐あわれむように、近づいてくるヴァンを見つめている。

「もう僕ら、子供じゃないんだぜ、兄さん」

　ナラクは今まで左手に持っていた美しい装飾のマギカを握り、そして呪じゆ文もんを唱えた。

「《剣けん帝ていは我が身を守れ》」




　ズオォンッ！




　なにが起きたのか、ヴァンには、分からなかった。

　ナラクが持っていたマギカが鈍にぶい鉄のような光を纏まとった直後、もの凄い音がして、気がつくとヴァンは後方の壁かべに叩たたき付けられていた。しかも足が地面に着かない。壁に縫ぬい付けられたかのようだ。

　直後、左ひだり肩かたに激げき烈れつな痛みが走る。

「ぐはあっ!?」

　見ると、漆しつ黒こくに染まった長ちよう剣けんが服の左肩の布を貫いて壁に突き刺さっていた。

　一いつ瞬しゆんで状じよう況きようを把は握あくする。この剣けんが突とつ然ぜん飛んできて、自分の左肩を擦かすり、服に引っかかり、体ごと壁に縫い留めたのだ。ヴァンの動体視力ですら視し認にんできない、すさまじい速度と威い力りよくだった。

　しかも、この剣には見た限りマギカが取り付けられていない。一体これはどこから出てきて、どうやって投とう擲てきされたのか？

　考えられる答えは、一つしかなかった。

「なるほどねえ。さすがは《剣帝》。単純な命令で、的確に働いてくれる」

　手に握った鈍く光るマギカをヴァンに見せつけるようにして、ナラクは微ほほ笑えむ。

「この、第一のアルスマギカ《剣帝》は、使用者の魔ま力りよくを剣の形に具現化し、操作できる。いちいち武器にマギカを嵌め込む必要がない。さすがは父さんの作ったマギカだ。素す晴ばらしいよ」

　ヴァンは剣につなぎ止められた布の方を無理矢理むしり取り、床ゆかに降りた。地面に着いた衝撃で、左肩に強い痛みが走る。破れた服の隙すき間まのぱっくり割れた傷から血がどくどく流れているのが見えた。

　ひとまず、痛みは無視することに決め、もう一度弟を睨み付ける。

　戦う意志を捨てていない兄に対し、ナラクは呆あきれたように首を振った。

「無む駄だだよ。寝ね起おきでなんの用意もしてないんだろ？　確かに兄さんは幾いくつかの面で僕より優すぐれた能力を持っている。けれど、それ以前の問題として、丸まる腰ごしの人間が魔ま工こう学がく士しに勝てる道理はない。分かってると思うけど、今のはわざと外したんだからね？」

　その通りだった。ナラクは全身にマギカを装備し、戦せん闘とう態勢で臨のぞんでいる。しかも向こうには、とんでもない能力を持つ世界最さい高こう峰ほうのマギカ、第一のアルスマギカ《剣帝》があるのだ。対して、こちらはなんの準備もなしに書しよ斎さいに飛び込んでしまった。最初から勝負になる筈はずが──

　悔くやしさに両手を握りしめたヴァンは、ハッと気付く。

　──なんの準備もなしに？

　瞬しゆん時じにヴァンはナラクに向かって駆かけ出した。弟は蔑さげすむような目で睨み、石を掲かかげる。

「《剣帝よ──》」

　ナラクが呪文を唱えるより早く、ヴァンは起動したまま今まで左手の中に握りしめていた明かり用のマギカを投げつけた。

　不意を衝つかれたナラクは、しかし、飛んできたマギカが単なる明かりの小火を灯ともすだけの物でしかないことに気付き、手で弾はじき飛ばした。怒いかりの形相で叫さけぶ。

「こんな目くらましで僕に勝てると思っているのか！」

　弾き飛ばした小さなマギカが、その中に灯る小さな火で煌めきながら、空中で放物線を描えがく中、ナラクはヴァンの次の攻こう撃げきに備えた。

　その時。

　ナラクは、二つの思い違ちがいと、一つのミスをしていたことに気付いた。

　一つ目の思い違いは、小火のマギカを囮おとりにして、ヴァンが突とつ進しんしてくると思っていたこと。しかし、ヴァンは床に座り込んで、倒たおれたアルスを抱かかえ上げていた。

　二つ目の思い違いは、小火のマギカが囮だと思っていたこと。

　そして、一つのミスは、兄のヴァンが持つ、特殊な能力を失念していたことだ。そして、このミスは、ナラクにとって致ち命めい的てきな物だった。

「しまった──！」

　ナラクは急いで《剣帝》を空中で煌めく小火のマギカに向ける。

　しかし、その前にヴァンがそのマギカに手をかざし、呪文を唱えていた。

「《石よ、お前を解放する！》」

　その途と端たん、ヴァンの体の中から真っ赤な光が湧わき上がり、それが空中を漂ただよう小火のマギカに向かって滝たきのように流れ込んでいく。

　直後、小火のマギカは空中で爆ばく発はつした。




　バリィィィイイインッ！




　とてもあの小さな塊かたまりが起こしたとは思えないような轟ごう音おんが部屋に谺こだまする。

　更さらに、爆散した破は片へんの一つ一つが、細い炎ほのおの柱を生み出しながら床や壁に落ち、その場所に火を付けた。マギカから生まれた炎の柱と、そこからの引火によって、書斎はたちまち火の海に包まれていく。

　部屋の中央に置かれたソファにも火がついて、たまたま──偶ぐう然ぜんか、それとも運命によるものか──部屋の奥にいたナラクと、父親を抱えたヴァンの間に、炎の壁が生まれた。ヴァンはその隙すきを逃のがさず、父親を抱え上げて書斎の外に逃にげ出した。

　背中越ごしにナラクの怒りに満ちた叫びが絡からみつく。

「兄さん！　あんたのそんなできそこないの力で、僕から逃げ切れると思うなよっ！」
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　──目が覚めた時、ヴァンは自分が道みち端ばたのベンチに寝ねそべっているらしいと気付いた直後に、二つの謎なぞに直面していた。

　一つ目は、自分の頭が乗っているこのなんとも柔やわらかな物はなんだろうということ。

　二つ目は、顔のすぐ上に存在するやはり柔らかそうな物はなんだろうということ。

「あ、気がつきました？」

　可か愛わいらしい声が上から聞こえたかと思うと、真上にあった物がばふっと顔に落ちてきた。まるで猫ねこの腹のような柔らかさを顔で感じた直後、二つの謎が同時に解けた。

　頭が乗っていたのは、ふとももだ。

　顔の上にあった、そして今ヴァンが顔を埋うずめているのは、おっぱいだ。

　恐おそらく、誰だれかが気絶した自分を介かい抱ほうし、ベンチで膝ひざ枕まくらをしてくれていたのだ。その人は相当な巨きよ乳にゆうで、目が覚めたヴァンをその巨乳越しに覗のぞき込もうとして背中を丸め、結果として柔らかな南半球を彼の顔面に着地させてしまったのだ。

　論理立てて考えれば、どんな謎も解明できる。学問の大前提だ。

「……って、なにくだらないことを真ま面じ目めに考えてるんだ俺はっ！」

「きゃあっ！」

　思わず自分の思考回路にツッコミを入れると、膝枕をしてくれていた女性は可愛らしい悲鳴を上げて体を起こした。おかげで、下乳に埋もれていたヴァンの視界が復活する。

　慌あわてて体を起こすと、女性は涙なみだ目めになって、許しを請こうように両手を握にぎってワナワナと震ふるえていた。ヴァンは慌てて謝る。

「す、すまん。驚かせるつもりはなかった。俺を助けてくれたんだろ？」

「い、いえ……。目の前で突とつ然ぜん倒たおれたので、ほうっておくわけにもいかなくて……」

　言われてみると、その女性はヴァンが気を失う直前に目の前にいたメイドだった。

「俺はヴァン。助けてくれたことに感謝する。ええと……」

「あ、エレナです」

　そう言って、ふんわりと微笑む。その邪じや気きのない笑え顔がおに思わずドキリとする。

　エレナと名乗った女性は、ヴァンと同い年くらいに見えた。栗くり色いろの髪かみを綺き麗れいに分けて二つ結びにして伸のばしている。全体的に童顔で、大きな眼鏡が、可愛らしい瞳ひとみをより印象的にしていた。服装は、モノトーンのエプロンドレス。いわゆるメイド服だ。デザインも生き地じも一目で高級だと分かるので、かなり位の高い人間に仕えているのだろう。

　そして、もっとも印象的で、さっきからヴァンの視線を釘くぎ付づけにしているのが、彼女の胸の大きさだった。

　メイド服はその性質上、本来それほどには体のラインを強調しないものだが、そんな道義上の理由から要求される設計デザインなどではとても隠かくし切れないほど大きく、そして美しい二つの膨ふくらみが、そこにはあった。なにせ、南半球に顔全部が埋まるほどなのだからその大地の恵めぐみっぷりを分かって貰もらえると思う。

　童顔で巨きよ乳にゆう。これを神が与あたえた奇き蹟せきの一種でなくてなんなのだろうか。単なるお前の趣しゆ味みだろとのたまうような奴やつがいたら、そんな奴は《虚きよ無む》に飲み込ませてくれる。

「あの……、どうかしましたか？」

「えっ!?　いいいいや、なんでもないっ！」

　無言で凝ぎよう視ししてしまっていたらしく、首を傾かしげるエレナに、思わず大声で答えてしまう。同時に、




　ぎゅるるるるるるうううう……。




　ヴァンの胃い袋ぶくろが、女性に聞かせるにはかなり情けない音を立てた。そうだった。美女の膝枕──加えて、顔面で受けたあの甘美な感覚──のおかげで気力は回復したが、空腹が改善したわけではなかった。もちろん路銀が増えたわけでもない。手て詰づまりなのは気絶する前と変化していなかった。

　そうだ、教会に行くつもりだったのだ。多少気力が回復した今なら、裏口までたどり着けるかもしれない。

「あの……」

「ん？」

　エレナがおずおずと差し出してきたのは、焼きたてに見える麦のパンだった。

「良かったら、どうぞ」

「え、でも、コレはあんたのだろ？」

　するとエレナは少し照れたようにはにかんだ。

「実は、パン屋の方が『今日はお祭りだから』ってオマケしてくれたんです。でも、私、こんなに食べられないから……。貰ってくれるなら、私の方も助かりま──」

「いただきます！」

　エレナに考え直す隙を与えないかのようにパンをひったくり、貪むさぼり喰くう。考えてみれば三日ぶりの食事である。こんなパン一個では全然足りないし、腹もふくれないが、一嚙かみするごとに活力が戻もどってくるような気がした。

　一いつ瞬しゆんでパンを一つ胃袋に収めると、ヴァンはエレナに頭を下げる。

「いやあ、美う味まかった！　二度も助けてもらっちまったな！」

「いえ、助けるだなんて、そんな」

　両手でぱたぱたと手を振ふるエレナに対し、無事食料にありつけた筈はずのヴァンは急に困った顔になり、頭を搔かいた。不思議に思い、エレナが聞く。

「あの、どうかしましたか？」

「ええと、お礼をしたいところなんだが、生あい憎にく持ち合わせがなくて……。あ、そうだ」

　ヴァンは腰こしから提さげた革かわ袋ぶくろの紐ひもを緩ゆるめ、中に入っていた物を取り出す。それを見て、エレナは思わず息を吞のんだ。

　それは、髪かみ飾かざりだった。鳥の羽のようにも、風を受けてなびいている炎のようにも見える。細部に複雑な装そう飾しよくが施ほどこされていて、優すぐれた職人の手による物だと見てとれた。

　しかし、エレナが驚おどろいたのはそんな細部ではなく、髪飾りの中央に埋うめ込まれた大きな赤い石についてだった。

「綺麗……！　これ、マギカですか？」

「ああ、多分」

　ヴァンは曖あい昧まいに頷うなずき、髪飾りを傾かたむける。赤い石が太陽の光を受け止め、複雑にカットされている面をキラキラと輝かがやかせた。その美しさに、エレナがますます驚く。

「私、こんな大きなマギカ、初めて見ました！」

　一いち概がいに言えることではないが、乱暴に言えば、マギカの寸法サイズは、そのマギカが持つ能力の強力さ、複雑さに応じて大きくなる。

　そして、ある程度より大きなマギカを作ることは、極きわめて高度な知識と技術が必要になるため、世に流通しているマギカは大きくても赤ん坊ぼうの拳こぶし程度の物が大半だった。複数のマギカを組み合わせてより複雑な、あるいは強力な機能を持たせることもできるので、単一のマギカを大きくする必要がないということもある。

　それに対し、ヴァンが持っていた髪飾りは、厚みはほとんどないが、ヴァンの片手では持ちきれないほど大きい物だった。中に嵌はまっているマギカは髪飾りより一回り小さいが、それでもとても珍めずらしい大きさと言える。

　珍しいのも当然だ。ここまで巨きよ大だいなマギカを作れるのは、大陸ではヴァンの父親であるアルス・アーカードだけなのだから。
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　いや、アルスだけだったのだから。

「ヴァンさん？　どうかしました？」

　可愛らしく小首を傾げるエレナに、ヴァンは我に返る。

「……いや、なんでもない。パンのお礼をしたいんだが、これは形見みたいな物なので、やるわけにはいかないんだ」

　そう言いながらも、ヴァンは髪飾りをエレナに押しつけるようにして渡わたした。

「だから、預かっていてくれ」

「ええっ!?」

「今は路銀もないんだけど、ちゃんとお礼になる物を用意する。それまで、持っていてくれ。まあ、人ひと質じちだな」

　エレナはポカンとした顔で、手の中の髪飾りを見つめていたが、やがて、小さく微ほほ笑えんで、ヴァンの膝ひざの上に髪飾りを返した。

「人質なんていりません。ヴァンさんを助けたってつもりもないですから。もしお礼がしたいのなら、それはご自由にどうぞ」

「そ、そうか？　分かった。でもな、俺は約束を守る。必ずお礼はする」

　髪飾りを革袋に戻しながら、ヴァンは真しん剣けんな表情をエレナに向け、そして言った。

「いいか。お前の魂たましいの望みを叶かなえるために、俺は俺の全すべてを捧ささげよう」

　途と端たんに、エレナの顔がぼっと赤くなる。あれ？　そんなに変なことを俺は言ったか？

「ああああのあのあの、それって、もしかして、プロポーズですか……!?」

「……は？」

「たたたた確かにヴァンさんは顔もカッコイイし体も丈じよう夫ぶそうだし歳としも近そうだから物件としてはかなり申し分ないというか私にはもったいないくらいで、お気持ちは大変嬉うれしいんですが、そういうのはもう少しお互たがいのことを知ってからでないといえでも決して嫌いやという意味ではなくてむしろ私の好みにバッチリ合ってるっていうかいやそのえとえと」

「いやいやいやいや違ちがう違う違う違う！」

　慌てて否定するヴァン。

「これはうちの家訓なんだ。他者を導くために、五体全てで奉ほう仕ししろってな」

「……はあ、そうなんですか」

　エレナは少しだけ残念そうな、拗すねたような顔になるが、ヴァンにはその理由が分からなかった。ただ、なんか変な空気が漂ただよっているのは感じ取ったので、話題を変える。

「ええと！　あ、そうだ。そう言えば、『今日はお祭りだから』とか言ってたな。町も妙みようにざわついているし、なにかあるのか？」

　すると、エレナは急に嬉しそうな顔になった。

「はい！　今日は、アーシェ姫ひめの戴たい冠かん式しきがあるんです」

「アーシェ姫？」

「はい！　ほら、聞こえるでしょ？」

　エレナが空に向かって斜ななめに指差す。そこには太めの木の柱が地面に刺ささっていて、その先端に拡ス声ピー器カーが取り付けてあった。中に嵌まっている二つのマギカ──遠くから声を伝達するための物と、伝達された声を増ぞう幅ふくして鳴らすための物──がチカチカと点てん滅めつすると、籠こもった声が流れ出す。

『議会から国民の皆みなさんにお知らせします。まもなく教会前広場においてアーシェ様の戴冠の儀ぎが執とり行われます。この式典への参加は義務ではありません。しかし、記念すべき行事を是ぜ非ひ国民皆で祝いましょう。仕事に支障のない範はん囲いで、是非ご参加下さい。繰くり返します──』

　エレナは楽しそうにヴァンを見た。

「アーシェ姫は、この国の王女です。まだ十六歳なんですよ」

「王の妃きさきか？　それとも王の娘むすめ？」

「いいえ。現在は、アーシェ姫が、この国の王様です」

　その言葉に、ヴァンは瞳を瞬またたかせる。

「驚いたな。この国は女が王になれるのか？」

「先の王様が亡なくなられた際に、男の跡あと継つぎがいらっしゃらなかったので、王おう妃ひ様、つまりアーシェ姫のお母様が王権を継けい承しようするために、法律が変わったんです」

「『変わったんです』って、そんな簡単に変えられるようなものじゃないよな？」

「ロイド王国は議会の力が強くて、王制はほとんど飾かざりみたいなものなので──はっ！」

　楽しそうに話していたエレナは、急に顔を真っ赤にして口を押さえた。

「今の、私が言ったって、内ない緒しよですよ……！」

「どうせこの国には俺の知り合いはいねーよ。心配すんな。それよりも、今の話、なんか変だよな？」

「え、なにがですか？」

「アーシェってのはこの国の王様なんだろ？　なんでこれから戴冠の儀が始まるんだ？　戴冠の儀ってのは、まだ王になってない奴が王としての信任を受ける式のことだろ？」

「あ、それはですね──」

　その時、急にエレナのふとももに置かれた鞄かばんの中から、女性の歌声が流れてきた。多少大きな音で、前を歩く人たちが怪け訝げんな顔をこちらに向ける。

「あ、すみません！」

　エレナは慌あわてて鞄を開けようとして、慌て過ぎて手が滑すべり、鞄の中に入っていたものが口から零こぼれ落ちた。ヴァンが手を伸のばしてそれを受け止める。

「す、すみません！」

「いいって。……お？」

　それは少し厚めの雑誌だった。題名は「月刊魔ま工こう学がく」。魔工学ギルドが大陸全土の魔工学士に情報を提供するための雑誌で、各地の魔工学士が発表した最新の研究論文が主な記事だ。専門用語も多用されているし、魔工学士以外が読んで楽しいような雑誌ではない。

「月刊魔工学じゃねえか。これ、あんたが読むのか？」

「いいえ、これはご主人様に頼たのまれた物です。でも、よくご存ぞん知じですね。ヴァンさんは、魔工学士さんなのですか？」

「一応、な」

「一応？　どういう意味ですか？」

「実力はそれなりにあるつもりなんだが、俺は魔工学士としては欠陥品なんだよ」

　そう言ってヴァンは寂さみしげな顔になる。エレナがなにか言おうとした時、ヴァンは遮さえぎるように鞄を指差した。

「まだ鞄の中から声が聞こえてるぞ？」

「あわわわ！」

　エレナは思いだしたように鞄の中をまさぐり、やがて、女性が持つには少し大きい径の懐かい中ちゆう時計を取り出した。文字盤ばんを覆おおう硝子ガラスに、半はん透とう明めいの女の子が映り込んで見えた。大だい胆たんにふとももを見せるドレスに身を包んだその女の子は、大きな身み振ぶりで踊おどり、歌っていた。硝子ガラスの中の彼女の口の動きに合わせて、時計の中から歌が響ひびいている。

「私よく道草しちゃうんで、家に帰るのを忘れないように目覚ましアラームをかけてるんです」

　エレナが硝子ガラスを指で押すと、映り込んでいた女の子の姿は消え、歌声もやんだ。ヴァンは少し感心したようにそれを見つめる。

「それ、時計の硝子ガラス自体がマギカでできてるんだよな？　連続写真に音声まで記録できるのか。よくできた魔宝石マギカ具マグだな。なかなか良い職人がいるんだな。この国は」

　マギカは、通常は汎はん用よう的てきに使えるように宝石を模して作られるが、一いつ般ぱん人が使う日常品の場合には、それに合わせて最適化した形で大量生産される。エレナが持つ懐中時計のように、一見してどこにマギカが組み込まれているのか分からないような生活用品を持つことは、お洒しや落れの一種とされていた。このようにマギカを機能の一部として組み込んだ道具のことを魔宝石マギカ具マグと呼んでいる。

「今の歌、どっかで聞いたことあるな。どこだっけか」

　思い出せずにいると、エレナが楽しそうに目を細めた。

「リン・ハーヴェイさんです。大陸で名前を知らない人はいないくらい有名な唄歌うたいさんですよ。毎年世界中を巡じゆん業ぎようしているし、大たい抵ていの酒場に行けば、この人の歌が流れてますから、それで聞いたことがあるんじゃないですか？」

「あ……。リンだったか……。聞かなきゃ良かった。嫌な記き憶おくが蘇よみがえってきた……」

「え、リン・ハーヴェイさんとお知り合いなんですかっ!?」

「あいつと知り合いだという過去は消し去りたいので聞かないで欲しい。それより、家に帰らなきゃいけないんじゃないか？」

「あわわっ、そうでした！」

　雑誌と懐中時計をたどたどしい手つきで鞄にしまってから、エレナは立ち上がった。

「それでは失礼します。ヴァンさん」

「ああ。マジで助かったよ。エレナ」

「ふふふ、お礼、楽しみにしていますね」

　冗じよう談だんのように笑ってウィンクして、エレナは教会前広場の方へ走っていった。ぼんやりその後ろ姿を目で追っていると、またスピーカーから声が流れる。

『議会から国民の皆さんにお知らせします。まもなく教会前広場においてアーシェ様の戴冠の儀が執り行われます。この式典への参加は義務ではありません。しかし、記念すべき行事を是非国民皆で祝いましょう。仕事に支障のない範囲で、是非ご参加下さい。繰り返します──』

「戴冠の儀、ねえ──」

　ヴァンはこれからどうしようか考えながら、体を伸ばして空を見上げる。雲一つない青空を、小鳥が三羽通り過ぎた。




　　　　◆




　ロイド王国国王付き近衛このえ隊隊長、カナ・ダインは、腰こしに吊つるした剣けんがはしたなくカチャカチャ音を立ててしまっているのも構わず、苛いら立だたしげに教会内の廊ろう下かを歩いていた。

「全く、どうして私がこんな役目をしなければならないんだ！」

　戦せん闘とう中でも乱れることなく風になびくと言われている長く美しい金きん髪ぱつも、カナの心から漏もれ出す怒いかりのために、毛先が逆立っているように見える。

　王城の次に巨大な建物である教会は、広場で式典が行われる際、関係者の臨時の控ひかえの空間となる。もうすぐ始まる戴冠の儀のために、今もなお多数の人間が教会内を走り回っている。

　ただし、今カナが歩いている廊下は、ある理由から無人だった。

　廊下の突つき当たりにある扉とびらの前に立っている衛兵が、カナが近づくと急いで扉を開ける。カナは手を少しだけ上げて謝意を示しその横を通り過ぎる。

　扉はすぐに閉まり、同時に、熱い空気がカナにまとわりつく。湿しつ度ども高く、部下が気を散らすので困るだけの機能しかない彼女の大きな胸の下が、服の中でじわっと汗あせばんだ。

　教会の一番奥の部屋。通常は「とても教会の中ではできないような話」をするための場所らしい。まあ、どんな組織にもその手の必要悪はあるだろうし、今はそんなことはどうでもいい。さっさと役目を終えて立ち去りたい。

　それなりに奥行きがあり、天てん井じようも高いその部屋は、今日に限って狭せま苦くるしく感じた。何な故ぜなら、小さな曲芸サーカス団が芸を披ひ露ろうできそうなほど巨きよ大だいで豪ごう奢しやな天幕テントが部屋の中央にデンと置かれているからだ。

　伝説の動物たちが金銀の糸で刺し繡しゆうされたその天幕を一睨にらみした後、カナはその場に片かた膝ひざをつき、頭を下げた。これも仕事なのだ、と自分に言い聞かせながら。

「姫ひめ様。近衛隊隊長カナ・ダイン、大臣の依い頼らいにより、参りました」
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　すると、天幕の中から籠もった声が返ってくる。

『え、カナ？　なんであなたが執政官のお使いしてるの？』

　あなたのせいです！　と心の中で絶ぜつ叫きようしつつも、カナは表情をピクリとも変えない。

「男性は現在この区域への入室が禁止されています」

　部屋の入り口でさきほどすれ違った衛兵も女である。

『別に構わないのにー。見られて減るもんじゃないし』

「よからぬ噂うわさが立ってしまうと、王家の名に傷がつきます」

『あーそうよね。王家に醜しゆう聞ぶんが立つのがまずいのね。私はどうでもいいわけか。へー』

　思わず声が漏れそうになるのをぐっと堪こらえる。無意識に本音を吐と露ろしてしまうのは自分の甘さによるものだし、天幕の主あるじは時折そういう自分を見み抜ぬいているように思う。それほど頭が回るようには見えないので、天然のものなのだろうが。

『とりあえず入って。そっちの声が良く聞こえないから』

「失礼いたします」

　入り口の布をめくると、数人の女の子たちの楽しげな声が、湯気と共に漏れてきた。カナはため息をつきそうになる自分の尻しりに心の中で蹴けりを入れて、中に入った。

　そこは、一言で言えば、浴場だった。

　中央に陶とう器きのバスタブが置かれ、マギカ駆く動どうのポンプで汲くみ上げられたシャワーから、バスタブにお湯が降り注いでいた。

　バスタブの中には美しい少女が湯に体を浮うかべていた。視線だけこちらに向け、微ほほ笑えむ。

「今日も元気そうね。カナ」

「姫様も、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　アーシェ・ロイド。ほんのり肌はだを桜色に染めているその少女は亡き国王ロイド三世の唯ゆい一いつの実子であり、そして、現ロイド国王である。

　茶色がかった美しく長い赤あか髪がみを侍じ女じよに丁てい寧ねいに洗わせている少女は、少し吊つり目気味の瞳ひとみでぼんやりとカナを見つめている。まだ幼さが残る顔立ちの中で、その赤い瞳の持つ眼光は、先王にとても似ていると、カナは見る度たびに思っていた。

　アーシェは瑞みず々みずしく健康的な手足を大胆に──カナに言わせれば、はしたなく──バスタブからはみ出させていて、その四し肢しのそれぞれに、薄うす布ぬののみを体に巻いた膝ひざ立だちの侍女たちが手を添そえ、アーシェの美しい手足をマッサージをしたり爪つめを磨みがいたり、磨いた爪に絵筆を走らせたりしている。

　侍女の一人が持ち手のある小さな水差しを持ち上げてアーシェに説明する。

「アーシェ様、本日の油オイルはクルツの実から採った物にございます」

「あら、ようやく届いたのね！　これじゃないとお肌の張りがイマイチなのよねえ。じゃんじゃん使って！　なくなったらまた取り寄せればいいんだから」

「かしこまりました」

　贅ぜい沢たく三ざん昧まい、という言葉がカナの頭をよぎるが、それを顔には出さない。

　南国のとある島でのみ産出されるクルツの実の油は大陸内部では貴重品であり、なにより高価である。しかもロイド王国と南部沿岸を結ぶ交易路でここ暫しばらくモンスターの出現度が上がっており、幾いくつかの交易が失敗しているため、更さらに値が上がっていた。

　その貴重な油が、王女の肌をピチピチにするためだけに垂れ流されていく。

　別に自分が損をする訳ではないが、あれは民たみから集めた税金の一部なのだ。

「アーシェ様、本日の爪ネイル画アートは大陸風になさいますか？　それとも南国風？」

「国民も見学するのよね？　なら思いっきり白一色とかで目立つようにして。細かい模様描かいたってどうせ見えないし、あ、でもマギカでキラキラする奴やつをしてもらおうかしら！　あれ好きなの！　派手だし、機き微びが分からない民にも伝わるかも！」

「かしこまりました」

「姫様、民をひっくるめて芸術を理解しない集団とみなすのはいかがなものかと……」

　最後のアーシェの言葉が聞き捨てならず、カナは思わず言ってしまう。アーシェは特に気にした風もなく、白く染められていく自分の爪を見つめている。

「本当のことじゃない。服は良い物を作る職人がいるのに、画家や彫ちよう刻こく家はみんな他ほかの国から来た人たちなんだもん。あーあ、議会に頼んで美術館でも作って貰もらおうかしらね」

「……良いお考えかと思いますが、それは大変お金と労力がかかります」

　どうせあなたが払はらうお金でも労力でもありませんがね、と心の中で付け足す。

「いいじゃない。どうせ私が払うお金でも労力でもないもの」

「っ!!」

　心が読まれた気がしたが、そうではない。天然なのだこの姫は。

　天然の、浪ろう費ひ家なのだ。

　先に亡なくなられた王おう妃ひ様と、同じように。

　突とつ然ぜん胸が締しめ付けられたような気持ちに陥おちいり、カナは慌あわてて意識を切り替かえた。

「その服のことですが、本日お召めしになるドレスを早々に決めていただけるよう、大臣から言こと伝づてを受けました。三人の仕立て職人が、最後の仕上げをするために待機しております」

「ああ、それで来たのね。ご苦労様。でも、全部着てから決めたいから、大臣にはそう伝えてくれる？」

「恐おそれながら姫様、この湯ゆ浴あみの後、御体と御お髪ぐしを乾かわかしてから、お召しになるドレスを品定めしていましたら、定刻通りに戴たい冠かんの儀ぎを始めることができません。こちらにドレスをお持ちしますので、この場で一つに決めて頂ければと」

「そんなことしたらドレスが湯気を吸っちゃうじゃない！　ダメよ。それに私、着き心ごこ地ちも含ふくめて服を楽しみたいの。だからちゃんと着て確かめるわ。式の方は、私の出番を遅おくらせればいいんじゃない？　湯浴みも服選びも、必要不可欠な時間だもの」

　簡単に言わないで欲しい。だったらどうしてもっと早く準備してくれなかったんだ。

　そもそも、どうしてドレスが三着必要なんだ？　一度王女が袖そでを通したら、その服は買い取らなければならない。なにに悪用されるか分からないからだ。そして、この王女は式典で着たドレスはその後一度も着ることがない。つまり、今日用意された三着も、全部国が買い上げ、そして明日以降は倉庫にしまわれるのだ。

「そうだ！　聖歌隊の子たちに歌を歌わせて、時間繫つなぎしてもらうのはどう？　うん、とっても良い考えだわ！　大臣にこれを頼たのんでおいてくれる？　カナ！」

「……かしこまりました。姫様の言葉を、伝えます」

　カナはなんとかそれだけ答え、我が儘まま放題の小こ娘むすめ──歳としは二つしか違ちがわないが──に対する怒りをなんとか内に秘ひめながら天幕を後にした。外に出た途と端たん、侍女たちの笑い声が届いた。どうせ私の悪口で笑っているのだろう。

　剣の柄つかに手を当て、心を落ち着かせる。私は守り手。王の守り手だ。

　その王があの我が儘王女であるという事実を、カナはなんとか納なつ得とくしようとした。




　　　　◆




　道ばたで行き倒だおれかけていた男にパンの施ほどこしをしてあげてから、ようやく式典の関係者が集つどっている教会に戻もどってきたエレナは、全速力で主の待つ部屋に飛び込んだ。

「ただいま戻りました！」

「遅おそい！　また寄り道してたでしょ！」

「申し訳ありません！　アーシェ様！」

　ソファに体を半分寝ねそべらせながら睨むアーシェに、エレナは体を縮み込ませた。アーシェは風ふ呂ろから上がった直後のようで、まだ少し肌が火ほ照てって見えたが、既すでに化け粧しようも服装も完かん璧ぺきに仕上がっていた。

　ちなみに、この部屋は教会への来客が泊とまるための空間で、調度品は最低限に抑おさえられており、本来はソファなど置かれていない。アーシェが王室御ご用よう達たしの家具一式を今日この日のためだけに作らせ、運びこませたのだ。

「ま、いいわ。買って来てくれた？」

「はははは、はいっ！　こちらです！」

　エレナが鞄かばんから雑誌を取り出しかけた途端、アーシェはぱっと顔を輝かがやかせ、ソファから飛び上がるようにエレナに走り寄った。

　そして雑誌を奪うばい取り、頭上に掲かかげて顔を輝かせる。

「ようやく読めるわ『月刊魔ま工こう学がく』最新号！　お手て柄がらよエレナ！」

　言いながら、愛いとおしむように雑誌を抱だきしめる。王族としての気品を外見的にもそれなりに蓄たくわえたアーシェの胸に押し当てられ、雑誌がくにゃっと曲がった。

　アーシェは暫くうっとりとした後、急に表情を険しくし、小さく囁ささやいた。

「誰だれにもバレてないでしょうね？」

　エレナも声を潜ひそめて答える。

「はい。本屋の主人とは裏口で受け渡わたしをしましたし、他の誰にも見られていません」

　正確にはそれは噓うそだった。たまたま目の前でぶっ倒たおれた旅人に目もく撃げきされてしまったのだが、黙だまっていればバレないだろうとエレナは判断した。

「ならいいわ。バレるとまたあの女隊長さんが怒おこりだすから。『姫様！　王族たるあなたが読むにふさわしい書物が他にあるでしょう！』って」

　胸を反らせて両手を腰こしに当て、カナ近衛このえ隊長の真ま似ねをするアーシェ。

「表情や喋しやべり方は割とカナ様に似てますけど、ちょっと胸のサイズが足りないですねえ」

「ん、エレナ、なにか言った？」

「いえいえいえいえいえ！　なにも申しておりません！　アーシェ様。カナ様は、王族の人間が一つのギルドに肩かた入いれすることが良くないと仰おつしやっているのですよ」

「分かってるわよ、そんなの」

　アーシェは拗すねたように口を尖とがらせ、窓越ごしに外を眺ながめた。

　他の国と同じく、ロイド王国も幾つもの職業組合ギルドによって支えられている。鍛か冶じギルド、大工ギルド、商人ギルドなどの巨きよ大だい組織から、日曜市場の場所取りの折せつ衝しようをするためだけに行商人が加入している小さなギルドまで、数をあげればきりがない。

　その中で、近年急速に力を伸のばしているのが、魔工学士、ひいては彼らが作るマギカの啓けい蒙もうと管理を担になっている魔工学士ギルドである。

　アーシェはぎゅっと雑誌を抱きしめてから、あっけらかんとした笑え顔がおをエレナに向ける。

「でも好きなものは好きなんだもの。私の趣しゆ味みをカナにとやかく言われる謂いわれなんかないわ。それに──」

　急に、アーシェの瞳がすっと細まる。

「──あの宮きゆう廷てい魔工学士が、なんか気になるのよね……」

「……アーシェ様？」

　首を傾かしげるエレナの声にハッとなり、アーシェはまた明るい口調に戻る。

「なんにせよ、私がやっていることに誰にも口なんか出させないわ！　私は王女なのよ！」

「アーシェ様、カナ様はアーシェ様のお立場をおもんぱかって──」

「あーあー聞こえなーい！　それより早く読みましょうよ！　こっち来てエレナ！」

　そう言ってソファに戻りかけたその時、




　コンコンッ。




　扉とびらをノックする音にアーシェの肩かたがびくんと跳はねる。

『姫様、まもなくお時間になります。ご準備はよろしいでしょうか』

　近衛隊長のカナの声だった。

「今行くわっ！」

　思わず大声で返してしまうアーシェ。既によれよれになりつつある雑誌をエレナの豊かな胸に押し付け、顔を近づけた。

「式が終わるまで持ってて頂ちよう戴だい。先に読んじゃダメよ！　一いつ緒しよに読むんだからね！」

「ははははっ、はい！」

　エレナの返事を最後まで聞くことなく、アーシェは大おお股またで扉に向かった。




　　　　◆




　教会前の広場には、ヴァンが想像していたよりも遥はるかに多くの人たちが集まっていた。スピーカーでの説明にあった通り、式典への参加は強制ではない。それは、広場の中央に置かれたやぐらを取り囲む彼らの表情を見れば分かる。誰も彼もが、王女の登場を心待ちにしているように見えた。

　予定時刻を大おお幅はばに過ぎているのに、まだ戴冠の儀とやらは始まる気配がない。なにかの理由で遅れているのだろうが、そのことに不満を示す人も見あたらなかった。

「エレナは王制は飾かざりみたいなものって言ってたけど、充じゆう分ぶん愛されてるじゃんか」

　そう呟つぶやきつつ、ヴァンは彼らを迂う回かいするように広場の縁ふちに沿って歩いた。

「ま、式典なんかどうでもいい。今の俺に必要なのは神の恵めぐみだ」

　エレナがくれたパンのおかげでなんとか動けるようになったが、やはりまだ全然足りなかった。そこで当初の予定通り教会で恵みを請こい、スープにありつくことにしたのだ。

　教会に行くためにはその前にある広場を抜ぬけるしかない。ヴァンにとって今歩いている場所自体には意味はなく、その先にあるスープだけが真理だった。

　しかし、そういうなにげない時、運命はコインを放ほうり投げるのである。




　おおおおお！




　広場の奥の方、教会のあたりの人ひと混ごみからざわめきが起こる。恐らく、教会を控ひかえの場所として使っていた王女とそのご一行様が、正面扉に姿を現したのだろう。

「げ。ということは、教会は今余よ所そ者ものが立ち入れるような状じよう況きようじゃねえのか？」

　うんざり顔のヴァン。とはいえ、さすがに通用門は使えるだろう。スープさえ貰もらえるなら、建物の外で頂いてもいい。

　気にせず歩き続ける間にも、ざわめきは徐じよ々じよに広がり、中央にある大きなやぐらに届く。ヴァンのいる位置からは見えないが、教会からやぐらまで道が用意されていて、今そこを王女が歩いているのだろう。

　大きなやぐらは、太い材木を何本も渡して組まれていて、片側には梯はし子ごではなく立派な階段まで取り付けてあった。もちろん、王族に梯子を登らせるわけにいかないからだ。

　今、その階段を、一人の少女が登り終え、やぐらの中央に進み、周囲に向けて手を挙げた。民衆は大だい歓かん声せいで応こたえる。

「大人気だな。王女とやらのおでましか？」

　やれやれといった感じでその少女を見たヴァンは、思わずそこで立ち止まってしまった。

「……ほう」

　見とれてしまう自分にも驚おどろいたが、そうするに足る美しさが、そこにはあった。

　美しい濃こい赤のドレスには恐らく幾いくつもの小さなマギカが縫ぬい込んであるのだろう。それらが淡あわい桃もも色いろに発光し、風のない広場の中で、彼女のドレスだけがまるでそよ風に包まれているように優ゆう雅がになびいている。

　光や風を生むマギカは貴族が好んで布地に縫い付けるが、この距きよ離りからも視し認にんできるほど主張するのは、あまり上品な装そう飾しよくとはみなされない。

　にも拘かかわらず、遠目に見てもその光景は幻げん想そう的てきで、まるで桃色の花に包まれながら、王女自身が光と風を振ふりまいているように見えた。仕立て職人の腕うでが相当に良いのだろう。

　そのドレスに身を包んだ本人もまた、嘆たん息そくするに値あたいする美少女だった。ヴァンと同い年くらいだろうが、柔やわらかな笑みを湛たたえて歓声に応える様は、さすがは王族の一員という雰ふん囲い気きを醸かもしている。唇くちびると爪つめが、ドレスと同じように光と風をほんのり纏まとっていて、この距離からも王女の唇の柔らかさが伝わってくるようだった。

　ヴァンは空腹を忘れて──は、いなかったが──、せっかくだから式典を見学していこうかとも考えた。あの美少女をもう少し眺ながめるのも、気力回復に繫つながるような気がしないでもない。

　しかし。

　王女の後からやぐらに登った男を見て、ヴァンの目が驚きよう愕がくに見開かれる。すぐ近くにいた二人の男の声が聞こえた。

「今登ってきたあいつ、誰だ？」

「知らないのか？　先の王おう妃ひ様が亡なくなる直前に、王城に召めし抱かかえられた宮廷魔工学士だよ。名前は、なんだったかな──」

　確かに、幾つものマギカを身につけている様は、典型的な魔工学士の姿だった。

　問題は、その男がヴァンの知っている人間によく似ているということだった。

　ヴァンの疑念は、男たちの続く会話で核かく心しんに変わる。

「凄すごいなあの魔工学士、見たこともない程ほど大きなマギカを首からぶら下げてるぞ」
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「ああホントだ。三つのマギカを組み合わせてるな。あれは短たん剣けんの意い匠しようかな？」

　途と端たん、ヴァンは人混みの中に突とつ進しんした。憤ふん怒ぬの形相で、やぐらの上に立っている眼鏡の男に向かって叫さけぶ。

「ナラクゥゥゥゥッ[image: びっくりさん]」

　広場は大歓声に包まれており、ヴァンの叫びは、誰にも届かなかった。
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　父と二人で文字通り階段を転がり落ちた後、ヴァンはこれからどうすべきかを考えなければならなかった。それも瞬しゆん時じに。

　選せん択たく肢しは二つ。

　逃にげるのか、戦うのか。

　あの程度の炎ほのおは、ナラクにはたいした障害ではない。すぐに追いかけてくる。

「グウッ！」

　思いだしたように肩かたが痛み出し反射的に手で押さえる。ぬるりとした血の感かん触しよくが指を伝う。それなりに深い傷だった。運良く外の馬小屋までたどり着けたとしても、手た綱づなを捌さばききれるかが怪あやしい。それにアルスもいる。

　目の前には自分の部屋の扉があった。

　今すぐ部屋に飛び込んで父親をベッドの下にでも押し込み、応戦のための装備を調ととのえることは、可能か不可能かで言えば、可能だ。それなりの戦せん闘とう用のマギカも常備している。

　では戦うのか？　弟と？

「『負けるかもしれない戦いに挑いどむ英えい雄ゆうより、逃げる臆おく病びよう者ものの方が長生きする』、だよな……」

　幼い頃ころから聞かされ続けた父親の口くち癖ぐせを小声で呟く。

　ナラクの実力はヴァンが世界の誰だれより知っている。さっき足止めできたのは偶ぐう然ぜんに過ぎない。マギカが割れて炎の柱が飛び出してくれたのだって運が良かっただけだ。

「ヴァン……」

　廊ろう下かに座り込んでいた父親が囁ささやき、起き上がろうとして、腹を押さえて呻うめく。

「グウッ！」

「動くな親父おやじ！　傷が広がる！」

「構わん……、それより、母さんだ。母さんの所へ連れて行ってくれ」

「あんたの嫁よめは六年前の大だい虐ぎやく殺さつで死んでるだろ！」

　記き憶おくが混こん濁だくしているのかと焦あせったが、アルスの視線の先を見て、ヴァンは父親の言葉の意図を察した。

　一階の廊下の一番奥は窓が無く、一枚の肖しよう像ぞう画ががかかっていた。美しい女性の絵が。

　それは、母が父と駆かけ落ち同然で結けつ婚こんした際に、実家から持ち出した物だと聞いている。ヴァンが生まれるよりも以前の、若く美しい母の絵姿。生の喜びに満ち溢あふれた表情が、廊下の奥から満まん身しん創そう痍いの二人を見つめていた。

「親父、死ぬ前に嫁の側そばにいたいのかもしれんが、生あい憎にく俺はこんなところでくたばるつもりはねえぞ。袋ふくろ小こう路じに自分から入り込む鼠ねずみがどこにいる？」

「分かって……いる。私も、死ぬつもりは……ない……」

　肖像画を凝ぎよう視しする父親の強い眼まな差ざしにただならぬものを感じ、ヴァンは自分の部屋の扉を一いつ瞬しゆん睨にらんだ後、頭をかきむしった。

「くそっ！　分かったよ！」

　最も早はや歩くのも辛つらそうなアルスを、半ば引きずるようにして廊下を進む。書しよ斎さいの火は今や二階全体に広がっていた。ナラクが降りてくる気配は、まだない。

「こっちの動きを警けい戒かいしているのか？」

　なんにせよ助かった。おかげで父親の最後になるであろう願いを叶かなえてやれるのだから。

　ようやく廊下の突つき当たりにたどり着く。階段越ごしに漏もれる炎の明かりが、壁かべに飾られた美しい女性の微ほほ笑えみを揺ゆらめかせていた。

「ほら親父、嫁だぞ。満足か？」

「おお……！」

　息も絶え絶えだったアルスは、急に体を起こし、絵を見上げた。

「ああ……クレア……」

　亡き妻の名を口にしながら、その絵に手を近づけていく。

「約束を果たせなかった私を……許して……おくれ……」

　懺ざん悔げの言葉を口にしながら、絵の中の妻の頰ほおに添そえるように血に塗まみれた手を置き──

「親父、なにを……!?」

　──そして、呪文を紡ぎ、マギカを起動した。

「《石よ、元の姿に戻もどれ》」

　その途端、油絵の具が塗ぬり重ねられたキャンバスがボコッと盛り上がる。一いつ瞬しゆん、まるで絵の中の母が外に出てきたかのように見えたが、もちろんそんなわけがなかった。

「親父、なんだこれは！」

「この額がく縁ぶちはな、物の厚みをゼロにして隠かくしておけるんだ。良くできているだろう」

　さっきまで生死の境のような顔をしていたアルスが、生き生きと説明を始める。マギカの話になると人が変わるその性格は、致ち命めい傷しようを負っていても同じらしい。

　更さらにキャンバスが膨ふくらみ、ついにベリッと音を立てて布地が破け、なにかがボトッと落ち、アルスが素す早ばやくそれを受け止める。ヴァンはそれを見て目を丸くした。

　それは髪かみ飾かざりだった。

　何本もの細い真しん鍮ちゆうの線が幾つかの束となって放射状に広がり、その先を丸くまとめている。雲のようにも波のようにも、風に揺れる炎のようにも見えた。一つとして同じ曲線はなく、にも拘わらず全体に統一感がある大変に美しい物だった。名のある職人による物だろう。

　もちろん、二階から殺人者がやってくるこの状じよう況きようで、そんな審しん美び眼がんを発揮している場合ではない。ヴァンが驚いたのは、髪飾りの中心に配置された深しん紅くの石だった。階段を伝って漏れる炎の揺らめきが、その石の表面をなぞって光をばらまいた。

「これ、マギカなのか!?　《剣けん帝てい》と同じくらい大きいぞ!?」

　マギカの性能は見た目では判断できない。ただ、より複雑で強力な機能を有するマギカは必然的に巨きよ大だい化する傾けい向こうがある。

　そして、《剣帝》ほどの大きさのマギカを作れる才能を持っているのは、この世界ではヴァンの父、アルス・アーカードだけだった。それ故ゆえに、アルスが作ったマギカは、彼の名を冠かんして「アルスマギカ」と呼ばれているくらいなのだ。

　アルスは震ふるえる手でその髪飾りをヴァンの血まみれの手に押しつける。

　ヴァンの肩から落ちた血の一ひと滴しずくが、ぽたりとマギカの上に垂れると、まるで水面に石が落ちたみたいに、深紅の石の表面がさざ波立ち、赤い光の輪が幾いく重えにも広がった。

　そして、垂れた血が、石の中に吸い込まれて、消えた。

「なんだ、これ……？」

　アルスは苦しげに、しかし、満足げに頷うなずいた。

「……これでいい。ヴァン、私のことはいいから、これを持って逃げろ」

「はあっ!?　てか、一体これなんなんだよ！　見たことねえぞ！」

　アルスマギカはあまりに強力な力を持っていたため、六個作られた時点で皇こう帝てい勅ちよく命めいによって製作が禁止され、アルスはそれに従っていた筈はずだ。

　では、目の前にあるこれは──？

「第七のアルスマギカ、《創そう成せい》だ」

「これが!?」

「そうだ。ナラクにこれを渡わたしては駄だ目めだ。それは世界の終局だ。だからこの《創成》を持って逃げろ」

「ちゃんと説明しろ！　終局ってなんだ！」

「ナラクは私が作った七つのマギカを全すべて手に入れるつもりだ。それをさせてはならん。《剣帝》は奪とられてしまったが、この《創成》だけはなにがあっても守るんだ。それがお前の、アーカード家跡あと取とりとしての役割だ」

「意味がさっぱり分かんねえよ！　一体全体、ナラクはなにをやろうとしてるんだ!?」

　アルスは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよし、しかし、覚かく悟ごを決めて口を開いた。

「それは──」

「《剣帝よ、我が父を貫つらぬけ》」




　ゴスッ。




　鈍にぶい音がした後、アルスは口からごぼりと血を吐はき、その場に倒たおれた。胸を、漆しつ黒こくに塗られた長ちよう剣けんが貫いていた。

「親父っ！」

　しゃがみ込んで抱かかえ上げるが、その瞳ひとみにもう光が宿っていないことは、あきらかだった。

「余計なことを言わないでよ。本当に兄さんまで殺さなきゃいけなくなるじゃないか」

　感情が抑おさえられた言葉と共に、ナラクが廊下を近づいてくる。

「そんな所に隠していたんだね、父さん。母さんに守らせるなんて、ズルいよ」

　ヴァンは、握にぎった手を震わせながら、ナラクを睨にらみ返す。

「なんでだっ！　なんでこんなことをするんだっ!?」

「他ほかに方法がないんだ。父さんだって分かってくれるさ」

「……俺に説明するつもりは、ないんだな？」

「ない。言ったろ。聞いたら、兄さんまで殺さなきゃならなくなる」

　数歩前でナラクは立ち止まり、両手を広げた。

「さあ兄さん。それを、第七のアルスマギカ《創成》を、僕に渡してくれ。そうすれば兄さんの命は保障する」

　ヴァンは暫しばらくナラクを睨んだ後、抱えていたアルスを床ゆかに下ろし立ち上がった。そして、深紅のマギカが嵌はまった髪飾りを持ち上げ、言った。

「なにがなんだかさっぱり分からないが、この《創成》とやらが、今のお前には必要なんだな？」

「どうしても、必要なんだ」

「これを渡せば、お前は黙だまって立ち去ってくれるんだな？」

「約束する。兄さんをこれ以上傷付けるつもりはない。今後、この家には、いや、この地方には二度と来ないよ」

　それを聞いて、ヴァンは大きく息を吐いたあと、呟つぶやく。

「……お前は俺に噓うそをついたことなんかなかった。分かった。これはくれてやる」

　そして、ヴァンは髪飾りをナラクの方へ放ほうり投げた。

「持ってけ」

　廊下は上半分が燃えさかっていて、その中を髪飾りが弧こを描えがいて飛び、炎ほのおをキラキラと反射させた。

　そのあまりの美しさに、ナラクは一瞬意識を廊下の奥のヴァンから逸そらしてしまった。

　次の瞬しゆん間かん、ナラクは二つのミスを犯おかしたことに気付いた。今日はミスの多い日だった。

　一つ目のミスは、放り投げられた《創成》に注意を逸らしてしまったこと。

　二つ目のミスは、自分と違って兄はいくらでも噓をつく人間だったことだ。

　髪飾りを放り投げた直後、ヴァンは両手を掲かかげ、そして、呪文を紡つむいだ。

「《創成よ──》」

　ヴァンがなにをしようとしているのか、ナラクは瞬しゆん時じに把は握あくした。この馬ば鹿か兄貴は、自分の魔ま力りよくを《創成》に流し込んで暴発させる気だ！

「やめろおっ！」

「《──お前を解放する！》」

　直後、ヴァンの体の中から無数の赤い光の帯が噴ふん出しゆつし、空中を漂ただよう髪飾りに吸い込まれていく。ここまで大量の魔力放出を、ナラクは見たことがなかった。

「やめてくれ兄さん！　《創成》が壊こわれてしまう！」

「壊してるんだよ！　なんもかんもがお前の望み通りに流れると思ってんじゃねえぞ！」

　ヴァンが全身に力を込めると、放出される魔力の量が倍加され、それが全て《創成》に注ぎ込まれていく。

　真っ赤なマギカは魔力を吸収するごとに煌きらめきを増し、まるで徐じよ々じよに膨らんでいるかのように見えた。

「やめろおっ！」

　ナラクは《剣帝》を掲げ、ヴァンに狙ねらいを付ける。《創成》の暴発を止めるには、魔力を流し込んでいる本人を殺すしかなかった。

「《剣帝よ──》」

　ヴァンは、自身の体内に流れる魔力の全てを放出し、深紅のマギカにぶつけた。

「うおおおおおおっ！」

「《──、我が兄を貫け！》」

　ナラクが掲げる鉛なまり色いろのマギカから漆黒の剣けんが飛び出し、真っ直すぐにヴァンの左胸に向かう。ヴァンは目を背そむけず、迫せまり来る剣の切っ先を凝視していた。これが、俺の死か。

　その時、




　宙に浮うかぶ《創成》から、光がほとばしった。




「なっ!?」

　ヴァンは、目の前で放たれた余りに強きよう烈れつな光に一瞬目を閉じてしまう。

　そして、再び目を開けた時、そこには信じられない光景が広がっていた。

「な、えっ!?」




　目の前に、一人の少女が立っていた。




　ヴァンに背を向けているので、少女が誰だれなのかは分からない。けれど、少女であるのは間ま違ちがいない。何な故ぜなら、少女は一糸まとわぬ姿で、裸体の線が露わになっていたからだ。

　ナラクが投げ、ヴァンの体を貫こうとしていた漆黒の長剣は、空中で止まっていた。

　その少女が、片手で剣を摑み、止めていた。

　やがて、長剣はがらん、と、床に落ちた。

「なっ!?　まさか、お前は!?」

　《剣帝》の力で剣を飛ばしてきたナラクが、驚きよう愕がくに目を見開く。

　少女が、ゆっくりとヴァンの方に振ふり返る。

　膝ひざ下したまである長い長い灰色の髪かみがふわりと広がり、彼女の美しい肢し体たいに絡からみつく。耳の上あたりに、あの髪飾りが留められていた。髪飾りの中央に嵌はめられた深紅の魔宝石マギカが、炎を反射して煌めく。

　少女の大きな瞳は、深い海のような青さを映し出していた。尖とがった鼻とつるりとした唇くちびるが相まって、陶とう器きの人形のような、完成した美しさを感じさせる顔立ちをしていた。

　全身がこちらに向く。背はヴァンよりも頭一つ低く、華きや奢しやな体付きをしていた。今にも倒とう壊かいしつつある、燃えさかる家屋の中において、そのあまりにも現実離ばなれした光景に、ヴァンは、顔がいいのに胸が小さい、と、現実逃とう避ひにも近い思考をしかけていた。

　少女の感情を抑えた双そう眸ぼうがヴァンを貫き、そして、小さな唇が開いた。透すき通った、印象的な声が、廊ろう下かに響ひびく。

「たった今この時より、私は貴方あなたの所有物となります。ヴァン・アーカード様」

「お前……は？」

「私は、ノイエ」

　そう名乗り、少女はかすかに、ほんとうにかすかに、微ほほ笑えんだ。

「私は貴方と、貴方の願いを、守ります。そのために、この身を捧ささげる」

　なにがなんだか分からない。が、ヴァンが思考するより前に、怒いかりに満ちた叫さけびが轟とどろいた。

「ふざけるな！　お前は僕の物だ！」

　ナラクが怒りの形相で廊下を歩いてくる。こちらに向けた手には短たん剣けんの形に装そう飾しよくされたマギカが握られ、その石が怪あやしい色を放ち始めた。

　ヴァンはノイエと名乗った少女の右手を摑つかむ。柔やわらかく、そして、温かかった。

「逃にげるぞ！」

「正式な命令とは異なりますが、緊きん急きゆう事態として受理しました。命令を実行します」

「え？」

　ノイエが目を閉じると、髪かみ飾かざりの深紅のマギカが赤く光る。

　直後、ノイエから光がほとばしる。あまりの眩まぶしさにナラクは立ち止まり、目に飛び込んでくる光を腕うでで遮さえぎった。

「なっ!?　転位だと!?　《創成》にはそんな力まであるというのか!?」

　光はノイエとヴァンを包み込み、彼の視界を白に覆おおっていく。同時に、ヴァンは自分の意識が急速に遠のいていくのを感じていた。とても遠くで、ナラクが叫んでいるように聞こえた。

「これで終わりだと思うなよ！　あんたの好きにはさせないからな！　兄さん！」

　意識を失っていく中、握ったノイエの右手の感かん触しよくだけが、最後まで感じられた。

　とても、温かかった。
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　広場に集まった民衆に手を振ふった後、アーシェはやぐらの中央に用意された席に座る。笑え顔がおはキープしたままではあったが、既すでに疲つかれ切っていた。

　早く王城の自分の部屋に戻もどりたい。

　けれどそれが叶かなうのは夕方過ぎだろう。式典は今まさに始まったばかりである。

　更さらに言えば、この式典の主役は自分であり、この広場に集つどった国民は自分を見に来ているのである。ここで恥はずかしい振る舞まいをしたり、あるいはちょっとでもつまらなそうな顔をしただけでも、議会や貴族のお偉えら方がたにまた「王族としての資質が欠けている」と言われてしまう。それは事実だと思うが、他人に言われるのは我が慢まんがならない。

　この国の実質的な統治機構である議会の代表として議長が立ち上がり、王を讃たたえる美び辞じ麗れい句くを並べ立てただけの内容が欠片かけらもないスピーチが始まる。これがまた長いのだ。

　とはいえ、今日のアーシェはそれを退たい屈くつには思わなかった。

「月刊魔ま工こう学がく」の最新号！

　これが届くのを一日千秋の想おもいで待っていたのだ！

　部屋に戻ればあれが読める。そのご褒ほう美びがあればこの苦行にも耐たえられるというものだ。

「逆に、興奮しすぎてじっとしていられないくらいよ……」

　小声で呟つぶやく。なんという計算外。楽しみな物を我慢して、椅い子すに座っているのがこんなに辛つらいことだなんて！

　気を紛まぎらわせるために、アーシェは控ひかえている侍じ女じよに鞄かばんを持ってこさせる。

　そして、観劇用の小さな双オペ眼ラグ鏡ラスを取り出し、横に取り付けられた棒を握にぎってレンズを覗のぞき込んだ。

　集まっている民衆の顔が大写しになるのを確かく認にんしながら、アーシェは小さく呟いた。

「《石よ、観測を始めよ》」

　握っている棒伝いに、アーシェの体内に蓄ちく積せきされている魔力が双眼鏡に流れ込み、中に組み込まれているマギカを起動させる。

　すると、アーシェが見ている景色の中に、次々と無数の数字が現れだした。それぞれの数字は広場に集まっている人々の頭の上あたりに表示されている。

「よしよし、ちゃんと動いてるわね」

　この双眼鏡は、レンズに映る人間の持つ大体の魔力量を推定して表示する機能がついている。王城で試ためしに使ってはみたが、これだけ多くの人を同時に見るのは初めてだった。

「一〇、三〇、こっちは五……みんなたいしたことないわね」

　そう言いつつ、双眼鏡の性能を確認できて、アーシェはますます楽しくなっていた。

　と、その時。

「随ずい分ぶん、ご機き嫌げんのようですね、姫ひめ様」

「えっ!?」

　急に声をかけられて、アーシェは一いつ瞬しゆん驚おどろいて小さく声を上げてしまう。

　が、瞬しゆん時じに「王族としての自分」を取り戻す。双眼鏡を優ゆう雅がに膝ひざに置き、笑顔をキープしたまま、少しだけ横に顔を向ける。

　そこには、若き宮きゆう廷てい魔工学士が立っていた。

「……機嫌が良いように見えるかしら。ウィンザー先生」

「ウィンザーで結構ですよ」

　眼鏡を押さえながら、ウィンザーはにっこり微笑んだ。

　アーシェと同い年なのに、魔工学士としての実力は魔工学士ギルドのお墨すみ付つきで、恐おそらくロイド国内で彼が最も優ゆう秀しゆうだと考えられている。

　帝てい国こくからの亡命者で、身元保証人もいなかった彼は、その知識と実力だけで魔工学士ギルドの信しん頼らいを勝ち取り、先せん般ぱん亡なくなった先代の宮廷魔工学士の職務を引き継ついで王宮付きとなった。まるで物語の中に出てくる成り上がり者のような成功譚たんである。

「その上、イケメンなのに童顔で、母性本能をくすぐる雰ふん囲い気きがあるから余計に侮あなどれないのよね……」

「？　姫様、なにか仰おつしやいましたか？」

「いいえ、なにも」

　思わず考えていたことが口から漏もれてしまっていたが、完かん璧ぺきな笑顔でスルーする。王女にこう言われたら、宮廷魔工学士といえども聞き直すことは許されない。

「そうですか、失礼しました」

　ウィンザーはそう言ってから、誰に対しても同じように見せるいつもの作り笑顔を浮かべた。

「……あら？　あなたも、今日はご機嫌がよろしいのではなくて？」

　王女という立場から感情を表情に出さない──正確には、実際の感情とは無関係に表情を作り出すことができる──ことに長たけているアーシェには、ウィンザーの作り笑顔がいつもとは若じやつ干かん違ちがうことに気付いた。

　ウィンザーは少しだけ目を大きくしてから、少し照れたような、あるいはイタズラがバレた子供のような、本心からの笑顔を浮かべた。

「おや、分かってしまいますか。僕もまだまだ修しゆ行ぎようが足りませんね。失礼しました」

「なにか、ありますの？」

「もちろん、この戴冠の儀に参列できることが嬉うれしいのです。姫様のお近くで、姫様を祝福できることが、嬉しいのです。今日が来るのを、楽しみにしていました」

　それは宮廷では日常的に聞かれる儀ぎ礼れい的てきな祝辞の言葉だったが、ウィンザーがこういうことを言うのは初めて聞いた。もしかして本心から喜んでいるのだろうか。

　……まさかね。

「まあ、嬉しいわ。ありがとう」

　とりあえずそう言っておくと、ウィンザーは更に楽しそうな顔になった。

「記念すべき日になりますよ。あなたにとっても、僕にとってもね」

　この可か愛わいい顔にそんなことを言われると素す直なおに照れてしまう。

　アーシェは答えずにただ微笑みを返し、また双眼鏡を目に当てた。ウィンザーはそれ以上話しかけてはこなかった。

　広場を眺ながめながら考える。ウィンザーの今の言葉はどういう意味なのだろう？

（急に私のお婿むこさんになって王族に加わる野心にでも目覚めたのかな？　でも、そんな雰囲気は感じない。かといって、本当に私に好意を持っているならもうちょっと心を込めた言い方がありそうなものじゃない？）

　とりとめもなく考えながら、レンズの向こうに見える人々とその頭に浮うかぶ数字をぼんやり眺めていたら、それは突とつ然ぜん目に飛び込んできた。

　アーシェは瞬時に口を押さえ、それでも、小さく声が漏れてしまう。

「さ、三万っ!?」

　思わず腰こしを浮かせ、すぐにまた座って周囲を見る。アーシェの方に注目している人間はいなかった。ひとまず、ほっとする。

　とはいえ、多分、後ろに立っているウィンザーは気付いているだろうけど、なにも言ってこないし、なぜかちょっと彼の顔を見るのが気き恥はずかしいので確認しないことにする。

　息を整えて、もう一度双眼鏡を覗く。

　広場の遠くの方で、赤毛の少年が暴れていた。

　どうやら人ひと混ごみをかき分けてこちらに向かっているようだ。

　その少年の魔ま力りよく量を示している数値が、あきらかにおかしい。一いつ般ぱん人なら高くても百、魔工学士や、魔力の使用を職業にしている人間でも、二千もあれば一目置かれる存在だ。

　それなのに、その少年の頭の上には、軽く三万を超こえる数字が浮かんでいた。

「な、なんなの!?」

　直後、さらにおかしなことが起きる。

「……あれ？」

　その数値が、突然ぐんぐんと下がり始めたのだ。

「ええ？　なにこれ？」

　と、少年の姿が視界から消える。既に一万台を割った数字だけは未いまだに表示されているので、多分転んだかなにかして人混みの中に没ぼつしたのだろう。

　数値は五千まで下がってからまた上じよう昇しように転じた。そして二万にさしかかった頃ころに立ち上がった少年の顔が見えた。また、人混みをかき分けてこちらに近づこうとしている。

「魔力量が、上下しているのかしら？　そんなこと、あり得るの……？」

　その時、ようやく議長が長い長い祝辞を読み終え、王家に敬意を示すために両手を掲かかげた。




　ワアアアアアアッ！




　割れんばかりの歓かん声せいが広場を轟とどろかす。アーシェは思わず双眼鏡を膝に置いて、こっそり耳を押さえた。やっぱり耳みみ栓せんを持ってくるべきだったと反省しながら、考える。

「うーんー？　双眼鏡の故障かな」

　状じよう況きようを説明する一番シンプルな回答はそれだった。

「マギカを起動した直後なら、一時的に流し込んだ分の魔力は減るけど、あんな量の魔力を一度に消費するマギカなんて、軍用だってなかなかないだろうし……。そもそも、三万なんて魔力を持った人間、いるわけないものね」

　調整盤ダイヤルを色々いじっても変化がないのを確かく認にんしてから、アーシェは故障であると結論をつけた。

「王城に戻ったら回路を確認しなきゃ」

　まだ改良の余地があるというのは、悔くやしくもあり、楽しみでもあった。アーシェはもう一度双眼鏡を持ち上げて、まだ歓声に沸わいている広場の中、さっきの少年を捜さがす。

「……あれ？　なんか、喧けん嘩か、してる？」

　レンズの向こうで、少年と憲兵が怒ど声せいを上げながら殴なぐり合っていた。周囲が熱ねつ狂きようしている中、少年は相変わらず魔力量を波の満ち引きのように上下させながら、徐じよ々じよに人数を増やす憲兵相手に必死に拳こぶしを繰くり出している。

「一体、なにをしているのかしら？」

「先ほどから熱心に覗いているようですが、なにか面おも白しろい物が見えますか？」

　ウィンザーが顔を寄せて聞いてきた。アーシェは双眼鏡を膝に戻しながら微ほほ笑えみ返す。

「ええ。コマドリが飛んでいましたの」

　広場の人たちは皆みな両手を上空に振ふり回して王女への賛辞を叫さけんでいた。それがまるで森に並ぶ大樹のように、あの少年と憲兵たちを飲み込み、隠かくしてしまっていた。




　　　　◆




　近衛隊隊長であるカナ・ダインは、報告を聞いても意味が良く分からなかった。

「丸まる腰ごしの賊ぞくを捕つかまえた？　しかも魔工学士狙ねらい？　王女ではなく？　なんだそれは？」

　聞き返されても、報告に来た兵士は答えられずにいる。自身が理解できていないような報告を持ってくるなと叱しかりつけたい気持ちを堪こらえて、カナは答えた。

「分かった。ひとまずそいつを連れて来い」

「はっ！」

　部下は走って詰つめ所を出て行った。カナはイライラしながら呟く。

「憲兵に武器を携けい帯たいさせないから、こういうことが起きるのだ……！」

　近衛隊の詰め所は広場の一角を布の幕で区切って作ってある。布と布の僅わずかな隙すき間まを通してしか、広場の中も、やぐらに立つ王女も見ることはできなかった。

　本来は自分たちもやぐらの上に立ち、王女のすぐ側そばで護衛をすべきなのだが、伝統的に刃は物ものを持つ人間は儀ぎ式しきの間王の視界に入れない決まりになっている。

　それで、憲兵は丸腰で警備にあたるしかなく、剣けんを置くことが許されない近衛隊は、今のカナのように、こそこそ隠れるような真ま似ねをしなければならなかった。

「……なにが伝統だ。そんな物のせいで姫様が危険にさらされたらどうするというのだ」

　イライラしながら待っていると、やがて、手首と足首を縄なわで縛しばられた少年が、四人がかりで引きずられるように入ってきた。少年は体をくねらせながら怒ど鳴なっている。

「くそっ！　なんだよこれ！　ほどけよ！」

　叫んでいるのは自分より少し歳とし下したくらいの少年だった。それは別におかしなことではない。自分の行こう為いの意味すら知らされずにテロ行為に荷か担たんさせられる若者は少なくない。

「……なんだ、これは？」

　カナが疑問を口にしたのは、少年を拘こう束そくし、ここまで連れてきた四人の兵士の顔が皆みな泥どろまみれで、かつ痣あざだらけだったことだ。

　その中の一人が、パンパンに腫はれた唇くちびるを動かして釈しやく明めいする。

「この少年、武道の心得があるのか、捕ほ獲かくにかなり手間取りまして……」

「お前たちが四人がかりでないと捕まえられなかったというのか」

　部下の顔から視線を逸そらして呟つぶやく。そうしないと、彼に返答義務が生じ、答えによっては彼らに罰ばつを与あたえなければならなくなる。なので敢あえて独り言を言って、その反応を表情から読むのだ。

「なああんた責任者なのか!?　こいつらなんとかしてくれよ！」

　兵士たち以上に泥どろに塗まみれていて、髪かみや肌はだの色さえよく分からなくなっている少年が、身をよじらせて叫ぶ。カナは答える。

「確かに、私はこの式典の警護主任を仰おおせつかっている王国近衛隊隊長のカナ・ダインだ。お前、名前は？　私が名乗ったのだから、お前も名乗るが礼れい儀ぎだ」

「……ヴァン」

「ではヴァン。まずはお前に贈おくりたい物がある」

「贈りたい物？」

　次の瞬しゆん間かん。




　ドガッ！




　カナの長い足が瞬まばたきの間に大きく旋せん回かいし、ヴァンの顔面を真横から蹴けり飛ばしていた。

　ヴァンは馬一頭分くらいの距きよ離りを吹ふき飛び、手首を縛られ受け身が取れないために頭から地面に激げき突とつした。四人の兵士が啞あ然ぜんとした顔でそれを見つめる。

　振り切った足を静かに下ろしながら、カナは言った。

「部下を傷物にしてくれた礼だ。確かに渡わたしたからな」

　足首を縛られているために起き上がることもできないヴァンの方にカナが歩み寄り、真上から彼を見下ろした。

「一応言っておくが、これは王国が法律で定めている拷ごう問もんではない。純じゆん粋すいな私し怨えんだ。お前はいつでも復ふく讐しゆうに来て構わない。お相手つかまつる」

「……ご丁てい寧ねいにどうも」

　返ってきた呟きに、カナはおや、という顔になる。

「私の蹴りを受けても気絶しないとは、なかなか鍛きたえているな。お前に対する評価を修正しよう」

　ヴァンはごろんと仰あお向むけになり、カナを見上げた。

「あんたこそ、そんな格好になるのも気にしないで全力の蹴りができるのはすげえよ」

「そんな格好……？」

　言われた意味が分からず、自分の体を見る。すると、機動性を最重視して元々丈たけを短くしている上にスリットまで入っているスカートが大きくめくり上がり、ほど良く鍛えられ、うっすら日焼けしている健康的なふとももが丸見えになっていた。

「なっ!?」

　慌あわててめくれたスカートをガバッと両手で下ろす。しかし遅おそすぎた。さっきの回し蹴りでは、ふとももだけでなく、高級シルクを自分で苺いちご染めした可か愛わいい桃もも色いろの──こっそり猫ねこの刺し繡しゆうまで縫ぬってある──下着まで、真正面にいたヴァンには丸見えだったことだろう。

　なおもスカートを限界まで引っ張りながら、カナは顔を真っ赤にして怒おこる。

「ははははは破は廉れん恥ちなことを言うなっ！　この場にはお前のような賤いやしい賊以外は、王国に忠誠を誓ちかった騎き士ししかいない！　私をそんな邪よこしまな目で見るような者など──」

　そう言って横を見ると、ヴァンを引っ張ってきた四人の勇ゆう敢かんな兵士たちは、上司の美しい御み足あしをかぶりつきで凝ぎよう視ししていた両の目を一いつ斉せいに余よ所そに向け、申し合わせたように口笛を吹き始めた。世界的歌うた姫ひめリン・ハーヴェイの新曲「竪たて琴ごとの恋こい文ぶみ」である。

「お、お前ら……！」

　急に恥はずかしくなってきたカナは目をぎゅっとつぶって叫んだ。

「この者の尋問は私一人で行うっ！　全員持ち場に戻もどれ！」

「「「「はっ！」」」」

　怒られずに済んだ喜びを隠そうともせずに、兵士たちは風のように走り去った。冷静になれと自分に言い聞かせながら、カナは聞いた。

「それで、お前の目的はなんだ？　何な故ぜウィンザーを狙う？」

　軽く聞いた報告によれば、やぐらに駆かけ寄ろうとしたヴァンを不ふ審しんに思った兵士が彼を呼び止めたところ、「あそこの魔ま工こう学がく士しをぶっ殺す！」と叫んだので、頭のおかしい奴やつが紛まぎれ込んだと思い追い出そうとしたら暴れられ、結果として四人がかりで拘束したという。

　寝ねっ転がったヴァンは顔を横に向けたまま答えた。

「ウィンザーって誰だれだ？」

「はあ？　やぐらの上にいる宮きゆう廷てい魔工学士だ。お前が『ぶっ殺す』と息巻いていたんだろう？」

「あいつはそんな名前じゃない。あいつはナラク。俺の弟だ。そして」

「そして？」

　ヴァンは悔しそうに、音が聞こえそうなくらい歯を食いしばり、言った。

「……親父おやじの、仇かたきだ」

　深い憎にくしみの色が瞳ひとみに宿るのを見て、カナは思わず足を半歩引いた。とても噓うそを言っているようには見えなかった。

　あの宮廷魔工学士については、カナ自身もうさんくさく思っていた。

　誰にでも優やさしく、いつも笑え顔がおを絶やさない人間で、悪人には見えないが、見えなさすぎるのも反かえって不信を感じさせる。常に演技をしているように見えるのだ。

　とはいえ、突とつ然ぜん現れた余所者の言葉をそうかと鵜う吞のみにするほど、カナは純真ではなかった。まだ二は十た歳ちになってない淑しゆく女じよとはいえ、仮にも実力でその任を勝ち得た近衛隊隊長である。カナは、ひとまず少年が発する負の感情を無視して言った。

「お前とウィンザーの間になにがあったのかは知らないが──」

「ウィンザーじゃねえ、ナラクだ」

「──あの宮廷魔工学士との間になにがあったのかは知らないが、今のお前は式典の妨ぼう害がいを試みた犯罪者だ。式典が終わるまでここにいろ」

　ヴァンは答えず、じっと布で区切られた広場の方を見つめていた。カナは嘆たん息そくする。

「実害もなかったし、式典への影えい響きようもなかった。たいした罪にはならないだろう」

　と、その時、




　ワアアアアアアッ！




　広場が強い歓かん声せいに包まれる。カナは布に近づき、監かん視し用に僅かに開けてある隙間からやぐらを見上げた。

　丁度、護アミユ符レツトを下げたネックレスを、議長がアーシェの首にかけた場面だった。

　王女の胸むな元もとで、王国の紋もん章しようが彫ほられた、装そう飾しよく品ひんにしては大きすぎる護符が、ドレスに織り込まれたマギカが放つ光と風を受けて、淡あわく輝かがやきながら揺ゆらめいているように見えた。その美しさに、民衆が歓声を上げ、手を叩たたき、王女の名を叫さけぶ。

　カナはその光景を複雑な心境で見つめていた。間ま違ちがいなく、アーシェこそが、この国の王なのだ。

　アーシェとの風ふ呂ろ場ばでの会話を思いだし、ヴァンがいるのも忘れて愚ぐ痴ちを吐はきそうになったその時、彼女の背中に声がかけられた。

「おい、見えねえだろうが」

「え？」

　振ふり向くと、ヴァンが倒たおれたままこちらを見つめていた。

「お前がそこに立っていると、見えないんだよ。様子が」

「様子って……。まさか、お前そこに倒れたまま、やぐらの様子を覗のぞいていたのか!?」

　そう言えば、カナの蹴りを受けてあの場所に倒れてから、ヴァンはずっと首を横にして一点を見つめていた。

　カナが驚おどろいていると、ヴァンは呆あきれたように答えた。

「なんのために俺がここに寝そべってると思ってるんだお前は？」

「はあ？　お前がそこに倒れているのは私が蹴り飛ばしたからで──」

　カナはハッと気がつく。

「お前、もしかしてその位置に倒れこむために、私の攻こう撃げきを避よけなかったのか!?」

「足まで縛られてたら他ほかに方法がないだろうが。体半分でいいから避けてくれ」

　あまりに驚いたカナは、別に従う必要などないのに、ヴァンの言う通りに半歩避けてしまう。

　こいつ、一体、何者……？

　ヴァンはやぐらの上で手を振るアーシェを見つめながら言った。

「なあ。なんで『戴たい冠かんの儀ぎ』なのに、姫ひめ様は冠かんむりを被かぶってないんだ？」

　まだ頭の中を混乱させつつも、カナはヴァンの質問に答える。

「この国の王おう冠かんは特別製で、王族以外の誰にも触ふれられない場所に保管されている」

「特別製？　氷でできてて外に出すと溶とけるのか？　それともマギカでできてるとか」

「そんなヨタ話ではない。その王冠は初代の王が竜から譲ゆずりうけた物で、世界を統すべる力を持つと言われている。簡単に人前に出して良い物ではないのだ」

「そういう伝説がある、ってだけだろ？　そっちの方がよっぽどヨタ話だぜ」

　全くその通りなのだが、カナは音も立てずに鞘さやから剣を引き抜ぬき、ヴァンの顔の上にまっすぐ下ろし、剣の先せん端たんをピッタリ鼻先に付けて、冷たく言った。

「もう一度王国とその伝統を愚ぐ弄ろうする言葉を口にしたら、この場で斬きる」

　ヴァンは剣の切っ先を見つめながら、口を引きつらせて答えた。

「……承うけたまわりました」

　カナは剣をしまいながら続けた。

「強すぎる力を持つ王冠は、代々王を継つぐ者だけがその在り処かを継けい承しようする。王以外の誰も、王冠の在り処を知らない」

「へえ……。じゃあ、あの首くび飾かざりは王冠の代わり？」

「代わりとも言えるな。あの護アミユ符レツトは、鍵かぎだと言われている」

「鍵？」

「ああ。どんな目的で使われる鍵かは知らないが、王冠をその手にできるのは、その場所を知り、あの護符を持つ者だけなんだ」

「なるほどねえ。戴冠の儀は王冠への道筋を継承する儀ぎ式しきなわけか。雅みやびなもんだな。民たみも喜んでるみたいだし、この国の王族は民に愛されてるんだな」

　それは、ヴァンにとっては素す直なおな感想に過ぎなかったのかもしれないし、実際そうだったのだろう。しかし、今のカナにとって、その言葉は辛しん辣らつな皮肉に聞こえてしまった。

「……なにが雅だ」

「え？」

「伝統が既すでに自分たちを縛しばる軛くびきにしかなっていないことに気付いていないだけだ。民も、王族も……」

　それは本来、カナの立場では口にしてはいけない類たぐいの言葉だった。しかし、ヴァンの前では、何故か本音が出てしまう。それが何故なのか、カナには分からなかった。

　カナはこの国に忠誠を捧ささげている。その気持ちに偽いつわりはない。しかし、だからこそ、国民が納める税金が無む駄だに使われることが我が慢まんできない。

　すると、カナのいらだちを余よ所そに、ヴァンが吞のん気きなことを言った。

「なあ、軛ってなんのことだよ。あ、そういえばさ、アーシェって王なんだろ？　なんで既に王になってる人間が、戴冠を受けるんだ？」

「……まさにそれだ。この国ではな、年に四回『戴冠の儀』があるんだ」

「はあ？　なんだそれ」

　カナはため息をつきながら説明した。

「ロイド王国は気候が不安定な地方に領土を持っている。それもあって食べ物の収しゆう穫かく量が年によって大きく増減する。今は数年に一度の飢き饉きんで済んでいるが──」

　実際には「済んでいる」で済ませられる問題ではないのだが、こればっかりは自し然ぜんの摂せつ理りなので解決のしようがなかった。カナは続ける。

「──その昔は本当に貧しく、国は病気に溢あふれ、季節の変わり目ごとに王が病死して別の方が王位に就つくような頃ころがあったそうだ。その時の伝統が、何故か知らないが、今も生きていて、王が代だい替がわりしなくても、戴冠の儀は年に四回行われる。伝統だからな」

「ふうん……」

　意外にも、ヴァンは感かん慨がい深げにその話を聞いていた。てっきり呆れられると思っていたカナは、その反応が意外だった。

　けれど、次にヴァンが言った言葉は、看過できなかった。

「いいことじゃねえか。あんな綺き麗れいなお姫様を城に閉じ込めておくより、こうやって民を喜ばせられるんだから」

「くだらない！　こんなのは無駄の極きわみだ！」

　カナが思わず叫ぶと、今度はヴァンが意外そうな顔をする。

「無駄の極み？　なにがだ？」

　地面に転がったまま聞いてくるヴァンの方は見ず、カナは布の隙すき間まを指差した。

「たとえばあのやぐらだ」

「やぐら？　立派なもんじゃんか」

「あれは、王族の式典行事の度たびに材木ギルドから木を買い、大工ギルドに組み立てさせ、終わったら解体してしまう。無駄の極みだろう」

「いやだからさ、なにが無駄なんだよ？」

　ああ、やはり賊ぞくはこの程度か。

　カナは真ま面じ目めに話をしてしまった自分自身に落らく胆たんしながら、それでも最後まで説明した。

「なぜ建てたままにしておかないんだ？　そうすれば次も使えるだろう？　年に四回同じことを繰くり返すんだぞ？　毎回作るなんて金の無駄だ。しかし、伝統だからという理由で続けられている」

　長年思っていながら、敢あえて口にはしていなかったことだった。しかし、一度始めると思いは溢れるように出てきた。

「王城が払はらう金は、国民から集めた税金なんだ。それを伝統を維い持じするために無駄に消費するなんて、私には理解できない。姫様はギルドに言われるままに契けい約やく書にサインをしているだけで、なにもお分かりになっていない──」

　カナは、両手を強く握にぎって、体を震ふるわせた。

「──けれど、それを止めることができない自分が、一番、腹立たしい」

　一気に喋しやべってから、ハッと我に返る。

「な、なんでお前なんかにこんな話をしているのだ私は！」

　なぜか、この少年の瞳に見つめられると、自身の思いに正直になろうとする意識が働く気がする。なぜだかは分からないけれど。

　ヴァンは少しだけ黙だまってから、ジト目になって答えた。

「なんにも分かってねえのは、お前だ」

「な、なんだと!?　無礼な！」

　剣けんの柄つかに手をかけるカナに構いもせず、ヴァンは顎あごでやぐらを示した。

「あんなでかいやぐら、広場に置きっぱなしにしたら邪じや魔ま臭くさくて市場が開けないだろうが。それに、よからぬ輩やからに式典の直前に床ゆかに細工でもされたらどうするよ？　突とつ然ぜん穴が空いて姫様が地面に落ちたら大陸中の笑いもんだぜ」

　そう言ってヴァンは笑うが、目は真しん剣けんだった。カナは気付く。

　落とし穴があるくらいまだいい。そんな冗じよう談だんではすまない細工をされる可能性もあるのだ。たとえば、王の生死に関かかわるような──

　──いや待て。なにを良いように言いくるめられているのだ私は！　この少年はただの賊だぞ!?

「だ、だったら、式典が終わったら解体して城に保管すれば良いではないか！　あの大木を式典の度に材木ギルドから買い取っているのだ。それだけで幾いくらになると思っている！」

　ヴァンはポカンとした後、大きくため息をついた。

「お前、そんな貴族的な考え方で、よくこれまで近衛隊長なんてやってこられたな」

「なんだとっ!?」

　思わず激げつ昂こうするカナに構わず、ヴァンは床に転がったまま説明した。

「物を保管するってのはタダじゃできねえんだよ。仮に王城にあれだけの材木を保管できる倉庫があったとして、見張りを雇やとわなきゃいけないだろ。まずそいつの給料がかかる」

　ハッとした顔になるカナ。

「それに、木ってのは湿しつ気けがある所に置いておくと歪ゆがむんだ。倉庫の中の湿しつ度どを一定に保つための魔宝石マギカ具マグか、あるいは窓を開閉する係の人間がいる。どちらにしても金はかかる。それにな」

「……それに、なんだ」

「戴冠の儀は年に四回あるんだろ？　その度に木を買うってことは、定期的に約束された金額が材木ギルドに入るってことだ。それは、ギルドの奴やつらにとっては大事な仕事の筈はずだ。集めた税金を使って庶しよ民みんに仕事を与あたえる。健全な経済活動だ」

　カナは二つの意味で衝しよう撃げきを受けた。

　一つは、これまでの自分の視野が狭せまかったのだと気付かされたこと。

　もう一つは、それを気付かせてくれたのが両手両足を縛られて地面に転がってる少年だったということ。

「……私は、伝統を模も倣ほうするだけの無駄な行こう為いだとばかり思っていた」

「良かったじゃねえか」

「なっ！　なにが良かったというのだ！」

　狼ろう狽ばいするカナに対し、ヴァンは顔を上げて笑えみを作る。そこで初めて、カナはこの少年の顔が、砂まみれではあるが、瞳ひとみに深い光を宿す、均整の取れた顔立ちなことに気付く。

　ヴァンは言った。

「誰だれも不幸になんかなってない。お前が悔くやしがる必要なんて、ないんだよ」

　その言葉が染しみこんで、カナの胸の奥の方がカッと熱くなった。

　何な故ぜか、ヴァンの顔を見続けられず目を逸そらしてしまうが、頭の中では彼の深い光を宿す印象的な瞳が大写しになっていた。

（な、なんなのだこれは！　どうして息苦しいほど胸が高鳴っている!?）

　カナが混乱の極みにありながら、むずがゆい気持ちよさが全身を包むのを感じているのに対し、ヴァンは布の隙間から見えるやぐらの様子をじっと見続けて、そして言った。

「おい、式典はこの後なにがあるんだ？」

　その真剣な声に、頰ほおを紅潮させていたカナは意識を引き戻もどされた。

「た、確か人形劇だった筈だが。人形と言っても、張り子でできた巨きよ大だいな竜りゆうを何人もの力で動かして、王家に伝わる伝承を再現するんだ。なぜ、そんなことを聞く？」

　ヴァンは、顔を険しくして、鋭するどく言った。

「あいつが、俺の弟が、やぐらの上から姿を消してる。なにかしでかすつもりだ」

「はっ、なにを根こん拠きよに」

「あいつ、王女の後ろでずっと笑っていた」

　ヴァンは首を捻ひねって、カナを真っ直すぐに見つめた。

「親父おやじを殺した時と、同じ顔だ」
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　式典のたびに行われるこの代わり映ばえのしない人形劇が、アーシェはそれほど嫌きらいではなかった。

　やぐらの上に置かれた椅い子すに座るアーシェとほぼ同じ高さに、張り子の竜の顔がある。何十人もの人が中に渡わたした縄なわを引っ張り、竜の各所を動かしている。翼つばさが羽ばたいたり、口もパカパカと開く。

　竹と紙で作られているので、日の光で内部が透すけて見え、首を持ち上げたりするために中で縄がせわしなく動いているのが、見ていて楽しい。

　技術力のある国の曲芸団サーカスなら、マギカを活用してもっと派手でもっと本物みたいな竜を動かせるだろうけども、敢えて伝統に則のつとって、全すべて人力でこの原始的なカラクリを動かしている。

　だからこそ、見ていて飽あきないのだ。

　やぐらの前で竜と、勇者──こちらも張り子で、それなりの大きさがある──が相対する。劇のクライマックスだ。

　竜は口から炎ほのおを噴ふいて勇者を倒たおそうとするが、炎えん神しんの加護を受けている勇者は、その炎をまるで階段のように駆かけ上り、竜の右目を貫つらぬく。竜は敗北を認め、この地一帯の支配権を譲ゆずる証あかしとして勇者に冠かんむりを与える。そうして、勇者はロイド王国の初代の王になったのだ。

　もちろん、炎と言っても劇では本物ではなく、首の中に収納されている張り子の炎を噴く。これも迫力があってカッコイイ。

　地面まで降りてきたその炎に勇者の張り子をくくりつけて、縄を一気に引っ張ると、まるで炎の上を勇者が駆け上がっていくように見える。これが人形劇のハイライトだ。

　今、まさに竜が首を大きく持ち上げて、その口を開く。いよいよだ。

「……ん？」

　割と劇に夢中になっていたアーシェは、ふと気付いて後ろを向いた。誰もいない。

「ウィンザー、どこに行ったのかしら……？」

　その時。




　ボゴオオオオオッ！




　もの凄すごい音と光、そして熱を感じ、アーシェは前に振ふり返った。

「えっ!?　なに、これ!?」

　張り子の竜の口から、本物の炎が噴き出していたのである。

　直ちよく撃げきした勇者の張り子が火に包まれる。勇者を形作る何本もの竹が弾はじけて、火が付いたまま周囲に飛び散った。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの直後、広場はパニックに陥おちいった。

　民衆は一いつ斉せいに逃にげだそうと出口の街路に向かって走り、そこで押し合いへし合いが始まっていた。

「なにをしているの!?　一度に外に出られるわけないじゃない！」

　アーシェは立ち上がり、憲兵に指示を出そうとした。しかし、




　グルウァアアアアアアッ！




　伝説の生き物のような咆ほう哮こうが真横から轟とどろき、そちらを向く。

　竜の光る目が、アーシェを見つめていた。

　そして、唇を歪めて、笑った。

　最も早はや、その動きは張り子の仕し掛かけが表現できるような代しろ物ものではなかった。実際、操作者は全て逃げ出し、何十本もの縄は宙ぶらりんになっていた。

　にも拘かかわらず、ムチのようにしなっている尻しつ尾ぽも、今まさに持ち上げられようとしている右前足も、まるで生きているようだった。見たことはないけれど、それは本物の竜のようだった。

　もう一度、竜が吼ほえ、首がぐるんとこちらを向く。

　その時、アーシェは気付いた。

「こいつの狙ねらい……私なのねっ!?」




　　　　◆




　カナは、目の前で起きていることが信じられず、震ふるえる声で叫さけんだ。

「な、なんだこれはっ!?」

　広場は大混乱に陥っていた。張り子の筈の竜が、まるで生きているかのように前足を振り回し、あげく咆哮まで上げていた。

　ロイド王国の領土の中には人の手が入らず、モンスターが生息している危険な土地も多数ある。しかし、それでもなお、竜は伝説上の生き物だった。

「ナラクの仕し業わざだ」

　声に振り返ると、床に転がっているヴァンと目が合う。

「なんのためにやってるのかは分からんけどな。……よっと」

　そう言って、ヴァンは足を勢いよく回し、その反動で体を起こして、立ち上がった。その筋力とよどみない動きを目にして、カナは目を丸くする。

　ヴァンは前ぜん屈くつし、手首が縛しばられたままの両手で、足首のロープをスルスルと解いた。

「あんたは集まった人を避ひ難なんさせろ。無む駄だに怪け我が人を増やす必要はない」

「ま、待て！　お前どうするつもりだ！」

「あの張り子が狙ってるのはやぐらの上の誰かだ。多分、王女だな」

「なっ!?　助けなければ！」

「だから分担するんだよ。俺は避ひ難なん誘ゆう導どうを指揮する能力がない。あんたならできる」

　ヴァンの言う通りだった。そして、カナが王と民衆の両方を同時に助けるのは、今の状じよう況きようでは無理だと判断できた。

「いや待て！　それでどうしてお前なんだ！　そもそもお前を解放するとは言っていない！　勝手に拘こう束そくを解くのも犯罪なんだぞ！」

「議論している時間はねえよっ！」

　叫んだ次の瞬しゆん間かん、ヴァンはカナに向かって突とつ進しんしてきた。

「なっ!?」

　迫せまり来る殺気を肌はだで感じ取ったカナの肉体は、長年繰くり返してきた訓練の動きを無意識になぞり、考えるよりも早く剣けんを鞘さやから引き抜ぬいていた。




　ザシュッ！




　王国に仇あだ為なす者を斬きるために作られたその剣は、しかし、ヴァンの体には当たらなかった。

　代わりに、彼の手首を拘束していたロープだけを、綺麗に切り裂いた。

「あんがとよ」

　そのまま走り抜けるヴァンの呟つぶやきが、カナの耳をくすぐる。

「まさか、ロープを切るために、私に向かってきたと言うのかっ!?」

　それだけではない。先に下世話なことを敢あえて言って、カナに一度剣を抜かせていたではないか。

「あれも、あらかじめ剣を確かく認にんするためだったのか!?」

　振り向いた頃ころには、ヴァンはごった返す民衆の中に飛び込んで、もう姿が見えなくなっていた。

「一体、なんなんだ、あいつは!?」

　しかし、呆ぼう然ぜんとヴァンのことを考えていたのは一瞬だった。近衛隊長としての役目を果たさなければならない。

「誰か！　誰かいないか！」

　カナは叫びながら駆け出した。この胸の高鳴りは、あの男とは無関係だと言い聞かせながら。




　　　　◆




「アーシェ様っ！」

　やぐらの下から、エレナの絶ぜつ叫きようが聞こえる。アーシェは、心を奮い立たせて、竜りゆうを見上げた。

　伝統により、剣を持つ者は式典の最中身を隠かくすことになっている。大急ぎでここに向かっているだろうけども、恐おそらくは間に合わない。

「カナの進言通り、兵士をつけるべきだったかもね」

　そう呟き、提案を拒きよ否ひした自分の間ま抜ぬけさ具合を心の中で笑う。

　竜の口が一いつ旦たん閉じ、その中に炎が生まれた。来る。

「なにがあろうと、背中なんて見せてやるもんですか」

　立ってられないくらいに震えている足を手で叩たたき、なんとか立ち続ける。恐きよう怖ふを紛まぎらわすために、なにげない言葉を口にしてみる。

「ああ、もう少し、生きてたかったな。恋こいとか、まだしてないし」

　恋。

　そうか、私は、恋を知らずに死ぬのか。それは、残念かもしれない。

　竜の口が開き、炎が真っ直すぐにアーシェの方に噴き出した。




　ボゴオオオオオッ！




　灼しやく熱ねつの炎がアーシェの体を一瞬にして消し炭に──

「──あ、あれ？」

　熱は感じるが、体が燃えているわけではなかった。いつの間にか瞑つぶってしまっていた目を、ゆっくりと開ける。

　目の前に、男の子が立っていた。その男の子が掲かかげている剣が、襲おそいかかる炎の筋を左右に二分し、アーシェと男の子自身とを守っていた。

「あ、あなた誰だれ!?」

「誰でもいいだろ！　それよりもうもたねえ！」

　剣の柄つかに取り付けられていたマギカが青く光りながら、半分以上溶とけていた。近衛隊が装備する剣にはマギカが装着されていて、その力で炎を切り裂くことができるのだ。

　竜が炎ほのおを吐はき終えるのと、マギカが完全に溶け落ちて剣が砕くだけるのはほぼ同時だった。

「逃げるぞ！」

「え？　ってきゃあ！　なにすんのよ！」

　突とつ然ぜん目の前に現れてアーシェの命を救ってくれた赤毛の男の子は、彼女の全身を両手で抱かかえるようにして持ち上げ、そのままやぐらから飛び降りた。

「きゃああっ！」

「あんまり動くな！　落とすだろうが！」
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　地面に着地、膝ひざを限界まで曲げて二人分の体重を吸収し、男の子はそのまま広場の壁かべ伝いに走る。

　竜は体をこちらに向け、追いかけてくる。やはり、アーシェが狙いのようだ。

「あなた名前は!?　これからどうするつもり!?」

　アーシェが聞くと、男の子はめんどくさそうに答えた。

「ヴァンだ！　どうするかなんて知らねえよ！」

「なんですって!?　策もなしに戦おうなんて愚おろか者のすることよ！」

「お前が丸焼きになるのを防ぐのが先だったんだよ！　まず武器だ！　あれを見ろ！」

　ヴァンの視線の先、地面の上に、兵士の誰かが落としたのだろうか、槍やりが一本落ちていた。

「あれを拾い上げろ！　立ち止まる余よ裕ゆうはない！」




　ボゴオオオオオッ！




　竜の放つ炎がヴァンの後方に落ち、広場に巨きよ大だいな穴を開けた。アーシェは頷うなずくしかない。

「わ、分かったわ！」

　体を起こし、ヴァンに支えられながら腕を目め一いつ杯ぱいに伸のばす。槍が近づいてくる。機会チヤンスは一度だけ。もう少し、あとちょっと──！

　その時、偶ぐう然ぜん、春の強い風が広場を駆かけ抜けた。

　風は、アーシェの美しいドレスに絡からみつき、スカートを最大限までめくり上げた。

「って、うそおおおおおっ!?」

　瞬しゆん時じにアーシェは無理な体勢のまま必死にスカートを押さえようとする。ヴァンが全力疾しつ走そうしながらキレた。

「なっ！　暴れんなバカ！　それより槍を取れ！　下着が見えたって死にゃしねえよ！」

　アーシェが必死に反論する。

「死ぬわよ！　王族なのよ!?　床とこを共にする者以外に絶対に見せてはいけないんだから！」

「知らねえよ！　だから暴れんなって！　あ──」

「きゃああっ！」

　完全にバランスを失った二人は一つの球体のようになって地面に転がった。

　ヴァンが弾はじけるように起き上がり、上体だけ起こしたアーシェの前に立つ。

　竜が、二人を見下ろしていた。

「どうするの!?」

　アーシェの叫びに、ヴァンは振ふり返らずに返す。

「駄だ目めだ。逃にげる隙すきもない」

　竜の顔を見上げたまま口から漏もれるヴァンの苦しげな言葉が、アーシェの胸を貫つらぬく。

「すまん。もう、手がねえ……！」

　その時。

『いいえ、まだ状況解決の手段は残っています』




　　　　◆




　ヴァンは、自分の腰こしのあたりから聞こえてきた声に驚おどろく。

「なんだっ!?」

『私を《起動》して下さい。マスター』

　思い当たる物は一つしかなかった。革かわ袋ぶくろから髪かみ飾かざりを取り出すと、真ん中に埋うめ込まれた深しん紅くのマギカが内側から光を発していた。

「お前が喋しやべっているのか!?」

『議論をする暇ひまはありません。このままではあなたたちは二人とも死にます』

　その言葉は正しいように思えた。竜の口の中には既すでに充じゆう分ぶん過ぎるほどの炎が練られ、二人を黒コゲにする準備は万ばん端たんのようだった。

　考える暇はなかった。石に向かって話しかける。

「どうすればいい!?」

『《トゥス・アウラ・ネヴァル》と言って下さい。今回は緊きん急きゆう状じよう況きようとして、それ以外の処理は暫ざん定てい的てきにこちらで吸収します』

「言ってることがよく分からねえ！　なんて言えばいいんだって？」

『《トゥス・アウラ・ネヴァル》です』

　ヴァンは何語なのかも分からないその音の羅ら列れつを、力一杯叫さけんだ。

「《トゥス・アウラ・ネヴァル（その言葉を契けい約やくとする）》！」

　竜の口から炎が柱のように吐き出されるのと、ヴァンの言葉に反応するように深紅のマギカから光がほとばしるのは、同時だった。

　灼熱の炎が、一いつ瞬しゆんにしてヴァンとアーシェを包み込む。

　けれど、その炎は、そこにいた二人には届いていなかった。

　いや、二人ではない。

　炎は、そこにいた三人には、届いていなかった。




　ヴァンの目の前に、一人の少女が立っていた。




　少女は竜に向かって広げた手をまっすぐ伸ばしており、降り注ぐ炎は、まるでその手を避さけるかのように迂う回かいしていく。そのため、少女にも、そして、その背後にいたヴァンとアーシェにも、炎は降り注がなかったのだ。

　ナラクに殺されかけた時に現れた少女が、再びそこに立っていた。

　東国のシノビの装しよう束ぞくのような黒い着物とショートパンツを合わせ、その上に大だい胆たんに肩かたを出した足首まである白いコートを羽織っている。服とコートに色を合わせたロングブーツは少女の美しいふとももを良く強調していた。

　二度確かく認にんする必要もなく、美少女だった。しかし、今は美を愛めでる余裕などなかった。

　ヴァンが叫さけぶ。

「お前、何者だ!?」

「私はノイエ。契約により、貴方あなたと貴方の願いを守ります。そのために、この身を捧ささげる」

「なんだか知らんが助かった！　あいつを倒たおすのを手伝ってくれ！」

「かしこまりました。マスターの仰おおせのままに。全すべて、このノイエにお任せ下さい」

　ノイエは真しん剣けんな表情でそう言って、ヴァンをじっと見つめたまま動かなくなる。




　沈ちん黙もく。




　ヴァンは思わず聞いた。

「……で？」

「『で？』と仰おつしやいますと？」

　ノイエは小首を傾かしげて聞き返す。ヴァンは竜を指差して叫ぶ。

「いやだから、あいつを倒すのを手伝ってくれよ！」

「ええ。分かっています。私は、貴方と貴方の願いを守ります」

「それはさっき聞いたから！」

「では、なにがお望みでしょう？」

「だから、手伝ってくれってば！　どうすりゃあいつを倒せるかって聞いてるんだよ！」

　ノイエは少しだけ眉まゆ根ねを寄せた後、答えた。

「分かりません」

「なにが『全てお任せ下さい』なんだよっ！」

　ヴァンは我が慢まんしきれずにキレた。頭をかきむしりながら叫ぶ。

「じゃあいいよ！　またあいつが炎を吐いたらさっきの手かざしをやってくれ！　それだけでも時間がかせげるから！」

「できません」

「……なんで？」

「さきほどはマスターの生命危機を自動感知して、論理機構ロジツクが自動的に動作しました。私自身はあの方法を知識として持っておらず、よって、再現はできません」

「……つまり、さっきのはたまたまできたことで、もう一度はできないってことだな？」

「論理的には違いますが、結論だけで言えば、そうです」

「役立たずが一人増えただけじゃねえかっ！」

　その時、また竜りゆうが炎を吐こうとした。ヴァンは今度は両りよう腕うでにアーシェとノイエをそれぞれ抱え上げて走り出す。広場は近衛隊の活かつ躍やくにより避ひ難なん誘ゆう導どうが済んでおり、既に無人となっていた。

　両手に美少女を抱えながら、しかしそれについて喜び感ゼロで走るヴァン。蛇だ行こうしながら走り続けて、竜が繰くり出してくる炎を避けながら、ヤケクソになって叫ぶ。

「それなりに充じゆう実じつした人生ではあったけど、その最後に頭の悪い女を二人抱えて死ぬのはあんまりじゃないか!?」

　その言葉に今まで黙だまっていたアーシェが怒ど鳴なる。

「一国の王女に向かって『頭の悪い女』ですってぇ!?　礼節という物をわきまえなさい！」

「礼節なんか《虚きよ無む》に飲まれちまえ！　お前が薄うす桃もも色いろのパンツが晒さらされるのを我慢して武器を拾えていればこんな状じよう況きようにはならなかったんだよ！」

「薄桃色……って、あんた私のスカートの中覗のぞき込んだのね！　変態！　逆ぎやく賊ぞく！」

「覗き込まなくても丸見えだったんだよ！」

「なんたる恥ち辱じよく！　もう死ぬしかない！　あるいはあんたと結けつ婚こんするしかないわ！」

「こんな所で錯さく乱らんするんじゃねえよ！」

「よろしいでしょうか」

　絶体絶命の状態で再度始まりかけた痴ち話わ喧げん嘩かに、ノイエがすっと小さく手を挙げて割り込む。

「武器が、必要なのですか？」

　この絶体絶命の状況において、感情が伴ともなわない透とう明めいな瞳ひとみでそう問われ、ヴァンは本当にキレた。

「ああっ!?　そうだよ武器だよ！」

　ヤケクソな口調で叫ぶ。

「あの出で来き損そこないの竜の首をぶった切れるような剣けんが欲しいんだよ！」

　すると、ノイエがこう言った。

「かしこまりました。マスターの仰せのままに。私は貴方と貴方の願いを守ります」

　言い終えた途と端たん、ヴァンの左手がふっと軽くなる。

　ヴァンが思わず立ち止まると、上空に浮うかびあがったノイエがくるりと回って地面に着地した。

「『あの出来損ないの竜の首をぶった切れるような剣』を、《創成》します」

　ノイエは両手を胸の手前に広げ、目を閉じる。

　そして、言った。

「《生まれよ》」

　直後。




　ゴオオオオオオッ！




　ノイエの周りに強い風が渦うずを巻き、それが広場に敷しき詰つめられた無数の石を剝はぎ取り、上空に巻き上げていく。突とつ然ぜん巻き起こった突とつ風ぷうに、竜が一時的に動きを止めた。

「な、なんだ!?　ノイエ！　お前、なにをしている!?」

　ヴァンが叫ぶと、ノイエは何事もないかのように答える。

「私は第七のアルスマギカ《創成》。マスターの指示により、その場にある万ばん物ぶつを組み合わせ、必要な道具ギミツクを作り出します」




　ブオオオオッ！




　ノイエを中心に生まれた竜たつ巻まきのような物は範はん囲いを広げ、そこにあったあらゆる物を上空に吹ふき飛ばしていく。

　石いし畳だたみの下にある土。

　誰だれかが落とした靴くつや木の人形。

　広場の隅すみに積まれていた木材。

　近衛隊の詰め所を囲っていた布や柱。

　そのなにもかもが風に巻き取られていった。

　と、同時に、ヴァンの目の前に光の球体が発生する。

「なっ！」

「動かないで下さい。問題ありません」

　飛び退のこうとしたヴァンを、ノイエが短く止める。

　上空に舞まい上がった物体が、列を成して落下し、その光の中に吸い込まれていく。

　一個物体を飲み込む度たびに、球体が少し大きく、そして横に長くなっていった。

　まるで、あらゆる物体が組み合わさって、新たな一つの物体を作り出そうとしているかのように、光は徐じよ々じよに大きく、徐々に形を変えていった。

　ヴァンには、それが、剣の形をしているように見えた。

「きゃあああああっ!?」

　急に真横から叫び声が聞こえ、そちらを向く。

「な、なんで私までっ!?」

　アーシェのドレスの背中が綺き麗れいに引きちぎれ、すっぽ抜ぬけるように飛んでいく。

「な、なにしてんだお前！」

「知らないわよ！　っていうかこっち見ないで！」

　革かわ製せいのコルセットどころか、スカートを膨ふくらませるために編まれた格こう子し状の鯨くじらの髭ひげまで残らず剝ぎ取られ、今やアーシェが身に纏まとっているのは下着と護アミユ符レツトだけだった。

　王女は涙なみだ目めになってノイエに向かって叫ぶ。

「ななななな、なんてことすんのよあんたっ！」

　ノイエはちらりと涙目のアーシェを見たあと、答えた。

「人間を道具として組み込むことはありませんのでご安心下さい」

「そういうことを言ってるんじゃないわよっ！　私のドレスのなにが武器の材料になるってのよ！」

「ドレスに縫ぬい付けられていたマギカを、噴射点として利用します」

「噴ふん射しや、点？」

　その言葉はヴァンにも聞き慣れない物だった。けれど、それを確認している余よ裕ゆうはなかった。周囲からあらゆる物品を吸いこみ続ける光の固まりは、ますます眩まぶしくなり、限界まで達したとき、弾はじけた。

　一いつ瞬しゆんだけ閉じた目を再び開けた時。

　ヴァンの手の中に、一つの物体が収まっていた。

　自分が見ている物が信じられず、ヴァンは呟つぶやく。

「これは……剣、なのか？」

「はい。剣が欲しいとのご命令でしたので」

　風で巻き取られた無数の物が、くっつき、嚙かみ合い、絡からまり、よじれ、嵌はまり、結びつき、一つの強固な構造物を作り上げていた。

　表面はデコボコだし、無骨にも程ほどがあるが、確かに、それは剣のように見えた。

　見えた、が──

「いや待てよ!!　これ、でかすぎんだろ!?」

　叫ぶと同時に超ちよう巨きよ大だいな剣のようなものは、ズシンと地面に落下し、大きく土を抉えぐった。

　ヴァンの両手に握にぎられた「剣のようなもの」は、柄つかだけでもヴァンの腕うでと同じくらいの長さがあり、剣身に至っては大人三人分の身長を足しても余るくらいだった。

「この大きさと強度がないと、『竜の首をぶった切る』ことはできないと判断しました」

　冷静なノイエの説明に、ヴァンの怒いかりが今度こそ爆ばく発はつする。

「だからって振ふり回せなきゃ意味ねえだろうが！　重くて持ち上げることもできねえよ！」

　確かに、地面に剣身の半分近くが埋うまってしまったこの「剣のようなもの」はすさまじい重量があるようで、ヴァンが両手で柄を摑つかんでもびくともしなかった。

「問題ありません。そのために噴射点を用意しました」

　ノイエは静かに答え、物体の真ん中あたりを指差した。ヴァンははっと気付く。

「剣身にマギカが並べてある……!?」

　剣の腹に等とう間かん隔かくに埋め込まれたマギカは、アーシェのドレスに縫い付けられていた物だった。

　そのマギカは、周囲に小さな光と風を生み出す物で──

「──そうか、分かったぞ！」

　ヴァンは長い柄を力ちから一いつ杯ぱい握にぎり締しめ、一息で呪じゆ文もんを唱えてマギカを起動する。

「《石よ！　風を放て！》」

　途端、剣身の左右に七つずつ埋め込まれた白色のマギカが光を放ち、同時に地面に向かって強い風を噴ふん出しゆつし始めた。アーシェが叫さけぶ。

「剣が、持ち上がってる！」

「なるほど、『噴射点ジエツト』ってわけか……。これなら！」

　試ためしに大きく振り回してみると、その度たびにマギカが向きと威い力りよくを変えて強い風を放ち剣の向きと角度を補正してくれる。

　その風のおかげで、ヴァンにとっては大剣が羽のように軽く感じられた。

「いける！」

　瞬しゆん時じに体勢を低く取り、ヴァンは大剣を横に構えて竜りゆうに向かって突つっ走ぱしる。

　計十四個のマギカが、彼の走る速度に合わせて猛もう烈れつな風を噴出し、地面すれすれに白い帯を残していく。

　大剣とヴァン、どちらがどちらに引っ張られているのか分からないほどだった。

　竜は走り寄ってくるヴァンが脅きよう威いであると判断したのか、上体を反らして距きよ離りを取り、これまで以上に大きな炎ほのおを練って待ち構えた。ヴァンは叫ぶ。

「火ぃ噴ふく暇ひまなんかやらねえっつの！」

　そして、柄をしっかり握り直して、マギカに向かって再度呪文を叫ぶ。

「《石よ！　お前たちを解放する！》」

　直後。




　ドゴオッ！




　十四個の純白のマギカが一いつ斉せいに爆発し、中に溜ため込んでいた風が一斉に解き放たれ、地面へとぶつかった。

　結果、反動でヴァンと大剣は上空高くに吹き飛ばされた！

「いいいいいやっほううううう！」

　竜の頭よりも軽々と持ち上がったヴァンは、勢いのままに大剣を空中でぐるんと一回転させ、そのまま竜の首筋に落下していく。

「くらいやがれえええええっ！」




　バキバキバキバキドギャアアアアアア！




　生き物のように動いていたとはいえ、中身は紙と竹と縄なわでできている張り子の竜である。大剣の重みに耐たえかねて竜の首が折れ、その下にあった体もろとも真っ二つに引きちぎった。

　大質量の大剣はそのまま地面に刺ささろうとしていた。このままでは衝しよう突とつの衝しよう撃げきを自分も受けてしまう。すぐに剣から手を離はなして受け身を取らなければならなかった。しかし。

「やばいっ！」

　思わずヴァンが叫ぶ。両手が離れない。

　あまりにも強く握りしめて、感情を爆発させたがために、手が硬こう直ちよくしてしまって、筋肉が自分の言うことを聞いてくれなかった。

　強く、強く、大たい剣けんを握りしめたまま、目の前に地面が迫せまる。

「ちっくしょおおおっ！」

　と、その時、またも信じられないことが起きた。

　大剣が地面に突き刺さる直前、その全身が一瞬光に包まれた。

　そしてその直後、そこには大剣の形状をした砂の塊が屹きつ立りつしていた。

　砂はすぐに崩くずれて砂山となり、ヴァンはその砂山の上に落下して、ごろごろと転がり落ちた。

　慌あわてて起き上がると、目の前には首だけになって動かない張り子の竜と、張り子の竜の首から下が転がっているだけだった。

「ナラクの奴やつ、一体なんの目的で……」

　振り返る。背後には砂の山があった。時折、黒焦こげた塊かたまりが交ざっていた。

「大剣の材料と、……あの塊はマギカ、なのか？」

「その通りです」

　振り返ると、ノイエが立っていた。無表情な透とう明めいな瞳ひとみで、ヴァンを見つめている。

「《創成》して作った道具ギミツクは、物理法則を超こえて動作します。因果律を無視した分を、部品自身が持つ存在レゾン理由テートルを消費して補うため、道具の使用後はこのように砂に変わります」

　ノイエは砂山を登り、黒焦げた塊を手に取る。

「マギカに限っては純じゆん粋すい構成部品ですから再回収できるのですが……。これは、壊こわれていますね」

「悪いな、マギカは全部俺が暴発させちまった。でも、おかげであれを倒たおせたぜ」

　足あし腰こしを動かして支障がないか確かく認にんしていると、アーシェが走り寄ってくる。涙目になったアーシェがヴァンの体にすがりつく。

「大だい丈じよう夫ぶっ!?」

「ああ。ってか、お前の格好の方が大丈夫じゃないだろ」

　言われて初めて、アーシェは自分が現在ほぼ下着姿であることを思い出したらしく、急に顔を赤くしてしゃがみ込んだ。

　ヴァンは近くに転がっていた布の切れ端はしを、アーシェに被かぶせてあげた。

「あ……ありがと。優やさしい所もあるのね」

「顔がさっきより赤くなってるけど、熱でもあるのか？」

「ううううるさいバカ！　あんたなんか《虚きよ無む》に飲まれちゃえばいいのよ！」

「なんなんだ？」

　表情をコロコロ変えるアーシェに対し首を捻ひねっていると、ノイエが肘ひじを曲げて小さく手を挙げる。

「よろしいでしょうか、マスター」

「どうした？」

「なぜもっと繊せん細さいな戦い方をなさらないのですか？」

　ノイエは、無表情の顔を少しだけ納なつ得とくがいかない感じに寄せてヴァンに言った。

「噴射点は柔じゆう軟なんに制せい御ぎよできるように設計していました。暴発などという一度きりしかできない方法で一いち撃げき必殺を狙ねらうよりも、何度も攻こう撃げきを繰くり返した方が安全です」

　これは完全に、ノイエの言う通りだった。

「第一、空中に飛び上がる際にもし軌き道どうがずれていたら、そもそも太た刀ち筋すじが対象に届かなかったかもしれません。その時は、マスターは生きてはいなかったでしょう」

　その言葉にアーシェが息を吞のむ。しかし、ヴァンは肩かたをすくめるだけだった。

「わりいが俺はマギカの力を制御できないんだよ。俺にできるのは起動と解放だけ。つまり、動かすか、暴発させるかしか、俺にはできないんだ」

「マスター。それでは戦略の幅はばが狭せばまってしまいます。善処を希望します」

「善処と言われても……」

　と、考え込んだところで、ヴァンはさっきから不ふ穏おんな言葉を聞いていることに気付く。

「お前、なんで俺のことを『ご主人様マスター』って呼ぶんだ？」

「契けい約やくが結ばれたからです」

　ノイエは淡たん々たんと言う。

「契約により、第七のアルスマギカ《創成》は、ヴァン・アーカードを我がご主人様マスターと認め、絶対的な隷れい属ぞくを誓ちかいます」

「はあっ!?　なんだそりゃ!?　聞いてねえぞ！」

「ヴァン」

　ノイエの真っ直すぐな瞳が、ヴァンを見つめる。

　思わずたじろぐヴァンにノイエは静かに告げた。

「私は、貴方あなたと貴方の願いを、守ります」

「それもう何度も聞いたよ！　お前は他ほかに言葉を知らねえのかよ！」

「失礼な。私の記き憶おく書庫には一万冊の書誌情報が格納されています。マスター」

「まずそのマスターってのをやめろ！」

「しかし契約では──」

　ヴァンとノイエが言い合いを始めたため、地面に落ちた竜の首から先がぐるりとヴァンたちの方を向き、その瞳が赤く光ったのに気付いたのは、アーシェだけだった。

「ちょっと、あれ見て！」

　ヴァンがそちらを向いた時には、首だけになった竜は滑すべるようにこちらに突とつ進しんしてくるところだった。ノイエが抑よく揚ようのない声で絶望的な状じよう況きようを説明する。

「あれに衝突されたら即そく死しです。また、避よける時間はありません」

「んなの見りゃ分かるよっ！」

　ヴァンは周囲を見回した。と言っても、近くにいるのは意い思し疎そ通つうが上う手まく図はかれないノイエと、布にくるまれてキラキラ光る唇くちびるを震ふるわせているアーシェだけである。

「……待てよ!?　おい！」

　ヴァンはがしっとアーシェの両りよう肩かたを摑つかみ、その顔を覗のぞき込む。

「えっ、なに!?」

「お前のそのキラキラ光る口紅、ドレスに縫ぬい付けてたマギカと同じ物か!?」

「あんた今それどころじゃないでしょ!?」

「いいから答えろ！」

　ヴァンの剣けん幕まくに押され、アーシェは反射的に答える。

「そうよ！　あのマギカの極小型よ！　それがどうか──え？」

　するりとヴァンの左手が肩から離れ、アーシェの頭を後ろから押さえる。

「な、なに？」

「それ、貰うぞ！」

　次の瞬しゆん間かんには、ヴァンはアーシェの唇に、自分の唇を押しつけていた。

「!?!?!?!?!?」

　あまりの混乱に、硬直してしまうアーシェ。

　一いつ瞬しゆんの後、ヴァンは唇を引きはがし、突進してくる竜の首を睨にらみ付け、叫さけぶ。

「《石よ！　お前たちを解放する！》」

　すると、キスを介かいしてヴァンの唇に張り付いた極小のマギカが一斉に暴発し、まるで風の神が持つ奇き蹟せきかなにかのように、ヴァンの口から突とつ風ぷうが噴き出した。渦うずを巻いた風にぶつかった竜の首は進路を逸そらし、広場の壁かべに激げき突とつする。




　ドガアアアアッ！




　土つち煙けむりが立ち上る中、今度こそ、張り子の竜は動かなくなった。

「……ふう。助かった──」

　ヴァンが振ふり返ると、目め尻じり一いつ杯ぱいに涙なみだを浮うかべ、顔を真っ赤にしたアーシェが右手を振り上げているところだった。




　パチィンッ！




　平手が頰ほおをはたく美しい音色が広場に鳴り響ひびく。頰を押さえて呆ぼう然ぜんとするヴァンは、一瞬の後に怒おこり出した。

「なにしやがる！」

「それはこっちの台詞せりふよ！　ふぁふぁふぁふぁファーストキスだったのよ!?　なんであんたみたいな素す性じようも知れない男に奪うばわれなきゃいけないのよ！」

「はあっ!?　気にすんなそんなの！　緊きん急きゆう事態なんだからノーカンだノーカン！」

「そんな簡単に済ませられるわけないじゃない！　分かってんの!?　私は王女なのよ!?」

「じゃあなにか。責任とって結けつ婚こんでもしろってのか!?」

「上等じゃない！　あんたにそんな度胸があるとは──って危ない！」

　突とつ然ぜんアーシェがヴァンの胸を両手で力一杯押し、不意を衝つかれたヴァンは地面に仰あお向むけに倒れた。

　すぐに体を起こしたヴァンは、ぶつけた後頭部を押さえながら叫ぶ。

「なにしやがるてめえ──！」

　ヴァンが起き上がって怒ど鳴なろうとしたその時、




　ザシュッ！




　アーシェとヴァンの丁度中間に、大人の身の丈たけほどもある、漆しつ黒こくの長ちよう剣けんが突き刺ささった。

「な──」

　考える間もなく、上空から同じ剣が立て続けに落下し、ヴァンと、そのすぐ横にいたノイエを取り囲むように地面に突き刺さっていく。僅わずかに見える隙すき間まから、アーシェの青ざめた顔が見えた。

　それは、長剣によって形作られた、円形の檻おりだった。檻を構成する長剣を見て、ヴァンはハッと気付く。

「この剣、あの夜に見た──！」

　ヴァンが目を見開いた時、足音が近づいて来た。




「ご無事でなによりです。姫ひめ様」




　カッとヴァンの体が熱くなり、飛び起きて声の主を睨む。

　マギカで全身を飾かざり立て、手にアルスマギカ《剣けん帝てい》を握にぎった魔ま工こう学がく士しが、微ほほ笑えみながら近づいてきた。

　その男の眼鏡の奥の瞳ひとみは、真っ直ぐにヴァンを射い貫ぬいていた。

「お怪け我がはありませんか？」

「ウィンザー……、いいえ」

　男の言葉にアーシェが答える。そう、近衛このえ隊長のカナもこの男のことをウィンザーと呼んでいた。けれど、ヴァンは知っている。この男の本当の名前を。

「ナラク……っ!!」

　絞しぼり出すように口から漏もれた言葉は、目の前の魔工学士の口元を僅かに歪ゆがめただけで、他の人までは届かなかった。ウィンザー、あるいはナラクはヴァンから目を逸らし、アーシェの前に立った。

「さあ姫様、まもなく近衛隊が参ります。城に戻もどりましょう」

　手を引いて強ごう引いんに歩かせようとする魔工学士に対し、アーシェが叫ぶ。

「ま、待って！　ヴァンはどうするの!?　なぜ彼を閉じ込めたのですか!?」

「ヴァン……？」

　わざとらしく聞き返した後、ナラクは「ああ」と、長剣の檻に振り返った。

「この狼ろう藉ぜき者もののことですか。即そつ刻こく裁判にかけます。夕刻には死罪が確定するかと」

「なっ!?　どどど、どうして!?　彼は私の命を救ったのですよ!?」

　動どう揺ようするアーシェに、ウィンザーは肩をすくめて笑った。

「今回の騒そう動どうを企くわだてたのはあの男自身です。自分で生み出した化け物を自分で倒たおして、王族に恩を売ろうとしたのですよ。当然の報むくいです」

「なんだとっ!?　そんなことしてねえっ！　あの張り子を暴れさせたのはお前だろナラクっ！　お前こそなにを企たくらんでいる！」

　ヴァンが叫ぶも、ナラクは全く聞こえないフリをして、強引にアーシェを檻から遠ざけようとした。遠くから近衛隊が駆かけてくるのが見える。先頭にいるのはカナだ。

「くそっ！　どうすりゃいいんだ！」

　この国においては、ヴァンの後ろ盾だてになってくれる物はなにもない。宮きゆう廷てい魔工学士という位を持つナラクがヴァンを死罪にしたいのであれば、きっとそうなるのだろう。悔くやしいが、今は逃にげるしかない。なんとかこの檻を破は壊かいして──

　──その時。

「止まりなさい。ウィンザー」

　引きずられるように歩いていたアーシェが、うつむきながら呟つぶやいた。魔工学士は構わず歩き続けようとする。

「姫様、あのような男の言葉に惑まどわされる必要など──」

「止まれと言っているっ！」

　その声は、決して大きいわけでも、太いわけでも、低いわけでもなかった。

　線の細いアーシェが喋しやべるいつもの声と、なにが違ちがっているというわけでもなかった。

　しかし、その声には、人が従わざるを得ない、なにかしらの力が、確かにあった。

　いつの間にかナラクは足を止め、少し驚おどろいた顔で振り返っていた。

「……姫様？」

　握られていた手を払はらいのけると、アーシェはすっとヴァンの方を指差した。

「あの者たちは、あやかしの術によって命を失いかけた私を救った恩人である。私の恩人は王家の恩人、即すなわち、この国の恩人である」

　駆け寄って来た近衛隊たちも、自然と整列し、彼女の言葉を聞いていた。

「恩義には恩義によって報いる。彼らは私の客人として王城に迎むかえ入れる。良いな？」

　近衛隊がざわめく。宮廷魔工学士はアーシェが漂ただよわせる雰ふん囲い気きに気け圧おされつつも、なんとか笑え顔がおを保った。

「恐おそれながら姫様。素性も知れぬ者どもを、王城に、しかも客人として迎え入れるなど、もし亡なきお父上がお聞きになったらどんな思いをすることか──」

「聞こえなかったのか！」

　その声に含ふくまれた怒ど気きは、命令を受けたわけでもないのに、いつの間にかカナを始めとする近衛隊を跪ひざまずかせていた。そして、ナラクをも。

　アーシェは腕うでを組み、ナラクを見下ろした。

「もう一度言う。彼らは私の客人として、王城に迎え入れる。良いな？」

「……仰おおせのままに。王女陛下」

　ナラクはなんとかその言葉を絞り出した後、ヴァンに視線だけを向けた。

　長剣の檻の中にいたヴァンは、怒いかりに満ちたその視線を無言で受け止めた。
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「さてと、それじゃあ説明してもらおうかしら。あなたたちが何者なのかについて」

　アーシェは高そうなソファに体をゆったりと預け、好こう奇き心しん旺おう盛せいな、艶つやっぽい視線を送ってくる。

　それに対し、向かいのソファに座っていたヴァンは、うんざりした表情を返した。

「なんで室内に入ったのに、さっき着てたのより派手なドレスに着き替がえてるんだ？」

　途と端たんにアーシェは顔を赤くして怒りだした。

「う、うるさいわね！　『さっき着てた』奴やつがあんたのせいで『噴ふん射しや機能付き大たい剣けん』の部品になっちゃったからよ！　すぐ用意できるのがこれしかなかったのよ！」




　広場での騒動の後、ヴァンとノイエは王都の中心にある王城にやって来ていた。といっても、もちろんヴァンの意志ではない。

　広場で宮廷魔工学士のウィンザー──ヴァンにとっては、見み間ま違ちがえようもなく弟のナラクだったが──を一いつ喝かつしたアーシェの言葉によって、ヴァンとノイエは「王の客人」という立場を得た。これも、ヴァンの意志ではなかったが、この世界には自由意志よりも立場の方が重要な場合があることを、ヴァンは直後に知ることになる。

　ヴァンとノイエはすぐに馬車に詰つめ込まれ、特急並みの速度で王城に運ばれた。

　そして城に着くと、二人は無む理り矢や理り風ふ呂ろに入らされ、無理矢理ご飯を食べさせられ、そして無理矢理服を着替えさせられたのだ。

「アーシェ様のお客人が、薄うす汚よごれた格好をしていてはならない！　立場という物がある！」

「アーシェ様のお客人が、腹を空すかせたままでいてはならない！　立場という物がある！」

「アーシェ様のお客人が、平民のような格好でいてはならない！　立場という物がある！」

　とまあ、こんな感じに「立場という物がある！」の大合唱によって髭ひげを剃そられ、髪かみの毛を梳とかされ、歯を磨みがかれ、サウナに閉じ込められ、垢あか擦すりに鳥の羽マッサージまで受け、体中のあれやこれやを徹てつ底てい的てきに揉もみほぐされて、貴族が好みそうな服に着替えさせられ──ノイエも可か愛わいらしいワンピースドレスになっている──ようやく解放されたのである。

　そして、ふらふらになりながら言われた部屋にやってくると、ど派手なドレスを着たアーシェが待っていたわけである。




「ホント派手だよなそのドレス」

　ヴァンが繰くり返す。正確には、派手というより、布が何重にも重なっている割には肌はだの露ろ出しゆつが高かった。

「何度も言わなくていいわよ！　室内でしか着ないって分かってるから、機能性よりもデザイン重視なの！」

　そう言いながら足を組み直すと、布が綺き麗れいにめくれて、白く、それでいて健康的なふとももが大だい胆たんに現れ、また布の中に消えていった。

「マスター。視線を生足に誘ゆう導どうされています。あと目つきがいやらしいです」

　これまで黙だまっていたノイエがそう言って、ジト目でヴァンを睨にらむ。

「あ、やっぱりそういう目で私を見てるのね！　野や蛮ばん人じん！」と、アーシェ。

「私のマスターを『野蛮人』と呼ぶことは許容できません。せめて色しき魔まと」と、ノイエ。

「野蛮人でも色魔でもない！　人を勝手な表現で呼ぶな！」これはヴァン。

　ちなみに、アーシェの座るソファの後ろにお付きメイドのエレナが立っていて、

「ですからタイツをお穿はきになった方が良いと申し上げましたのに……」

　と嘆なげきながら肩かたを落としている。

　今、ヴァンとノイエがアーシェと対たい峙じしている部屋は、客人が寝ね泊とまりする部屋だとかで、最低限の家具しか置いてないが、そのどれもが高価な一級品であることは、ヴァンの目にも分かった。来客用の部屋がこうだったら、王族たるアーシェが住む部屋はいかほどの物なのか、想像もつこうというものだ。

「ああもう私の話はいいのよ！　ヴァン！　あなたの話をしなさい！」

「俺の話って言われても、俺にもなにがなにやらで……」

　頭を搔かきながら、ちらりと横を見る。ノイエは無言で透すき通った瞳ひとみを返した。

「そもそも、なんであんたの魔ま力りよく量は増減するわけ？」

　アーシェはどこからか双オペ眼ラグ鏡ラスを取り出してヴァンを覗のぞき込む。

「ほら、今も増えたり減ったりしてるわ。さっきよりは極きよく端たんではないけど」

　そう言われても、ヴァンには思い当たる所がない。すると、

「よろしいでしょうか」

　ノイエがすっと肘ひじを曲げて小さく手を挙げた。

「恐らくそれは、私が原因かと思われます」

「お前が？　どういうことだ？」

「私は第七のアルスマギカ《創成》です。お二人が見ているこの体は便べん宜ぎ上の物で、私の本体はこれです」

　ノイエは左耳の上にある髪かみ飾かざりを指差す。巨きよ大だいなマギカが赤く光っている。

「しかし、体がないとマスターをお守りするのに支障が出ます。ですから、マスターが持っている魔力を頂ちよう戴だいし、マギカの中に蓄ちく積せきして、この自動オート人形マタの体を作りました。お二人が張り子の竜りゆうから逃げ回っている最中、ようやく充じゆう分ぶん量の魔力が溜たまりましたので、こうして姿を現あらわせたわけです」

「あなた、自動オート人形マタなのね……」

　なるほど、と頷うなずくヴァンとアーシェ。しかし、直後にヴァンが「ん？」となる。

「もしかして、俺がこの数日、いつもの数倍空腹を感じていたのは、お前が俺の魔力を片かたっ端ぱしから吸い取っていたからか？」

「そうですね。体力と魔力は本質的にはほぼ同一の物なので、失えばお腹なかは減るでしょう」

「『減るでしょう』じゃねえ！　俺はお前に魔力を吸ってくれと頼たのんだ覚えはない！」

「マスターとは契けい約やくを結んでいます。契約には魔力の供給も含まれています」

「聞いてない！　そんな契約なんか《虚きよ無む》に飲まれちまえ！」

「血の契約は何なん人ぴとも上オー書バーきロードできない神聖な誓ちかいです」

「知るか！」

「二人とも建設的じゃない喧けん嘩かはやめなさい！」

　言い合うヴァンとノイエをアーシェが一喝する。

「そもそもヴァン。魔力が吸われたかどうかとは別に、あんたの魔力量って異常よ、異常」

　クッションに肘をつき、だらしなく寝ねそべるアーシェが嘆たん息そくする。

「私の眼鏡グラスが故障したんじゃなきゃ、あんたがノイエに供給した魔力量って、この城を浮うかして帝てい国こく領に進軍できるレベルよ？　あんたみたいな化け物みたいな魔ま工こう学がく士しが実在して、にも拘かかわらず名前を知られていないなんてちょっと信じられない」

　アーシェが興味深げに聞くと、ヴァンは煩わずらわしげに目を逸そらした。

「……さっきも言ったろ。俺は魔工学士としては欠けつ陥かん品ひんなんだ。自分の中の魔力を制せい御ぎよできない。触ふれただけで魔力が流れてどんなマギカでも起動させちまうし、意識して魔力を流し込もうとしたら大たい抵ていは暴発させちまうんだ」

「ふうん……確かに細かい制御ができないのなら、魔工学士としてはやっていけないわね」

　納なつ得とくしたのか、ヴァンが自分の出自を敢あえて隠かくしているのを察したのかは分からないが、アーシェはそれ以上追及しようとはしなかった。

「まあいいわ、とりあえず命を救ってくれたことについては感謝します」

　アーシェは立ち上がり、スカートの丈たけの短い部分を摘つまんで会え釈しやくした。

「本来、客間に私が来ることは許されないの。今日は特別ね。ウィンザーの前であなたたちを客人と宣言してしまった以上、すぐに帰すことは王城という機構システムが許さない。申し訳ないけど数日ここで寝泊まりしていって頂戴。城の上階には入れないけど、それ以外は特に不自由させないわ」

　アーシェの言葉に、ヴァンはハッとなる。

「っ！　それだ！　あいつは何者だ！　今、どこにいる!?」

「え？　ウィンザーのこと？　彼も上階で暮らしているから、あんたと会うことはないわ」

　ヴァンはなにかを勢いで言おうとして、しかし、言葉を飲み込んだ。アーシェは小首を傾かしげる。

「ヴァン、あんた、ウィンザーの知り合いなの？」

「……さあ、どうなのかな」

　ヴァンは疲つかれたようにソファにどっかり座り、無理矢理話題をすり替かえた。

「ところでその双オペ眼ラグ鏡ラス、他人の魔力量を遠えん距きよ離りから計測できるのか？　見たところ重量も軽そうだし、そのサイズにしては高性能な魔宝石マギカ具マグだな」

　すると、アーシェはまるで太陽に向けて広がる夏の大輪花のように顔を輝かがやかせた。

「でしょ！　それに、従来品と比べて距きよ離りや同時計測人数も大おお幅はばにアップしているのよ！　あの広場の端はじっこにいたあんたを補ほ捉そくできたんだから！　もっと褒ほめてもいいのよ！」

「……いや、褒めたのはお前じゃなくてその眼鏡グラスなんだが」

「同じことよ！　私が作ったんだもの！」

「え？」

　ポカンとするヴァン。

　マギカを動力として動作する機械、魔宝石マギカ具マグを作るのは魔工学士の職業分野であり、それなりの専門知識が必要となる。お姫ひめ様が見よう見まねでできる類たぐいの物ではない。しかも、片手で持てる程度に小型化かつ軽量化するとなっては、あきらかに趣しゆ味みの域を超こえていた。

　なので、ヴァンは結論として、今のはアーシェのジョークだろうと考えた。

　しかし、

「あああああアーシェ様！　それは絶対に人には言ってはいけないとご自分で仰おつしやっていたではないですか！」

「うううっ、うるさいエレナ！　あんまり嬉うれしくってつい口をついて出ちゃったのよ！」

　アーシェは素す早ばやくヴァンの前に立ち、必死な顔で覗きこんだ。

「いい!?　私がこんな物を作っているって、誰だれにも内ない緒しよよ！　誓いなさい！　誓わなかったら、一生この部屋から出られなくしてやるわ！」

　あまりの剣けん幕まくと必死さに、ヴァンは反射的に答えてしまう。

「わ、分かった！　誓う！」

　アーシェは安心したのかふうっと息を吐はき、

「よろしい」

　と、王族風の言いまわしで答え、ソファにぼふっと座った。

　するとヴァンは、急にムッとした顔になる。

「今ので思い出した。あのな、わざわざ助けてもらったってのに、後からこういうこと言うのはあきらかに情けないけれど、敢えて言うぞ」

　近きん距きよ離りで顔をヴァンに指差され──王族を指差すのは不敬な行こう為いとされている──、アーシェは少し驚おどろく。

「なんかやたら言い回しが長いわね。いいから言いなさいよ」

「王室の権けん威いなんてつまらんものに助けられても、全く嬉しくない」

「っ！」

　アーシェは思わず目を大きくし、言葉を飲み込んだ。ヴァンは続ける。

「お前はただ王家の血筋に生まれてきただけのただの人間だ。お前にかけられた『王女』って名札は、お前が決めたわけでも、お前が作ったわけでも、お前が首から下げたわけでもない。その力はお前の力なんかじゃない。お前がその力をどう使うのかはお前の自由だが、それを俺のために使うのは勘かん弁べんしてくれ」

　アーシェは暫しばらくヴァンを見つめていたが、急に顔を伏ふせ、なにかを小さく呟つぶやいた。ヴァンにはそれが「分かってるわよ、そんなこと」と言っているように聞こえた。

　と、急にアーシェは伏せていた顔を上げる。その表情には飄ひよう々ひようとした笑えみが貼はり付けられていた。

　そして、その笑顔を保ったまま、アーシェは両手を広げてヴァンに言う。

「分かってるわよ、そんなこと。この国の誰もが、私に王の資格がないと思ってるわ」

　それは、さっきうつむいて呟いたのと同じ言葉だった。けれど、ヴァンにはそれが全く異なるニュアンスに聞こえた。アーシェは楽しそうに続ける。

「私バカだから、よく分かんないのよね」

「はあ？」

「貴族たちが私のことをなんて呼んでるか知ってる？」

「知らん」

「『かわいい冠かんむりの台座』」

「はあ？　なんだそれ」

「『王おう冠かんを頭に載のせる以外には、なんの役にも立たない』って意味よ」

「なっ……！」

　絶句するヴァンに対し、アーシェは相変わらずサバサバした表情で続けた。

「いいのよ、その通りだもの。一人娘むすめだったとはいえ、特に周囲の反対もなく、私がお母様から王位を継けい承しようできたのは、私が王になったところで誰も困らないからなの。私バカだから、私が王であれば自分の都合の良いように動いてくれると、誰もが思っているんでしょうね。変に野心とか知性とかに溢あふれた男を婿むこに迎むかえて、王族の権力が強まる方が嫌いやなのよ」

「アーシェ様……！」

　口をあわあわさせてキョドるエレナを鏡越ごしに見て、アーシェは小さく息をつく。

「いいのよエレナ。誰も聞いてないわ。そもそも、この国にはもう王制なんていらないのよ。議会は貴族と平民の意見をきちんと吸い上げて機能しているし、反王制派だって国民の意志の一つではあるわ。それにね。台座扱あつかいされるのはまだマシなのよ？」

　まつげの調子を確かめてソファから立ち上がり、アーシェは両手を広げて自分の姿をヴァンに見せた。

「見て。この私の体は、いつか政略結けつ婚こんでどこかの国の王に娶めとられるためにあるの。毎日体を磨みがき上げているのも、運動を欠かさず体形を保っているのも、その時に私自身の価値を最大にするためなの。私の体は、私の物じゃないのよ」

「おい、なにもそこまで──」

「それにね」

　ヴァンを遮さえぎるようにアーシェは言い、自分の首を両手で握にぎり、そして緩ゆるく絞しめた。

「うえ」

　とわざとらしい声を出してから小さな舌をちろりと出し、ヴァンに視線を向ける。

「私の命も、私の物ではないの。この心臓が動き続けているのは、いつか国とか、王族とか、貴族とか、議会とか、そういうくだらない存も在のがヘマをした時に、その責任を肩かた代がわりするためなの。台座の首を刎はねて国が救われるなら、それなりの釣つり合いでしょ？」

　問いかけるアーシェに対し、ヴァンはなにも答えず、じっと見返していた。

　アーシェはなにも言わないヴァンを見つめ、瞳ひとみを細めた。やがて、軽けい蔑べつするような、あるいは、諦あきらめるような視線を向ける。

「……つまんない男ね。もういいわ。続きはまた明日にしましょう。エレナ。行くわよ」

「は、はいっ！」

　スタスタと奥の扉とびらに向かうアーシェに、エレナがトタトタと走り寄る。

　その時。

「……お前は『台座』なんかに収まるような女タマじゃねえよ」

　ヴァンの言葉が、ノブに手をかけていたアーシェの背中に届く。声は続いた。

「お前はバカなんかじゃない。自分が周りにどう認にん識しきされているか把は握あくしているし、王国の政治がどういうバランスで機能しているかも理解している。お前はバカじゃない。バカはバカのフリなんてできないからな」

　ピクリと、アーシェの指が震ふるえる。ヴァンはソファに座ったまま、天てん井じように向かって喋しやべる。

「お前は、自分が、政治のことをなにも知らない『かわいい冠の台座』を演じることで、この国が安定することを知っている。体を磨くのも、運動を欠かさないのも、長期的には自分の美しさが王国の政治的な取引材料として最大限に活用できることが分かっているからだ」

「……なにを言っているのか全然分かんない」

　ヴァンに背を向けたまま、アーシェは答えた。今自分がどんな顔をしているのか自分でも分からず、それをヴァンに見せたくなかった。

「あんたの言ってることは勘かん違ちがいよ。私は好き勝手に生きているだけ。綺き麗れいな自分が好きなだけ。王国のことなんてどうだっていい。私は──」

「お前はさっきこう言った」

　無理におどけようとするアーシェの口を塞ふさぐみたいに、ヴァンは言った。

「自分の首は『国とか、王族とか、貴族とか、議会とか、そういうくだらない存在』の責任を肩代わりするためにあると」

「ええそうよ。それがどうしたっていうの？　なにか間ま違ちがったことを言ったとでも？」

「いや、言ったことよりも、言ってないことの方が重い」

「……どういう意味？」

「国、王族、貴族、議会。お前の首には確かにそういうくだらない物が乗っかってる。でもな、もっととびきり大きな物が、乗っかってるんだよ。それは国民だ」

「っ！」

　肩がびくりと跳はねてしまったのを、ヴァンに気付かれただろうか。気付かれたくないと思い、そう思ってしまったことが恥はずかしくて、顔が羞しゆう恥ちに紅あかくなるのを感じた。

「王国の民たみが間違った方向に進み、その代だい償しようとしてお前の首が必要になることもあるかもしれない。けれど、お前は彼らのことを『くだらない存在』には入れなかった。なぜか？　簡単だ。お前はそれを『くだらない存在』だとは全く思っていないんだ」

「いいいっ、言い忘れただけよ！　そんな──」

「無理すんな。お前は誰よりもこの国のことを想おもっている。悪かった。訂てい正せいする」

　そして、ヴァンは言った。

「お前には、王の器うつわがあるよ」

　アーシェの胸の奥の方がカッと熱くなり、これまで自らを律するために凍こおらせてきた己おのれの心を溶とかしていった。まるでその溶けた心が溢れ出るかのように、目め尻じりに涙なみだが溜たまっていく。

「なあ、アーシェ」

　アーシェは、なんとか泣きそうになっていることを悟さとられないように、気き丈じように答えた。

「……なによ」

「たとえ、古いにしえの神がお前になんと言おうとも──」

「！」

　古の神は、この世界に人間を作ったと言われる存在である。その存在は絶対であり、であるが故ゆえに「古の神がお前になんと言おうとも」というのは「神に背そむいても譲ゆずらない」という決意を込めた前置きだった。

　ヴァンは、ゆっくりと言った。

「──お前の体も、お前の心も、お前自身の物だ。誰の物でもない」

　アーシェは反射的に振ふり向いた。涙が零こぼれて、小さな真しん珠じゆのような数すう粒つぶの水玉が飛び散った。羞恥と怒いかりに満ちた瞳をヴァンに向け、両手を強く握って、叫さけぶ。

「うるさいっ！　なんにも知らないクセに！　あんたなんか《虚きよ無む》に飲まれろ！」

　そして扉を開き、アーシェは逃にげるように廊ろう下かを走っていった。エレナも慌あわてて廊下に出て、ぴょこんとヴァンに一礼してから扉を閉めた。トタトタと頼たよりない足音が小さくなっていく。

「……」

　ノイエと二人だけになった静かな部屋で、ヴァンはポカンとしていた。

「《虚無》に飲まれろ」というのは、大陸に伝わる神話に由来する、この地方において最大級の侮ぶ蔑べつの言葉だ。ヴァンは良く口走るが、普段は場末の酒場でもなければ滅めつ多たに聞ける言葉ではない。ましてや、人前でなくても王族の人間が口にしていいような言葉ではなかった。そしてもちろん、ヴァンの十七年の人生の中でも、女に言われたのは初めての経験だった。

「……ハッ、ハハッ」

　思わず口から笑みが零れ、ヴァンはソファに体を預ける。なんにも知らないクセにと言われ、信じられない罵ば倒とうの言葉を浴びせられながら、ヴァンは笑うのを止められなかった。

　天井に向かって、ぼんやり呟く。

「……なんだ。ちゃんと怒おこれるじゃねえか」

　勢いを付けて体を起こした時には、ヴァンの表情からは笑顔は消えていた。

「さてと、次はお前だ。ノイエ」

　ずっと黙だまっていたノイエは無表情のままこちらを見る。

「なんでしょうか、マスター」

「お前に対して聞きたいことも言いたいことも山ほどあるんだが、それは後にする。今日はもう疲つかれた。だから今はお前の意見を聞かせてくれ」

「かしこまりました。マスターの仰おおせのままに。なんなりとお聞き下さい」

　ヴァンは一いつ瞬しゆん口元に手を当ててから、勢いで言った。

「ナラクはなにを企たくらんでいると思う？」

　ノイエはヴァンの目を見たまま少し沈ちん黙もくし、そして答えた。

「ナラク様の最終目的はアルスマギカを全すべて入手することだと思われます」

「ああ。親父おやじもそう言っていた。それを阻そ止しするのが俺の役目だと」

「ええ。そして私は貴方あなたのその願いを守るために作られました」

「別にそれ俺の願いじゃないんだけどな……。まあいい。じゃあ、そのナラクがアーシェの命を狙ねらってるのは、なんでだ？」

「張り子の竜りゆうを暴走させたのがナラク様であるという証しよう拠こはありません」

「あんなすげえ術を使える魔ま工こう学がく士しがそう何人もいてたまるかよ」

　ヴァンはウンザリした顔で背もたれに体を預ける。

「俺には分かる。あれはナラクの仕し業わざだ。あいつはアーシェを殺そうとしていた。でもなんでだ？　この国にはアルスマギカはないだろ？」

「私が有する情報の範はん囲い内では、ロイド王国はアルスマギカを保有していません」

「もって回った言い方だな……。となると、アーシェの持っているあの護アミユ符レツトが狙いか？　どうしてナラクがそんなもん欲しがる？」

「回答するには情報が不足しています」

「それとも、護符が場所を示すという王おう冠かんが狙いなのか？」

「回答するには情報が不足しています」

「ロイド王国の王冠には、なにか特別な力でも眠ねむってんのか？」

「回答するには情報が不足しています」

「お前それしか言えないのかよ！　ホントにポンコツだな！　一世代前の自動オート人形マタだって、もうちょっとマシな返答するぞ!?」

　ノイエは怒ったのか、小さく頰ほおを膨ふくらませて、ジト目でヴァンを睨にらんだ。

「分からないことを分からないと言うのは賢けん人じんの正しい振る舞まいです。憶おく測そくで物事を断定するのは危険な行こう為いですから。私が知っていることなら、なんでもお答えします」

「お前なんにも知らねえじゃねえか」

「失礼な。私の記き憶おく書庫には一万冊の書誌情報が格納されているのですよ。知識においてはマスターを圧あつ倒とうしています」

「たとえばなにを知っている？」

「そうですね……」

　伸のばした人差し指を顎あごに当てて考えたノイエは、自信を持って答えた。

「たとえば『ペットの子犬にトイレの仕方を覚えさせる方法』とか」

「もういい分かった黙れ喋るな」

　再び天井を見上げ、ヴァンは呟つぶやく。

「そもそも、どうしてナラクはアルスマギカを全部揃そろえようとしているんだ？　全部揃えるとなにが起きる？」

　沈黙。なんの返事もないことにヴァンは少し驚おどろいて顔を上げた。

「ノイエ、なんで黙ってるんだ？　これはお前が知ってることだろ？　教えてくれよ」

「……マスター。申し訳ありません。それは、私にも分からないのです」

　それはまるで、自分の口から出る言葉に困こん惑わくしているような、そんな喋り方だった。

「アルス様は、その理由を知ることが、マスターにとって不利益になると考えているようでした」

　突とつ然ぜんノイエの小さな唇くちびるから父親の名前が出てきて、ヴァンの肩が小さく震えた。

「……親父が？」

「はい。そのため、ナラク様の目的は、私も知らされていません。アルスマギカを集めることがなにを意味するのか、私にも分からないのです」

「そうか……」

　窓の外で梟ふくろうが鳴いた。いつの間にか夜が更ふけていた。ヴァンはあくびをしながら立ち上がった。

「続きは明日にしよう。今日はもう寝ねる」

「かしこまりました。マスターの仰せのままに」

「その大おお仰ぎような物言いも、どうにかなんないのかな……」

　窓越ごしの小さな月を睨みながら、ヴァンは挑ちよう戦せん的てきな笑えみを浮うかべた。

「……待ってろよナラク。数日この城にいられるなら、その間にそのウィンザーとかいう澄すました化けの皮を剝はがしてやるからな。ケケケケケ！」

「マスター。口から漏もれている笑い声が気持ち悪いです」

「悪わる巧だくみより楽しい物はこの世界にはない！」

「マスターの世界は定義が歪ゆがんでいます」

「なんだと!?」

「事実を申し上げたまでです」

　その後、ヴァンとノイエの口くち喧げん嘩かは暫しばらく続いたが、与あたえられた客間がここ一室だけであることと、その客間にベッドが一個しか置かれていないことに気付いたヴァンが半はん狂きよう乱らんになるのは、すぐ後のことであった。
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　ヴァンはガタガタ揺ゆれる空間の中で、うんざりした顔を隠かくしもせずに呟いた。

「……なんで、俺がお姫様のお守もりをしなきゃならないんだ？」

　すると向かいに座っていた近衛隊隊長のカナ・ダインが叱しかりつけた。

「貴様、姫様に向かってその口の利きき方はなんだ！」

「知るか！　大体お前がいるなら護衛なんていらんだろうが！」

「そもそも私はお前ごときを姫様の護衛と認めたわけではない！」

「当たり前だ！　俺は護衛なんかになった覚えはないぞ！」

　二人が睨み合っていると、ノイエがすっと肘ひじを曲げて小さく手を挙げる。

「よろしいでしょうか」

「なんだ？」

「皆みなさん見ていらっしゃいます」

「「なっ!?」」

　ヴァンとカナが窓の外を見ると、通り過ぎる景色の中、石いし畳だたみに並んでいる多数の人々が興味深そうにこちらを覗のぞき込み、笑顔で手を振っていた。

　彼らが乗っているマギカ馬車──マギカの力で車輪を回しているので馬は使われておらず、正確には馬車ではないのだが、伝統的にそう呼ばれている──は、既すでに城を出て、城下町に入っていた。

　言い争っていた二人が硬こう直ちよくする中、完かん璧ぺきな笑顔で窓の外に手を振り続けているアーシェ姫は、その笑顔を民衆に向けたまま、冷たい一言を放った。

「あなたたち、城を出たら仲良くしなさいって言ったわよね。あとでお説教だから」




　　　　◆




　ヴァンとノイエが王城に泊とまった翌朝。快晴を報しらせる小鳥の鳴き声を聞きながら、ヴァンはどうすればナラクの所へ行けるかをソファに寝ね転ころびながら考えていた。

　ちなみに、なぜソファに寝転んでいるかというと昨日はソファで寝たからであり、なぜソファで寝たのかというと、ノイエが自分より先にベッドに潜もぐり込んですやすや寝ね入いってしまったからである。とても自動オート人形マタとは思えない主人への忠誠心であった。

　さて、王城に招かれたとはいえ、単なる客人でしかないヴァンは、城内の限られた場所にしか立ち入ることはできない。ナラクはこの王城のどこかにいる筈はずだが、正せい攻こう法ほうでそこに近づくことはできないだろう。

「結局は潜り込むしかないか……」

　もしバレたり捕つかまったりしたら、自分たちを招いたアーシェの顔に泥どろを塗ぬることになる。けれど、ナラクがなにを企んでいるかを知ることの方が、長期的にはアーシェのためになる筈だ。

　ベッドをちらりと見ると、まだノイエは首まで絹のシーツにくるまれて気持ちよさそうに眠っている。ベッドの周りには、昨日彼女が着ていた服が、下着を含めて全て乱雑に脱ぬぎ捨てられていた。なんというか自じ堕だ落らくだ。

「んん……」

　自動人形のクセに悩なやましげな声を漏らしながら寝ね返がえりを打つ。純白の薄うすいシーツがたぐられ、ノイエの体にまとわりつく。シーツが描えがきだす曲線は、緩かん急きゆうには乏とぼしいものの、とても柔やわらかそうで──

　シーツに隠された部分を想像し始めた自分の頭を叩たたきつつ、意識を切り替かえる。

「ええと、なにについて考えていたんだっけか？」




　コンコン。




「失礼いたします。ヴァン様、ご希望されていたお召めし物をお持ちしました」

　入ってきたのはアーシェのお付きメイドであるエレナだった。ヴァンとノイエがここを去るまでは、二人の世話役をしてくれることになっている。

「おお、助かったぜ」

「サイズが合うと良いのですが。あと、こんな古着で良いのですか？」

　エレナが持ってきたのは、魔ま工こう学がく士しのための服だった。マギカを差し込むためのスリットやポケットが沢たく山さんついている物だ。とはいえ、城に残っていた古着なのでマギカは全部取り外されているし、魔工学士ギルドの紋もん章しようも縫ぬい付けられていない。

「助かったよ。貴族用の服じゃ落ち着かないからさ。サイズも問題ないみたいだ」

　袖そでを当てて確かめて見せると、エレナは手を合わせて喜んだ。

「良かったです！　それでは、お着き替がえになりましたら中庭にいらして下さいね。皆みな様さま、もうお待ちになっておりますので」

「え？　なんで？」

「あれ？　私が聞き間ま違ちがえたのでしょうか？」

　エレナが少し驚いたように首を傾かしげる。

「お二人は本日、アーシェ様の市中視察の護衛をなさるんですよね？」




　　　　◆




「なんで、俺がお姫様のお守りをしなきゃならないんだ？」

「貴様、姫様に向かってその口の利き方はなんだ！」

「お二人とも、その発言は本日二十四回目です」

　冷静なノイエのツッコミに、ぐぬぬと二人は口をつぐむ。そして、二人とも諦あきらめたように大きくため息をついた。

「これのどこが市中視察なんだよ……」

「それを言われると私も辛つらい……」

　二人が道の真ん中でどんよりしていると、帽ぼう子し屋での「視察」を終えたアーシェが、両手に紙かみ袋ぶくろを山ほど抱かかえて笑顔で店から出てきた。

「二人とも！　次行くわよ！　次！」




　アーシェが行う「市中視察」とは、極きわめてシンプルな物だった。

　即すなわち、「お買い物」である。

　城下町にある店に入り気に入った物を片かたっ端ぱしから買う。そして次の店へ移動。これだけ。

　入るお店は気まぐれなのか、最初から決め撃うちなのか分からないが、その業種や店の大きさは多た岐きに亘わたっていた。

　服屋や帽子屋は当然として、宝ほう飾しよく店のような身につける物だけでなく、工具屋、金物屋、生花店など、およそ王家の人間が普ふ段だん立ち寄ることがないであろう小さな店まで、アーシェは楽しそうに見て回り、そしてなんでも買い漁あさった。

　店てん舗ぽを持たない行商人露ろ店てんや屋台なども、目に付いた所は必ず立ち寄り、なにかしらを買ってはマギカ馬車に詰つめ込んでいった。

　昼を過ぎた頃ころになっても、アーシェの「視察」は続き、もう何件目だか覚えてない宝飾店の中で、疲つかれ切ったヴァンとカナは店の隅すみの椅い子すに並んで座っていた。店の中央で、店主とアーシェが楽しそうに話している。

「これを見み初そめるとはさすがはアーシェ様、お目が高い！」
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「素す敵てきだわ！　まるで最初から私が身につけるためにあったみたい！」

「もちろんです！」

「ああ、でもこっちも素敵！」

　まったく疲れを見せないアーシェをぼんやり見つめていると、珍めずらしくカナの方から話しかけてきた。

「ヴァン、昨日お前は伝統にも意味があると言っていたな。しかし、これはどうだ。さすがのお前も、適当に言葉を並べてこの現状を擁よう護ごはできないだろう？」

「どういう意味だ？」

「見ての通りだ。姫様は大変な浪費家なのだ」

　うんざりした口調で、カナは続けた。

「民たみの前に出る機会がある度たびに三人の仕立て職人から三着のドレスを作らせて、それを全すべて買い取る。着るのは一着だけなのに、だぞ」

　自分の口から出た言葉から感じた苛いら立だちを隠すかのように、カナは腕うでを組む。

「それだけではない。姫様の身の回りの世話をするメイドが何人いるか知っているか？　三十六人だ。三十六人！　掃そう除じや洗せん濯たくメイドではないぞ。身の回りの世話だけで三十六人だ。朝起こす係、服を着せる係、顔を洗う係、髪かみをとかす係、髪を結ゆう係、肌はだを香油オイルで擦こする係、爪つめを磨みがく係、歯を磨く係、……そんなのひとまとめにできるだろう！」

　思わず声が大きくなるが、アーシェと店主は話に夢中で、こちらを気に留めなかった。

　ヴァンは肩かたをすくめた。

「まあ、そりゃ確かに金がかかるわな。髪を結うくらい自分でできそうなもんだし」

「以前ご自分の髪かみ型がたを弄いじるのが趣しゆ味みになった時期があり、おかげで髪を結う係に暇ひまを出すことができたんだが、すぐに飽あきられてしまってな……」

　と、そこで諦あきらめたようにため息をつくカナ。

「……血筋なのかもしれない。亡なき王おう妃ひ様は、忠誠に足る素す晴ばらしい方だったが、見た物を全て欲ほつしてしまう浪ろう費ひ癖へきを持つ方だった。今のアーシェ様は、まるでうり二つだ」

「へえ……。遺伝って、奴やつかね」

　そこで初めて、ヴァンは興味を惹ひかれたという表情で、次から次へと高そうなブレスレットを付け替えているアーシェを眺ながめた。ヴァンの視線に気付いたアーシェは顔を輝かがやかせて叫さけんだ。

「これも頂くことに決めたわ！　店主、お代は後で王城に取りに来て頂ちよう戴だい！」

　カナが、さっきよりも一段深いため息をついた。







　　　　◆




「なんで車で帰らないんだよ……」

　ヴァンが歩きながら零こぼした愚ぐ痴ちに、今朝から何度口くち喧げん嘩かをしたのか最も早はや覚えていないカナが、力ちから尽つきたような声で、それでも言い返した。

「姫ひめ様の買い物で車の中が埋うまってしまったのだからしょうがないだろう」

　二人は視線を交かわした後、これも今日何度目だか分からないため息をついた。彼らの手には、車にも載のせきれなかった荷物──帽子を入れた丸い箱とか、服が詰まっている紙の袋ふくろとか──が山ほど抱かかえられていた。

　前を歩くアーシェは家々の窓から手を振ふってくる民に対して、笑え顔がおを振りまいている。もちろん、手ぶらで。

　どこの国でも大差はないが、城下町というのは中央に聳そびえる王城を中心に、ぐるぐると渦うずを巻くように下り坂の道を伸のばし、その左右に店や家が建つ形で構成される。

　これは、外から攻せめ入った敵が簡単に王城にたどり着けないようにするための構造上の工く夫ふうだ。要所要所に建てられている簡易関所のような巨きよ大だいな門も、外敵の侵しん入にゆうを許した時に、その進行速度を遅おくらせる際に閉める物で、緊きん急きゆう時以外は使われることはない。

　逆に言えば、王城にたどり着くためには長い長い坂道を登らねばならないわけで、買い物が多すぎて車に乗りきれず、自前の駆く動どう装置──つまり、足──を持つ者たちは歩いてその長い長い坂道を登るしかないのである。

「よろしいでしょうか」

　ヴァンの半分くらいの荷物を持たされて、紙袋のお化けみたいな見てくれになっているノイエが発言を求め、カナに聞く。

「なぜ、車を二台用意しなかったのですか？」

「名目上は市し井せいの視察であって、お買シヨツい物ピングではないからだ。それに、普段はさすがにここまで大量に買い物をすることはなかった」

　カナは怒おこったような、けれど、少し戸と惑まどったような顔をアーシェの背中に向ける。

「それに、今日はいつにも増して機き嫌げんが良いように見える。なにかあったのだろうか」

　カナは少し考えてから、ふと気付いたようにジト目でヴァンを睨にらんだ。

「お前、姫様によからぬことを教えたのではないだろうな？」

「『よからぬこと』ってなんだ」

「私の口から言わせるつもりか！　なんたるゲスな男だ！」

「誰だれがゲスなのかハッキリしたよな今!?」

「あの、マスター、よろしいでしょうか」

　ノイエが本日七十二回目の口喧嘩に割り込み、ヴァンに無表情な瞳ひとみを向ける。

「前方から、音が聞こえます」

「なに？」

　言われて目を凝こらす。渦うず巻まき状になっている石いし畳だたみは緩ゆるいカーブを描えがいているため、道の先を見通すことはできない。しかし、確かになにかが近づいてくる音が聞こえる。

「なんだ？　地じ響ひびきのような──」

　言いかけたその時、そのカーブの向こうから、一いつ匹ぴきの動物が現れた。

　雄お牛うしだ。

　全身が筋肉でできているかのような筋張った黒い体と、力強い二本の角を大きく揺ゆり動かしながら、石畳を駆かけ下りてくる。ヴァンはカナに聞いた。

「城下町に雄牛を走らせる文化がこの国にはあるのか？」

「あるわけないだろ！　姫様、脇わきに避よけて下さい！」

　カナの叫びを聞いても、アーシェは動けなかった。恐きよう怖ふではなく、カナの言葉に従う方法を思いつけなかったのだろう。

　何な故ぜなら、雄牛が一匹でなかったため、脇に避けようがなかったのだ。

　カーブの向こうから次々と現れた雄牛は、少なくとも百頭を超えていた。

　視界を埋め尽つくす雄牛の足音が、震しん動どうとなって体に伝わってくる。ヴァンが叫ぶ。

「逃にげろオッ！」

　一行は慌あわてて来た道を全速力で駆け下りる。たかが牛と侮あなどるなかれ、人間の数倍の体重を持つ彼らの突とつ進しんを受けたら、大の男でも衝しよう撃げきで死ぬレベルなのだ。ヴァンは必死の形相で走るアーシェに向かって大声で訴うつたえる。

「この荷物捨てていいよな!?　そしたらお前を抱えて走れる!!」

「えっ？　だっ、駄だ目めよっ!!　どれも一点物なのよ!?」

「そんなこと言ってる場合かよ！」

　怒ど鳴なるヴァンに対し、それでもアーシェは必死に首を振った。

「駄目ったら駄目なの！　それよりカナ！　この先の門を閉めさせなさい！　ここで食い止めるのよ！」

「は、はいっ！」

　カナは身につけている耳みみ飾かざり形のマギカに呪じゆ文もんを唱えて起動する。

「《石よ、声を届けよ！》　城下町全定点詰所はただちに門を閉じ、衝撃に備えよ！」

　その間も四人は石畳を全速力で駆け下り、それを百頭強の雄牛が追いかける。

　下り坂の遥はるか下で、無情に巨大な扉とびらが閉められていくのが見えた。ヴァンが叫ぶ。

「おい待て！　俺らはどうするんだよ！　門と牛に挟はさまれてぺちゃんこだぞ！」

　アーシェが怒鳴り返す。

「なにか考えなさい！　あんた魔ま工こう学がく士しでしょ！」

「だから俺はマギカを使えないんだって昨日説明しただろ！」

「マスター、よろしいでしょうか」

　両りよう肩かたに紙かみ袋ぶくろを幾いくつもぶら下げながら全力疾しつ走そうしつつ、それでもノイエは息を切らすこともなく、冷静にヴァンに発言を求める。さすがは自動オート人形マタ。

「どうした！　なんかアイデアがあるのか!?」

「もちろんです。私は貴方あなたと貴方の願いを守ります」

「それはもう分かったよ！　この状じよう況きようを切り抜ぬける方法を教えてくれ！」

　徐じよ々じよに門──つまり行き止まり──が近づいてくるのを見て、ヴァンは顔を引きつらせながら叫ぶ。ノイエは無表情な瞳を向けて言った。

「《創成》するのです。私は、どんな魔宝石マギカ具マグでも作り出すことができます」

「おお、そうだった！　じゃあ頼たのむ！」

「はい」

　ぐっと頷うなずいたあと、ノイエは黙だまって走り続けた。




　沈ちん黙もく。




　我が慢まんしきれずヴァンが叫ぶ。

「早くしてくれよ！」

「なにを作るのかはマスターに命令して頂かなければなりません」

「なんでそこで融ゆう通ずうが利きかないんだよっ！　そもそもどんな魔具マグがあればこの状況を解決できるってんだ！」

「それはマスターに考えて頂かないと……」

「ホント使えないなお前！」

「失礼な。私の記き憶おく書庫には一万冊の──」

「それはもういいからっ！」

　人間の脚きやく力りよくよりも雄牛のそれの方が遥かに速い。地響きは更さらに大きくなり、無数の雄牛の殺気の籠こもった鳴き声が耳をくすぐる。ヴァンはヤケクソで叫んだ。

「ノイエ！　空だ！　空を飛べる道具を作れ！」

「かしこまりました。マスターの仰おおせのままに」

　ノイエは前を向き、静かに告げる。

「『空を飛べる道具』を《創成》します。……《生まれよ》」

　途と端たん、ノイエの灰色の髪に飾かざられたアルスマギカ《創成》が深しん紅くの光を周囲にばらまく。幾筋もの光が触ふれた様々な物が、まるで光の紐ひもに引っ張られるように空中に舞まい上がる。建てかけの家の前に置かれていた材木、住人が持っていた無数のマギカ、双ふた子ごの黄身の目玉焼きが載のったままのフライパン、子供が転がして遊ぶ乗り物の車輪、それらが光に包まれながら空中で一つの形を作り上げていく。

「うわっ！」

　ヴァン、カナ、ノイエが持っていた紙袋と、その中身の服も深紅の光に引き寄せられて破れ、広がり、結び合っていく。

「「きゃああああっ！」」

　ヴァンのすぐ側そばで絹を引き裂さくような悲鳴が二つ響ひびく。

　見ると、アーシェとカナが着ている服も、以前と同じように綺き麗れいにひん剝むかれ、今や道みち幅はばと同じくらい大きくなっている光の固まりに吸い込まれていった。薄うす手でのキャミソール姿のアーシェが真っ赤になって叫ぶ。

「またなのっ!?　なんでいつも服を脱ぬがすのよ!!」

「布が足りませんでした。それに、お二人の衣服にはマギカが縫ぬい付けられているので」

「『ので』じゃないわよっ！　なんであんた自分の服は使わないわけ!?」

「だって恥はずかしいですし」

　無表情のまま、少しだけ頰ほおを染めるノイエ。アーシェとカナが必死の形相で叫ぶ。

「「お前が言うなっ！」」

　三人娘むすめがかしましいやりとりをしているうちに、光が弾はじけ、そこに巨大な物体が現れた。

「これは……グライダーか！」

　木材を骨組みに、アーシェが買い集めた高価な服を繫つなぎあわせて翼つばさとした、まるで子供が飛ばすオモチャをそのまま大きくしたような飛行機が、ヴァンたちのすぐ上を滑かつ空くうしていた。

「みんな俺に摑つかまれ！　早く！」

　肌はだを露あらわにしたアーシェとカナが真っ赤になりながら、ノイエは無表情のまま従うと、ヴァンはグライダーの下に取り付けられた手すりに摑まり、マギカを起動する。

「《石よ！　天に向かって飛べ！》」

　取り付けられたマギカが光り出し、巨大な翼が大きく形を変える。

　途端。




　バアアアアアアッ！




　グライダーは坂道を下りながらも機首を起こし、目の前に迫せまっていた門をかすめるように空に向かって飛びあがった。門の上に立っていた衛兵が驚おどろいて尻しり餅もちをつくのが見えた。

　ヴァンはすぐに操縦に慣れ、城下町の上を旋せん回かいした。

「凄すごい！　私たち飛んでるっ！　見て！　みんなが手を振ふってるわ！」

　アーシェが瞳を輝かがやかせながらヴァンに話しかけ、その体にしがみつく。相手が服を着ていないせいか、思いの外柔やわらかな感かん触しよくが腰に伝わってきてドキリとした。

「世界って、こんなに綺麗なのね……」

　城じよう壁へきの外に広がる平原、その向こうの森、更にその向こうに連なる山々が織りなす雄ゆう大だいな景色を見て、アーシェが羨せん望ぼうに満ちた瞳で呟つぶやく。ヴァンは頷いたが、答えなかった。

　彼は、町を見下ろしながら別のことを考えていた。

　雄牛の群れは、門の手前で走るのをやめ、うろうろと歩き回っていた。
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　まるで、追いかけていた目標を見失ったかのように。

「ねえヴァン、もうちょっと低く飛んでよ。もっと町が見たいわ」

　脳天気なことを言うアーシェに、思わずヴァンは今言うべきでないことを口にしてしまう。

「お前、自分が王女とは思えない格好してるってこと忘れてないか？」

「え？……きゃあっ！　ばか！　スケベ！　ヘンタイ！」

「暴れるな！　バランスが取れなくなるだろ！　うわっ！」

　急な風に煽あおられてグライダーが真横に傾かたむき、三人の叫さけび声が空に響き渡わたった。







[image: 第７章　兄弟喧嘩とはこうやる物だ]







　ヴァンは王城の廊ろう下かを、腕うで組ぐみをしながらゆっくり歩いていた。中庭に面した渡り廊下の、継つぎ目が分からないように装そう飾しよくされた大理石の床ゆかの上に、午後の陽光が等とう間かん隔かくに置かれた柱の影かげを映し出している。

　グライダーはなんとか王城まで無事にたどり着いた。アーシェとカナは城下町の混乱を収しゆう拾しゆうする仕事で午後は忙ぼう殺さつされるらしく、ヴァンとノイエは好きにしていて良いということになった。それで、ノイエを客間に残して城の中を歩いていたのである。

「……さて」

　立ち止まり、前方を睨にらむ。廊下には他ほかに誰だれの姿もない。けれど、ヴァンは真っ直すぐ前を見み据すえて言った。

「あの牛も、お前の仕し業わざなんだろ？　ナラク」

「もちろん。他の誰がやるって言うんだい？　兄さん」

　ヴァンが通り過ぎた柱の陰かげから、魔工学士ギルドのローブを身に纏まとったナラクが姿を現し、兄の背中に向かって喋しやべる。ヴァンは振り返り、睨みつける。

「生物の意志を操あやつるマギカの開発は禁きん忌きだ。魔工学士ギルドの規則にも反している」

　それは、魔工学士の間での絶対のルールだった。

　かつて、ある国の領主が「民たみが自分の命令を従順に聞き、国の発展に尽つくすようになるマギカ」を開発させたことがあった。その試みは半分は成功、半分は失敗だった。領民は二つの要求を同時に達成するために、まず領主を殺すことでこれ以上新たな命令が出ないようにし、そして無む秩ちつ序じよに他領地に攻せめ入って死ぬまで戦う機械になってしまったのだ。

　この国は遥はるか昔に滅めつ亡ぼうしているが、今もなおかつての領民が自分が既すでに死んでいることも気付かずに大陸を徘はい徊かいし、与あたえられた役割を果たそうとしているという伝説がある。

　そういう経けい緯いがあって、人間だろうと動物だろうと、生物を洗脳するマギカの開発は魔工学士ギルドによって厳しく禁じられている。

「雄お牛うしを走らせたことを言ってるのかい？　それくらいなんだって言うのさ。羊飼いの杖つえにだってベル型のマギカが嵌はまっているじゃないか。あれと同じだよ」

「詭き弁べんを言うな。羊飼いが使ってるマギカは風向きを弄いじって羊を誘ゆう導どうしてるんだ。羊その物を操ってるわけじゃない」

「それこそ詭弁だよ。工程を一つ省くかどうかの違ちがいじゃないか」

　ナラクは嘲あざけるような笑えみを浮うかべる。

「第一、あの『狂きよう気きの魔ま工こう学がく士し』であるアルスの弟で子したる僕たちには、そんな倫りん理り観を論ずる資格なんかない。そうじゃないかい？」

　反射的にヴァンは一歩前に出るが、拳こぶしを握にぎりしめて自制した。腹の底から声を絞しぼり出す。

「……決着をつけるしかないようだな」

　その言葉に、ナラクは更に唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「笑わせるなよ。ここで戦うつもりなんかないクセに」

「俺は本気だ！」

「だったらどうして《創成》を連れてきていないんだい？　兄さんが僕と戦うためには、あれが必要だ」

　ヴァンはぐっと言葉を飲み込む。ナラクは少しだけ楽しそうな顔になる。

「僕に聞きたいことがあるんだろう？　そのために《創成》を部屋に留とどめ、僕が接せつ触しよくしやすいように人通りのない廊下を選んで歩いていた。兄さんのことならなんでも分かるさ」

　廊下は見通せる限り他に人はいなかった。ナラクがベルトに刺ささっているマギカの一つを指で弾はじいた。そのマギカだけが淡あわく煌きらめいている。起動しているのだ。

「今なら誰も来ないよ。人避よけの結界を張ってある」

　ヴァンはナラクの瞳ひとみをじっと睨みながら、口を開いた。

「聞きたいことは二つある。一つ目、お前の狙ねらいはなんだ？」

「アーシェが持っている護アミユ符レツトだ。分かってるんだろう？」

「なぜ護符が必要なんだ」

「答えるつもりはない。兄さんには関係のないことだ」

　軽い受け答えだったが、明確な拒きよ絶ぜつの意志が込められていた。

「……二つ目。何な故ぜ、本気を出さない？」

　ナラクの作り笑顔が微び妙みように崩くずれ、驚いた表情になる。ヴァンは続けた。

「城下町に雄牛を走らせるなんて馬ば鹿か馬鹿しいことをしなくても、今のお前の実力ならもっと上う手まくアーシェを殺せた筈はずだ。あれは、なにか理由があるんだろ？」

「……兄さんにそこまで評価して貰もらえるのは嬉うれしいね。家出をしてまで修しゆ行ぎように励はげんだ甲か斐いがあったというものだよ」

　ナラクは小さく首を振り、より楽しげな視線をヴァンに送った。

「ただ、兄さんも、自分自身をもう少し評価してもいいと思うよ」

「俺自身？」

「そうさ。簡単に言えばね、僕は兄さんが怖こわいんだよ。より正確には、兄さんに付き従っているあの第七のアルスマギカ、《創成》がね」

　ナラクが一歩前に出る。そしてもう一歩。

「まだ兄さんは《創成》の本当の力を引き出せていないけれど、負けるかもしれない戦いに挑いどむ英えい雄ゆうより、逃にげる臆おく病びよう者ものの方が長生きする。我らが偉い大だいなる父アルスの言葉だよ」

　一歩ずつ近づいてくるナラクに、ヴァンは自然と体が硬かたくなった。

「僕は臆病者でいい。その代わり、兄さんに英雄になって貰うことにした」

「……どういう、意味だ？」

　ヴァンの前に立ったナラクは両手を広げて楽しそうに答えた。

「言葉通りさ。アーシェを窮きゆう地ちに陥おとしいれ、兄さんがそれを救う。今やヴァン・アーカードはアーシェにとって最も信しん頼らいできる騎士ナイトなんだよ。元々、王城には『かわいい冠かんむりの台座』の味方がほとんどいないからね」

「だから、それがお前にとってどういう意味があるんだ」

「あるさ」

　ナラクはすっとヴァンの耳元に顔を寄せ、囁ささやいた。

「アーシェが持っている護アミユ符レツトを盗ぬすみ出せ」

「っ!?」

「兄さんは既に彼女の信頼を勝ち取っている。昔から女の子の心を摑むのが上手いからね。そんなに難しいことではないさ。そしてその護符を僕に寄よ越こせ。それだけでいい」

「……断ったら？」

「アーシェが死ぬ。今度は本気で殺す」

「なっ!?」

　目を見開くヴァンに、ナラクは真顔で言った。

「一応言っておくと、これは交こう渉しようなんかじゃない。命令だ。兄さんに選せん択たくの余地はない。……いや、一つだけ、回かい避ひ策をあげよう。愛する弟からの贈プレりゼ物ントだ」

　ナラクは伸のばした人差し指を唇に当て、片かた眼めを閉じる。

「《創成》を連れてこの国を去れ。今日中にだ。護符はいずれ僕の物になるが、アーシェの命を奪うばうことはしないと約束する」

「そんな約束、俺が信じると思っているのか？」

「信じるさ。元々兄さんたちが来たりしなければ、穏おん便びんに済ませる予定だったんだ」

　ナラクは苦く笑しよう気味に肩かたをすくめる。

「自分で分かっている筈だよ。今この国に混乱をもたらしているのは、兄さんなんだよ」




　　　　◆




　悩なやんでいる暇ひまはなかった。部屋に戻もどるなりヴァンはノイエに告げた。

「すぐに国を出る。準備してくれ」

「かしこまりました。マスターの仰おおせのままに」

　疑問も示さず確かく認にんもせずに荷物をまとめ始めたノイエが、この時のヴァンには有り難がたかった。

　ナラクは本気だ。自分の弟なのだから分かる。

　ヴァンが盗人ぬすつとの手伝いをする気がない以上、放ほうっておけばアーシェは殺される。ここは、自分が去るしかない。ナラクと決けつ闘とうするという選せん択たく肢しもないではないが、護符の重要性が分からない以上、そこまでする義理があるとも思えなかった。

　ヴァンは机の上に置かれた紙にペンを走らせ、一行の短い手紙を書いた。




『ナラクがお前の護符を狙っている。気をつけろ。　ヴァン』




　封ふう筒とうに入れて蠟ろうで蓋ふたをしてから暖だん炉ろに向かい、その上に備え付けられている真しん珠じゆのような小さくて丸いマギカを起動する。

「《石よ、鐘かねを鳴らせ》」

　マギカがぼんやりと光りだす。これはつまる所紐ひものない呼び鈴りんで、起動すると対ついになっているもう一つのマギカが音を鳴らす仕組みになっている。

「ご用でしょうか？」

　すぐにやってきたエレナに、ヴァンは封筒を渡した。

「すまんがすぐに国を出ることになった。見送りはいらないから、この手紙をアーシェに渡しておいてくれ。誰にも気付かれないように頼たのむ」

「えっ!?　は、はい！」

　エレナは手紙をエプロンのポケットに差し込み、深くお辞じ儀ぎをして部屋を出て行く。

「これで、いいんだよな……」

　ヴァンは小さく息をついて、出発の準備を始めた。

　と、その時。

「……ん？」

　廊下を急いで駆かける音が近づいてくる。そして、

「ヴァン様！」

　扉とびらが開き、今さっき出て行ったエレナが息を切らして部屋に飛び込んできた。手に布でくるまれたなにかを持っている。

「どうした？」

　エレナはポロポロ涙なみだを流しながら、持っていた包みを突つき出した。

「ここここ、これをアーシェ様がお渡わたししろと！」

「アーシェが？」

　包みを受け取り、布を広げる。中に入っていた物を見てヴァンは息を吞のむ。

「これは……護アミユ符レツトじゃないか！」

　紛まぎれもなく、アーシェが身につけていた護符だった。ヴァンには意味が分からない。

「どうしてこれを俺に……？　っていうかエレナ、お前、こんなに早く戻って──」

　顔を上げてエレナを見た時、ヴァンは言葉を失う。

　エレナは、笑っていた。

　同時に、入り口から声が聞こえた。

「──あんたを信頼してしまった私が、愚おろかだったと言うの？」

　ハッと振ふり向くと、真っ青な顔をしながら、それでも強い怒いかりの瞳で睨にらみ付けてくるアーシェが、そこに立っていた。そして、

「なんとか、間に合いましたね。万一の事態にならなくて良かった」

　そう言いながら、笑顔を浮かべた宮きゆう廷てい魔工学士が入ってくる。手には、手紙と封筒が握られていた。ヴァンがさっきエレナに渡した物だ。ナラクが手紙を読み上げる。

「『アーシェの持つ護符を盗み出せ。さもなくば、アーシェを殺す。ヴァン』──こんな手紙を王女付きメイドに渡すとは、大だい胆たんなことをする」

　ぺらりと手紙をこちらに見せる。そこには、確かにヴァンの筆ひつ跡せきでそう書かれていた。

　ヴァンが啞あ然ぜんとしていると、目の前に立っていたエレナがワッと顔を伏ふせて泣き出した。

「申し訳ありませんっ！　この方に脅おどされて無む理り矢や理り……！」

　ナラクがツカツカと室内に入り、エレナの肩に優やさしく手を載のせる。

「貴方あなたは悪くない。最後の最後で思いとどまって、私に手紙のことを教えてくれたのですから」

　部屋の様子を眺ながめてからアーシェに話しかける。

「国外逃とう亡ぼうを図はかる直前だったようです。エレナさんは賢けん明めいな判断をされました」

　ナラクは、ゆっくりとヴァンに近づき顔を寄せる。

　そして、アーシェには届かないほどの小声で、こう呟つぶやいた。

「甘いね兄さん。全すべて僕の物だ。護符も、そして、《創成》も」

「っ!?」

　ここに至って、ヴァンはようやく状じよう況きようを理解した。

　完全に、嵌はめられた。

　ナラクは、ヴァンを逃がすつもりなど最初からなかったのだ。

　護符を盗むか、国から出て行くかを迫せまられた時、ヴァンがどう行動に出るのかナラクは分かっていた。エレナはとうの昔に買収されており、全てはこの瞬しゆん間かんをアーシェに見せるための罠わなだったのだ。

　ヴァンがアーシェから獲得した信頼を、全てナラクが乗っ取れるこの瞬間を。

　邪じや魔まなヴァンとノイエを罪人として投とう獄ごくし、恐おそらくはヴァンを死し刑けいにして第七のアルスマギカ《創成》を自分の物にしてから、その後でゆっくり護符を入手するつもりなのだろう。

　完敗だった。ヴァンはアーシェに呼びかける。

「アーシェ、これは──」

「なにも聞きたくないっ！」

　ヴァンの言葉を無理矢理遮さえぎったアーシェが手を挙げると、近衛隊長のカナとその部下たちが無言で入って来て、ヴァンとノイエを取り囲む。カナが、一いつ瞬しゆん目を逸そらしてから冷れい徹てつに言い放った。

「国家に対する反逆の罪で、お前を勾こう留りゆうする」

　ヴァンには抵てい抗こうする気力が残っていなかった。

　泣きたいのを必死に堪こらえているアーシェの顔が視界に入るのが、ただ辛つらかった。

[image: ]







[image: 第８章　信頼の連鎖]







　夜。

　垂直昇エレ降機ベーターが下降を終えて扉とびらが開き、カナが外に出ると、椅い子すに座って眠ねむりかけていた衛兵が慌あわてて立ち上がり敬礼する。

「近衛隊長殿どの！　お疲つかれ様です！」

「ヴァンに面会に来た」

　限られた人間だけが立ち入ることのできる、王城の地下にある特別な空間。ここは政治犯を閉じ込める専用の牢ろう獄ごくだった。

「立ち会いはいらない。ここで待て」

「ハッ！」

　一人で罪人と面会するのは本来であればルール違い反はんだが、城内でのカナへの信しん頼らいは厚いため──残念なことに、アーシェではなくカナに忠誠を誓ちかう騎き士しがいるほどに──、衛兵は歩き出すカナを、敬礼したままで見送った。

　この地下空間は、ほとんど地面をくりぬいただけの洞ほら穴あなだった。道はデコボコして歩きにくく、また微び妙みようにまっすぐでないため平へい衡こう感かん覚かくが狂くるう。

　マギカによって巨きよ大だいな動力を得られるようになった現在の土木技術であれば、もっとマシな地下空間を作ることもできるだろう。しかし、罪人に罪人としての自覚を持たせるために、ここだけは敢あえて汚よごれた作りになっているのだと、カナは聞いたことがあった。

　その証しよう拠こに、窓が一つもないのに、道はぼんやりと明るかった。巧こう妙みように明かり用のマギカが仕込まれているのだ。それに空気もよどんでいない。循環器ポンプを使って外の空気を入れ換かえているのだ。汚れているのは見た目だけだった。

　蛇だ行こうする道には等とう間かん隔かくに横穴があり、その先には鉄てつ格ごう子しの嵌はまった牢獄がある。アーシェが王女になってから今日まで、これらの政治犯専用牢獄は一度も使われてこなかった。ロイド王国、そして王族に謀む反ほんを企くわだてるような不ふ埒らちな輩やからがいなかったということであり、国民の忠誠度の高さを示す、カナにとっても誇ほこりと言える記録だった。

「──アーシェ様が王女になってから、今日まで、か」

　そう、今日まで。

　今日、その記録は止まってしまった。恐れ多くも王家に伝わる護アミユ符レツトを盗ぬすみだそうとした輩が現れ、即そく日じつ投とう獄ごくされたのだ。沸わき上がる怒りを静めるために、歯を食いしばり、歩く。

　道が突き当たる。そこにも鉄格子が嵌まっていた。牢獄の一番奥の空間に、ヴァンとノイエは入れられていた。

「……ん？　カナじゃねえか。どうかしたか？」

　部屋の真ん中に寝ねそべり、地面に正座したノイエに膝ひざ枕まくらをされているヴァンが、まるで世間話のように語りかけてくる。ただそれだけなら「反省の色がない！」とカナも激げつ昂こうする所だが、ヴァンの姿を見ては、とてもそんな風には怒おこれなかった。

　ヴァンの顔は、輪りん郭かくが変わってしまうくらい、殴なぐられた後だった。目の周りは真っ黒に痣あざができ、両の頰ほおは内出血でパンパンにふくれ、口からは血が垂れていた。

　顔だけではない。尋じん問もんの際に行われた拷ごう問もんは壮そう絶ぜつを極きわめたらしく、体中がボロボロになっていた。膝枕されたまま動かないのではない。全身が痛くて、動けないのだ。

　ちなみに、ノイエの方は拷問を受けていない。尋問を担当した宮廷魔工学士のウィンザーが、彼女はヴァンの下仕えに過ぎず、尋問する価値がないと判断したためだった。

　カナは横たわるヴァンを鉄格子の隙すき間まから覗のぞき、静かに言った。

「未いまだに護符を盗もうとした理由を吐はいていないそうだな」

「当たり前だろ。俺にはそんなことをする理由がねえんだからよ」

　尋問の間中、ヴァンは自分の無罪を主張し続けた。曰いわく、自分はそこにいる男──ウィンザーのことだ──に嵌められた。エレナも買収されていて、あの手紙は直前に自分が書いた物の筆跡を真ま似ねた物で、全ては自分に罪を着せるための罠わなだったのだ、と。

　もちろん、当のウィンザーを含ふくめてそんな戯ざれ言ごとを信じた者は拷問吏りの中にはおらず、ヴァンが真実を白状するまで尋問は続けられた。そしてもちろん、この場合の尋問というのは肉体に直接問うタイプの物だ。

「最後まで口を割らなかったそうだな」

「だから、俺はなんにもやってねえんだってば」

　冗じよう談だんっぽく笑おうとして、すぐに顔をしかめるヴァンがとても痛々しく見えた。どうしてか、胸の奥がきゅうと苦しくなるのを感じていた。

「それで、なんの用なんだ？」

　言われて、考える。自分は、なんのためにここに来たのか。

　私は、今なにをするべきなのか。

「……二つ、お前に伝えにきた」

　頭の中の悩なやみ事ごとに結論が出ないまま、カナの口は勝手に動き出した。

「お前の刑けいが確定した。死刑だ。明日決行される」

　尋問はポーズに過ぎない。護符を盗もうとした時点で、死刑は確定していた。

「そっか」

　ヴァンは天てん井じようを見上げて、特に感かん慨がいもなく呟いた。カナは苛いら立だつ。

「……なぜ、そんなに冷静なんだ？　死ぬんだぞ？」

「今『お前の』って言ったろ。つまりノイエは殺されないんだよな」

「ああ」

「ならいいさ。ヘマをしたのは俺だからな。ノイエが巻き添ぞえを食らう理由はない」

　それが質問に対する答えなのか、それともはぐらかされたのか、カナには分からなかった。

「それで、もう一つは？」

　ヴァンの言葉に、カナは覚かく悟ごを決める。

「……私には、お前に悪意があって姫ひめ様に近づいたとは、思えない」

　それは決して口に出してはならないことだったが、カナの偽いつわらざる気持ちだった。

「広場の時も、雄お牛うしに襲おそわれた時も、お前は姫様の命を救ってくれた。あの時のお前の瞳ひとみに、そんな邪じや念ねんがあったようには、私には見えなかった」

　目を伏ふせ、額を鉄格子に当てる。ひんやりとした感かん触しよくが、自分の心を冷静にさせ、それによって反かえって、奥底に眠っている苦く悩のうが溢あふれてきた。

「私は、もうなにを信じれば良いのか分からない。宮きゆう廷てい魔ま工こう学がく士しはうさんくさいのに王城内の信頼を一手に集めようとしている。姫様は忠誠を尽つくすべき相手なのに、あの呪のろわしい浪ろう費ひ癖へきのせいで尊敬することができない。お前は罪人なのに──」

　カナは言葉を切る。すがるようにヴァンを見つめるその瞳は、近衛隊長のそれではなく、一人の乙おと女めの物だった。

「──どうにも、私の心の中に入り込んでくる。一体、私はどうすれば……」

　涙なみだが零こぼれそうになるのを、必死に我が慢まんしていると、優やさしげな声が牢屋に響ひびいた。

「アーシェには、浪費癖なんかない」

　ヴァンの言葉に、カナは目を伏せたまま答えた。

「なにを馬ば鹿かな。お前も町に下りて共に見たではないか。あの方は、目に付いた物は自分の物にしなければ気がすまないのだ。それだけではない。言っただろう、式典の度たびにドレスを三着作らせ、その中の一着しかお召めしにならない。これが浪費でなくて──」

　その時、ヴァンが無理を押して顔を上げ、カナの言葉を遮った。

「毎回ドレスを三つの店から買っているのは、一着に絞しぼったらほかの店の売り上げが落ちるからだ」

　その言葉に、カナはハッと顔を上げる。

「……どういう、ことだ？」

「まだ分かんねえのかよ」

　ヴァンはべっこべこの顔を歪ゆがめた。どうやら、呆あきれて笑っているようだ。

「アーシェの浪費はな、町の人たちに仕事を与あたえるための演技なんだよ。メイドを無む駄だに分業させて仕えさせているのも、彼女たちに仕事を与えるためだ。王女付きでメイドの仕事を数年できれば、それ自体が身元証明になる。田舎いなかに帰っても職にありつきやすい。そのために、できるだけ多くのメイドを雇やといたいんだよ」

「しっ、しかし、ご自分のことをご自分でなされないようでは、王族としての──」

「昔、アーシェが自分で髪かみを梳とかすようにしたら髪かみ結ゆいのメイドがクビになったって言ってたよな」

「あ、ああ……」

「そういうのが嫌いやだから、自分のことはなんでもメイドにやらせているんだ。自分のせいで、誰だれかがクビになって欲しくないんだよ」

「なっ!?」

　驚おどろきの連続で、カナは二の句が継つげなかった。ヴァンは続ける。

「亡なくなった王おう妃ひ様ってのは、かなりの浪費家だったそうだな？　それは確かに民たみの税金で生活する王族としては問題かもしれない。けどな、吸い上げられた税金が、浪費によって民に返ってくるなら、これは富の循じゆん環かんだ。歪んではいるが機能している経済活動だ。そしてそれなりに長い期間行われれば、その金の行き来自体が、この国にとって、重要な商売の流れになる」

　ムチで打たれて裂れつ傷しようだらけの右手を持ち上げ、指を立ててくるくる回す。

「王妃様が亡くなった途と端たん、この循環が突とつ然ぜん終わってしまったら、どうなっていたと思う？　ドレス職人、コック、宮きゆう廷てい楽士、メイドたち、何人の失業者が王都に発生していた？」

「まさか……。姫様は彼らが職を失わないために、王妃様の浪費を継承したというのか!?」

　ヴァンは答えず、上げていた手をだらんと地面に着けた。

「証拠はない。アーシェに聞いても正直に答えてくれるかは分からん。けどな。民の顔を思いだしてみろ。あいつらには、アーシェはどんな風に映ってた？　『かわいい冠かんむりの台座』か？　浪費家で王族の自覚がない厄やつ介かい者ものか？　権力を笠かさに着た小こ娘むすめか？」

　カナは混乱していた。今日城下町で会い、アーシェに手を振ふっていた民は、皆みな笑え顔がおだった。王は民に愛されなければならない。カナがいつもアーシェにしている説教だ。

「私は──」

　なにか言わなければならないと声を絞り出すが、その先が出てこなかった。ヴァンは、ノイエの膝ひざの上で苦しげに首を回し、顔ごとカナの方を向いた。

「すぐに答えを出す必要はないさ。それに、お前に考えを変えろなんて言うつもりもない。俺は部外者で無関係だからな。ただ、これだけは言っておく」

　ヴァンはまっすぐカナの瞳を見つめ、静かに告げた。

「アーシェは、お前が命を賭かけて守るに値あたいする存在だと、俺は思うよ」

　そして、ヴァンは短い言葉をカナに告げると、それで力ちから尽つきたのか、すっと目を閉じた。




　　　　◆




　ぴちゃり、と、顔に水すい滴てきが当たり、ヴァンは目を覚ます。

　膝枕をしてくれているノイエが、透とう明めいな瞳で自分を見下ろしていた。

「お前、泣いてるのか？」

　するとノイエは首を振った。

「私は自動オート人形マタです。命令されていない感情を表に出すことはありません」

「そうか？　結構笑ったり怒ったりしてるんじゃないか？」

「それはマスターがなにかを見み間ま違ちがえているんです」

　ノイエは洞ほら穴あなの天井を見上げる。

「恐おそらく、天井に溜たまった水滴が落ちてきたのでしょう」

「……そっか」

　痛む首を僅わずかに横に向けて、鉄てつ格ごう子しを見る。誰もいない。

「カナは？」

「既すでに退去しています。マスターはカナ様とお話しの最中に気を失い、その後約三十七分間が経過しています」

「……そっか」

　同じ言葉を繰くり返した後、視線をまた上に向ける。見下ろすノイエと目が合う。

「なあ、俺が死んだら、お前はどうなるんだ？」

「血の契けい約やくが終しゆう了りようし、新しいご主人様マスターとの契約を待つことになります」

　淡たん々たんと説明するノイエ。けれど、次に口から出てきた声は、ほんの少しだけ、震ふるえて聞こえた。

「マスター、申し訳ありません。私は、貴方あなたをお助けすることができません」

　ぴちゃり、と、また顔に水滴が落ちた。

「記き憶おく書庫に格納されている一万冊の書誌情報をどれだけ検けん索さくしても、この状じよう況きようを打破する方法が見つかりません」

　ノイエは必死に我慢しているけれど、瞳から涙が零れ落ちるのを止められなかった。

「貴方と貴方の願いを守ることが、私の使命だというのに……っ！」

「……いいんだよ、そんなの」

　ヴァンはムチの痕あとが痛々しい手を持ち上げ、ノイエの目め尻じりに溜まった大おお粒つぶの涙を拭ふき取った。

「お前のおかげで、アーシェは死なずにすんだし、カナの誤解も解くことができた。この先、この国はきっと大だい丈じよう夫ぶだ。結局は裏切られちまったけど、一応エレナは王女付きのメイドだからな」

「仰おつしやる意味が分かりません。なぜここでエレナの名前が出てくるのですか？」

　ノイエが涙目のまま小首を傾かしげると、ヴァンは少しだけ笑った。

「この国に来た時、俺はエレナに命を救われたんだよ。そして、必ずその礼をすると誓ちかった。『お前の魂たましいの望みを叶かなえるために、俺は俺の全すべてを捧ささげよう』ってな」

　つい昨日のことなのに、今となっては遥はるか昔の出来事のように思えた。

「お前のその『貴方と貴方の願いを』みたいのと同じで、これはアーカード家の家訓なんだ。エレナへの恩は、この王国の未来への可能性を残すことで、実現できた。まあ、ちょっと詭き弁べんだけどな」

　持ち上げていた手を、ノイエの頰ほおに添そえる。

「だから、充じゆう分ぶんだ。お前は立派に役目を果たしたよ」

「マスター……」

　ノイエの小さくて細い手が、頰に添えたヴァンの手に重なる。ヴァンは呟つぶやいた。

「どうして、親父おやじはお前を俺に託たくしたんだろうな……」

　ヴァンの父アルスは帝てい国こく史上最も優ゆう秀しゆうな魔ま工こう学がく士しとして、マギカの性能を最大限に引き出す優すぐれた兵器を多数開発し、先の戦争での帝国の躍やく進しんに大きく貢こう献けんした。

　そしてついに、皇こう帝ていの命によって、これまで不可能と考えられていたほど強大な能力を秘ひめたマギカを開発することになり、アルスは六個の奇き蹟せきをこの世界に産み落とした。

　それらは父の名を取って「アルスマギカ」と呼ばれた。アルスマギカは一つ一つが帝国軍の一個大隊に相当する力を持つとされ、同時に、見る人間を魅み了りようして止やまない芸術的な美しさを兼かね備えていた。

　悲劇は、アルスマギカがあまりに美しかったために起きた。

　当時社交界でまことしやかに囁ささやかれた「アルスマギカを手にした者は、帝国どころか世界を手に入れるだろう」という噂うわさを信じ込んだ皇帝の息子むすこが、アルスマギカを自分の物にするために、父を暗殺したのだ。

　息子は強ごう引いんに帝国と、当時五つあったアルスマギカを継承するが、数日後に、同じ妄もう執しゆうに取り憑つかれた自身の側近に殺されてしまう。

　その後も暗殺の連れん鎖さが続き、危あやうく帝国が自じ壊かいしかけるまでに陥おちいったが、最終的にはその時帝国と戦っていた諸国にアルスマギカが奪うばわれてしまう。これにより、それ以上国内で裏切り合戦を続ける必要がなくなったため、帝国は自身のコントロールを取り戻もどした。なんとも皮肉な話ではあった。

　しかし、その後にアルスマギカの騒そう動どうの帰結として発生した「大だい虐ぎやく殺さつ」と呼ばれる事件によって、アルスの妻クレアが命を落とすことになる。

　アルスは絶望し、二人の息子を連れて帝国から姿を消した。帝国と戦せん端たんを開いていない西の国に亡命し、森の奥に家を建て、身分を隠かくして隠いん遁とん生活をしていたのだ。

　アルスは、子供たちに自分の知識を伝えることはあっても、自身は魔工学士であることを辞やめたのだと、ヴァンは思っていた。

「……だから、親父が第七のアルスマギカを作っていたなんて、思いもよらなかった」

　ヴァンが呟くと、ノイエは答えた。

「ヴァン・アーカード様。私は、貴方のために、作られたのです。アルス様は、そう仰いました」

「親父が？　冗じよう談だんだろ。俺は魔工学士としての才能がない。どんな凄すごいマギカを親父が作ろうが、俺には使いこなせない。そうじゃないか？」

　問われると、ノイエは目を伏ふせて首を振る。

「私にも、アルス様の真意は分かりません。けれど、私にそう仰ったのは確かです。『ヴァンと、ヴァンの願いを守れ。そのために、作られる筈はずのないお前が作られたんだ』と」

「親父が、そんなことを……」

　その言葉がなにを意味するのか、ヴァンには分からなかった。そして、残念なことにそれを検討する時間も与あたえられていなかった。

　夜が明ければ、ヴァンの命は尽つきるのだから。




　　　　◆




　カナが部屋に入ってきた時、アーシェは自分がいつものおバカっぽい笑顔を作れているか少しだけ自信がなかった。

「珍めずらしいわねカナ。あなたが私用で私の部屋に来るなんて」

　いつもの軽い調子で喋しやべりかけるが、声が僅かに震えてしまう。ついさっきまで、声を嗄からして泣いていたのだ。けれど、そのことを絶対に気付かれたくなかった。

　近衛このえ隊長はいつになく神しん妙みような顔で歩み寄り、頭を下げ、そして言った。

「姫ひめ様にお聞きしたいことがあります」

「あらなにかしら。あなたに教えられることなんて、私にあるとは思えないけど」

「なぜ、そう思われるのですか？」

　その質問にアーシェは一いつ瞬しゆんだけポカンとし、すぐに慌あわてていつもの振る舞まいに戻った。

「だって、私よ？　『かわいい冠の台座』よ？　浪ろう費ひ家で、教養も実力もなく、王族の自覚に欠けている──」

「それは違ちがいます」

　普ふ段だん近衛隊で囁かれている陰かげ口ぐちを並べ始めたアーシェに、カナが言葉を割り込ませる。

「姫様は『かわいい冠の台座』などではありません。浪ろう費ひ癖へきがあるように見えるのは、先の王おう妃ひ様が作り上げた王城と町の民との経済的な繫つながりを継けい承しようなさっているからです」

「っ!?」

　突とつ然ぜん図星を指されて、アーシェは目を丸くする。カナは続ける。

「姫様は独学で得た高い教養を持っていらっしゃいます。あえて、ご自身は政治についてなにも分かってないフリをすることで、王家が悪印象を持たれずにそれなりの主導権を維い持じしつつ、国の運営を議会に委い譲じようできるように世論を誘いざなっておられます」

「カナ、あなたなにを──」

「王族の自覚が欠けているなんてとんでもありません。姫様は常に民たみのことを考えていらっしゃいます」

　カナは顔を上げ、まっすぐにアーシェを見る。

「牛から逃にげている時、姫様はヴァンが抱かかえていた荷物を捨てることを断固拒きよ否ひした。私は正直、捨てた服が破かれたところで、また買えばいいではないかと思っていました。けれど姫様は、民が姫様のために作ってくれた服を捨てることができなかった。臣民を、心から愛しているからです」

「そんな──」

「門を閉じさせたのも同じです。姫様はご自身のお命よりも、町の被ひ害がいを拡大させないことをお選びになった。あなたは、王の素質をお持ちです」

　アーシェは、答えられなかった。

　いつものように笑い飛ばして、いつものようによく分からないフリをして、いつものように『かわいい王おう冠かんの台座』を演じることもできた筈だった。

　ずっと、そうやって来たのだから。

　けれど、カナが向ける視線に対して自分を偽いつわることが、どうしてか、できなかった。

「私がお聞きしたいのは、一つです」

「……なにかしら？」

「姫様は、どうして魔工学を学んでいらっしゃるのですか？」

「っ!?　それをどこで!!」

　誰だれにも秘密にしている筈だった。王女が特定の産業やギルドに肩かた入いれしていることが判明したら、国を構成する勢力の均きん衡こうに影えい響きようが出るかもしれない。エレナ以外に知っている人間はおらず、エレナが自分を裏切る筈がなかった。いるとしたら──

　カナは一瞬だけ言いよどんだあと、密告者の名を告げた。

「ヴァン・アーカードです」

「ヴァン……ですって!?」

　アーシェの顔が見る見る紅あかくなり、羞しゆう恥ちと怒いかりに顔が歪ゆがむ。

「あんな男の名前は聞きたくありません！」

　立ち上がり、早足で寝しん室しつに向かう。

「誰にも秘密だと言ったのに！　誓ってくれた筈なのに！　たった一日で二度も裏切るなんて！　どれだけ私を馬ば鹿かにすれば気がすむというの！」

　寝室の扉とびらに手をかける。これ以上は会話を続けるつもりはないという意志をカナに伝えたつもりだった。

　しかし、

「姫様！」

　カナが叫さけぶ。

「今私がお話ししたことは、全てヴァンが教えてくれたのです！」

　背中にカナの言葉が突き刺ささり、アーシェは動きを止める。

「ヴァンが……？」

「はい」

　カナは頷うなずき、そしてうつむいたまま言った。

「私は、自分を情けなく思います。何年も姫様の側そばに仕えていながら、姫様がどんな苦労をしながら、自分の役割を演じ続けていたのか、全く理解していませんでした。それをまさか、昨日やって来た余よ所そ者ものに教えられるとは。本当に、情けない……」

　扉に手をかけたまま、アーシェは動けなかった。

　誰にも理解してもらう必要などないと思っていた。

　先の王妃によってメチャクチャになってしまった国政を立て直すには、王制を捨て、議会を立て、国の運営を民に任せるしかなかった。けれど、それで突然王家がなくなれば、王家を維持するために雇やとわれていた無数の人間が路頭に迷ってしまう。

　また、それ以前に、未来を見失いつつあったこの国の国民には「自分たちが守ってあげなければいけない王様」が必要だった。

　たとえそれが「かわいい冠かんむりの台座」と、小こ馬ば鹿かにされるような小こ娘むすめだったとしても。

　だから、アーシェは進んでその役割を果たした。国内でも敵を作らず、隣りん国ごくの脅きよう威いにもならない無能の王を演じ続けた。

　自分が馬鹿にされている間は、国は平へい穏おんが続く。

　それでよかった。

　けれど、なんなのだろう。

　ヴァンが知っていたと聞いた途と端たん、この胸の奥から湧わき上がる熱い思いはなんなのだろう。全身が優やさしく包まれるようなこの暖かさはなんなのだろう。

　唇くちびるが熱を帯び、今すぐまだ会って一日しか経たっていないあの赤毛の男の子を抱だきしめたいと感じるこの気持ちは、なんなのだろう。

　立ち尽くすアーシェの背中に、カナの言葉が優しく届く。

「ヴァンは、聡そう明めいな姫様がご自身の立場を理解した上で魔ま工こう学がくという特定の分野に入れ込んでおられるのは、単なる個人的な欲よつ求きゆうではなく、なにか目的がある筈だと言っていました。民の役に立つ、なにかの目的が」

　カナの言葉に強い熱が籠こもる。

「もしそれが本当なのであれば、それがなんなのか、教えては頂けないでしょうか。ヴァンの言葉が全すべて口から出任せなのか、あるいは、そうではないのか」

　一いつ瞬しゆん黙だまった後、カナは言った。

「私は、それを、知りたいのです」

　部屋に、沈ちん黙もくが下りた。

　アーシェは小さく息を吐はくとドアノブから手を離はなし、部屋の中央にゆっくりと戻もどってきた。

「少し、下がっていて」

　そう言って、床ゆかに向かって手をかざし、アーシェは呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《石よ、道を開け》」

　すると、アーシェの言葉に呼応して、目の前の床石がぼんやり光り出し、次の瞬しゆん間かんには下へ向かう階段が口を開けていた。カナが目を丸くして驚おどろく。

「この部屋にこんな仕し掛かけがあったなんて……！」

「王家にだけ伝わる秘密の部屋です。ついてきなさい」

　アーシェはスタスタと下りていき、カナが慌ててそれに続いた。

　階段を下りるとすぐ扉があり、開けると大小様々な機械が置かれている部屋があった。

「これを、作っているの」

　アーシェは、カナを中に入れたあと、部屋の中央に置かれた一ひと際きわ大きな機械を指差す。

「これは、なんですか？　人が乗る物のように見えますが。……まさか、兵器？」

「そんな物を作ろうとは思っていません」

　アーシェは微ほほ笑えみつつ、毅き然ぜんと答えた。

「これは、土を耕す機械です。マギカの力で、人間五十人分の働きを肩かた代がわりします」

「土を、耕す？」

　カナは言葉の意味が理解できないようだった。アーシェは説明する。

「これを使えば、労力や時間をかけずに硬かたい地面を深くまで掘ほることができます。我が国は畑に適していながら開かい墾こんされていない土地が多数あります。それらが手つかずなのは、豊かな実りが得られるかどうか分からない畑を新しく作る賭かけに誰も乗らないからですが、この機械があればその賭け金きんをずっと低くできる。商人も投資しやすくなります」

　まだ未完成のその機械を手でなぞりながら、アーシェは愛いとおしそうに言う。

「沢たく山さんの畑を作れれば、当然収しゆう穫かく量を増やせるでしょう。そして豊作の時に余った分を国が備び蓄ちくし、凶きよう作さくの時に放出すれば、飢き餓がで死ぬ民を減らすことができる筈はずです」

　それは、気候が安定しないこの国における古くからの悲願の一つだった。アーシェは、王国が背負ってきた長年の宿題に、自ら答えを出そうとしていたのだ。

　アーシェの言葉を心に刻むようにして聞いていたカナは、感動に紅潮した頰ほおも、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだも隠かくそうともせずに、アーシェの前に跪ひざまずいた。そして告げる。

「これまでの数多くの非礼をお許し下さい。アーシェ姫、あなたは身も心も、この国の王にふさわしい方です。私は改めて、いえ、今度こそ、姫様に忠誠を誓ちかいます。この剣けんは、姫様に降りかかるあらゆる災難を断たち切るために、命尽きるまで振ふるい続けます」

　古くからの騎士の言葉を紡ぐカナの肩かたに、アーシェは瞳ひとみを潤うるませながらそっと手を置く。

「あなたは悪くない。私が他人を信用せず、王城で味方を作ろうとしなかったのがいけなかったのです。今までごめんなさい。そして、ありがとう」

「姫ひめ様……」

　カナは一いつ瞬しゆんだけ顔を上げた後、もう一度真しん剣けんな表情で頭を下げた。

「姫様。どうか、お願いがあります」

「なんですか？」

「私は、姫様を信じます。ヴァンが教えてくれた、姫様のことを信じます」

　アーシェの指が震ふるえるのを肩越ごしに感じながら、カナは心からの願いを告げた。

「ですから、どうかお願いします。姫様は、ヴァンのことを信じてあげて下さい」







[image: 第９章　処刑、そして《剣帝》]







　次の日。

　アケガラスの鳴き声が朝の訪おとずれを告げる少し前に、大工たちの徹てつ夜やの作業が実を結び、教会前広場には再びやぐらが組み上げられていた。

　もちろん、処刑台である。

　重罪人の処刑は、見せしめの意味で衆しゆう人じん環かん視しの下もとで行われるのが常だった。また、娯ご楽らくの少ない時代の人々にとって、稀まれに行われるショーとしての役割もあった。

　ヴァンは、徐じよ々じよに広場に集まってくる人々を眺ながめるのをやめ、自分の置かれた状態に目を向けた。

　やぐらの中央であぐらをかいているヴァンは、二つの木の板を嵌はめ合わせ、両手と首を固定する型の拘こう束そく具を嵌められていた。厚みのある木はずっしりと重く、首に食い込むのだが、楽な姿勢を取ろうとするとムチが飛んでくる。

　マギカのおかげで工作技術も向上している今の時代では、もっと小型で取り回しやすい拘束具──たとえば、鉄製の手て錠じようとか──もあるのだが、処刑される罪人は伝統的にこの拘束具を使われることになっていた。

「伝統というよりは、単に、より惨みじめな格好をさせたいだけなんだろうな」

「勝手に喋しやべるな！」




　ビシッ！




　背後にいた刑けい吏りがヴァンの背中をムチで叩たたく。鋭するどい痛みに堪たまらず体を前に傾かたむけると、やぐらの床ゆか板いたが目に入った。床板は急きゆう遽きよ用意された物で、大きさや木の種類がバラバラの物を無む理り矢や理り合わせて一枚にしていた。

　二日前、アーシェの式典用に組み上げられたやぐらは、その日の内に解体され、木材は広場の隅すみに一時的に置かれていた。

　昨日の夜、ヴァンの処刑執しつ行こうが突とつ然ぜん決定した際、処刑台用のやぐらの用意を依い頼らいされた大工ギルドは、まだ広場に置かれたままのその木材を再利用することに決める。

　ただし、アーシェが足をつけた箇か所しよに罪人が触ふれたら王家が汚けがれるという考えから、階段と床板についてはあり合わせの物を用意して取り替かえることにしたのだ。その費用は王城が持つ。つまり、階段と床板に関して言えば、ヴァンの死し刑けい執しつ行こうのために、幾いくばくかの金が払はらわれたのである。

「俺も、この国の経済活動に貢こう献けんできたわけだな……」

「勝手に喋るなと言っている！　体も傾けるな！」




　ビシッ！　ビシッ！




「グァッ！」

　脳天に響ひびく痛みに思わず声が漏もれる。そのまま気絶してしまいそうだったが、聞き慣れた足音が階段の方から聞こえてきたので、なんとか意識を保った。

　そして、階段を登ってくる男を睨にらむ。

「まだそんな気力が残っているとは、見上げた精神力だ」

　ナラクが笑えみを浮かべながらヴァンの前に立った。その斜ななめ後ろにはノイエがいて、いつもの無表情でヴァンを見下ろしていた。ヴァンは痣あざだらけの顔でその視線を受ける。

「乱暴されたりしてないか。ノイエ」

「はい。丁てい重ちように扱あつかわれています。マスター」

「そうか」

　ナラクはノイエがよほど大事らしく、ヴァンの仲間として間ま違ちがって傷物にされないよう、細心の注意を払っているようだった。

　すっとナラクがしゃがみ込み、ヴァンの耳に囁ささやく。

「それについては心配しなくていい。兄さんが死んだら《創成》との血の契けい約やくは一いつ旦たん切れる。その後、僕が改めて契約者となる。この自動オート人形マタは丁重に扱うよ」

「アーシェも殺すなよ」

　一瞬黙った後、ナラクは唇を吊つり上げて嫌いやな笑みを浮かべた。

「この期ごに及およんで命いのち乞ごいもせずに他人の命を心配するとは偉えらいねえ、兄さん。聖人にでもなったつもりかい？」

「出来の悪い弟を残してこの世を去らなきゃいけないんでな。言い残しておくことが多いんだ──」




　ゴッ。




　言い終わる前に、ナラクの右の拳こぶしがヴァンの顔面に衝しよう突とつする。鈍にぶい音がして、ヴァンはそのままやぐらの床に仰あお向むけに倒たおれた。

　刑吏が困こん惑わくの表情を浮かべる中、ナラクは立ち上がる。その顔には、嘲あざけりも、怒いかりも、浮かんでいなかった。鋭えい利りな刃は物もののような視線が、倒れているヴァンに注がれる。

「刑を執しつ行こうする」

　ナラクが手を挙げると、刑吏が巨きよ大だいな斧おのを台から持ち上げ、ヴァンの頭上に構える。見守る人々の間から小さく悲鳴が漏れ、そして、広場に沈黙が下りる。

　伝統に則のつとり、ナラクは儀ぎ礼れい的てきな言葉をヴァンに投げかけた。

「最後に言い残したいことはあるか」

　死し刑けい囚しゆうには最後に自由に喋る権利が与あたえられる。その言葉は記録されないため、法的な意味はない。今となってはただの伝統に基もとづいた風習に過ぎなかった。

「言い残した、こと、ねえ……」

　ヴァンは天高くにある太陽をぼんやり見つめながら考え、そして呟つぶやいた。

「親父おやじを生き返らせて、お前の顔をぶん殴なぐらせてやりたかったよ」

　顔を僅わずかに引きつらせたものの、ナラクはすぐに手を振り下ろした。

「やれ」

　刑吏が足を踏ふん張り、勢いをつけてヴァンの頭に斧を振り下ろした。

　その時──







「かしこまりました。マスターの仰おおせのままに。──《創成》します」







　驚きよう愕がくに目を見開いたナラクが振り返った時、ノイエは既すでに両の手のひらを胸の前に置いていた。そして、静かに告げる。

「《生まれよ》」

　たちまち空間がねじ曲がるようにしてそこに光の球体が生まれ、この数日間で何度も見たのと同じように、周囲にある物を吸い寄せ始める。

「ひ、ひあっ！」

　刑吏が情けない声を上げて尻しり餅もちをつく。ヴァンの首を切り落とす筈はずだった斧は、その直前に刃はも柄つかも粉々になって光の中に溶とけ込んでいった。ヴァンを拘束していた厚い板も、バラバラに崩くずれて斧の後を追った。

　やぐらを取り囲む人々が身につけていた装そう飾しよく用のマギカが一いつ斉せいに宙に浮うかびあがり、一筋の弧こを描えがいて光の球に吸い込まれて行く。無数のマギカが陽光を乱反射し、まるで広場に虹にじが架かかっているかのように見えた。

　遠くから豚ぶたや鶏にわとりも飛んできて、同じように吸い込まれていく。なにかが吸い込まれる度たびに、光の球は大きくなり、そして、徐々に形を描き始める。誰だれかが叫さけんだ。

「人だ！」

　その通りだった。光の固まりには、二本の足と二本の腕うで、そして頭があった。

　ナラクの顔が驚愕に歪ゆがむ。

「馬ば鹿か、な──！」

　それは、人の形に見えた。




　魔ま工こう学がくにおいては、生物の精神の操作は禁きん忌きとされ、その研究は厳しく制限されている。

　それに対し、生命の創造それ自体は特に禁忌とはされず、禁止もされていない。

　なぜなら、不可能だからである。

　人間のように動く物は作れる。人間のように考えているように見える物は作れる。

　ノイエほど精度の高い物でなければ、マギカを動力として人と同じように行動する自動オート人形マタは、この世界においてはそれほど珍めずらしい物ではない。

　しかし、魔工学は万ばん能のうではない。魔工学では、生命その物を作り出すことはできない。

　マギカは、命の代わりにはならないのである。

　だから、生命の創造は禁忌ですらなかった。できない物を禁止する理由はなかった。

　夜の後には朝がくるのと同じくらい、皿から零こぼした水が地面に落ちるのと同じくらい、それは絶対不変の真理だった。




　──では、目の前で起きているこの光景はなんなのか？

　光が弾はじけた後に現れたこの中年の男は誰なのか？

　広場に集まった人々は、目の前で起きていることが理解できず、ぽかんとしていた。子供たちは、新手の手品が始まったのかと、手を叩いて喜んでいる。

　ヴァンですら、状じよう況きように意識が追いつかず、見覚えがありすぎる人物が目の前で一歩ずつ歩く姿を啞あ然ぜんとして眺ながめていた。

　この広場において、感情を露あらわにしている人間は、たった一人しかいなかった。

「あっ、あっ、あり得ない……!!」

　近づいてくる父親から距きよ離りを取りながら、ナラクは声を震ふるわせた。

「どうして、生きてる……!?」

　やぐらの端はしに追い詰つめられ、ナラクは血の気の引いた顔を引きつらせた。アルスは無言で右手を振ふり上げる。物心ついて以来、兄弟揃そろって何度殴られたか分からない拳げん骨こつだった。

　振り下ろされる拳を避よけることもできず、ナラクは懇こん願がんするように叫んだ。

「あんたは、僕が殺した筈だ！　父さん！」

　直後、広場が光に包まれる。あまりの眩まぶしさに、誰もが瞳ひとみを閉じた。

　次に目を開けた時には、やぐらの上からは人が一人消えていた。

　やぐらの上、遠目にも分かるほどブルブル震えながら目を見開いている宮きゆう廷てい魔工学士の前にあるのは、ただの砂の山だった。砂のなかでチカチカ光って見えるのは、マギカだろうか。

　突然現れた中年の男が、また姿を消した。

　子供たちが大喜びする中、広場にざわめきが広がる。

　ナラクはしばし呆ぼう然ぜんとしたあと、今度は怒りで体をワナワナと震わせ、怒りに満ちた形相でヴァンを睨み付けた。

「どこまで！　どこまで僕をコケにすれば気が済むんだ、兄さん！」

「いや待て俺はなにも──」

　ナラクは感情を露わにして尻餅をついている刑けい吏りに怒ど鳴なりつける。

「なにをぼさっとしている！　さっさとこの男を処しよ刑けいしろ！」

　しかし、刑吏はなにも持っていない両手を見せて苦笑いする。

「すみません、斧がなくなってしまいまして……」

　その言葉は更さらにナラクを激げつ昂こうさせた。

「もういい！　私がやる！　最初からこうしておけば良かったんだ！」

　ナラクは首から下げていた《剣けん帝てい》を摑つかみ、先せん端たんをヴァンに向けた。どす黒い殺意がナラクの手の中に集まっていく。

「《剣帝よ──！》」

　その時、広場に声が響ひびき渡わたった。

「お待ちなさいっ！」

　決して大きくないその声は、しかし、心に響く力を持っていた。ざわめいていた人々は静かになり、突とつ然ぜん生まれた沈ちん黙もくに搦からめ捕とられるように、ナラクは口を動かせなくなり、声のした方を見る。

　階段を駆かけ上がり、アーシェとカナがやぐらに立った。アーシェが叫ぶ。

「ヴァンは罪人ではない。全すべてはあなたが仕組んだことだったのね！」

　カナが一歩前に出て、持っていた書状を読み上げる。

「ウィンザー。いや、ナラク・アーカード！」

「っ!?」

「身分を偽いつわり王城に潜もぐり込み、王女を籠ろう絡らくしようとした嫌けん疑ぎ、および、自身の父親、アルス・アーカード殺害の嫌疑により、貴様を拘こう束そくする！」

　たちまちやぐらの周りを衛兵が取り囲み、その内の何人かが上まで登ってナラクに槍やりを突つきつけた。ナラクは目を見開いたまま動けずにいる。

　アーシェはその脇わきを走り抜ぬけて、座り込んだままのヴァンに抱だきついた。

「ヴァン！　遅おそくなってごめんなさい！　議会にお願いして、証しよう拠こを揃そろえてもらうのに時間がかかってしまったの！」

「……いや、ちょうど良い間タイ合ミいングだったさ」

　正直に言えば死を覚かく悟ごしていたヴァンは、アーシェの体温と肌はだの柔やわらかさを感じながら、ふわふわとした気持ちで言った。

「そろそろ、腹が減ってきた頃ころ合あいだったからな」

「もう！　あんたはいつもそうやって自分の心を隠かくすんだから！」

　アーシェは目め尻じりに涙なみだを浮かべながら、それでもヴァンを笑え顔がおで見つめた。そしてうっとりした表情で顔を近づけてくる。いや待てなんだこれは。

「マスター、よろしいでしょうか」

　今度こそ公衆の面前で王女の唇くちびるを奪うばいかけた──というか、ヴァンが奪われかけた──その時、いつのまにか真横に座り込んでいたノイエが無表情で肘ひじを曲げ、そっと手を挙げた。ヴァンは何な故ぜか不満気な顔をしているアーシェを引きはがしながらそっちを見た。

「どうした？」

「戦せん闘とうの準備をした方が良いかと思われます」

　ヴァンが「どうして」と聞き返すよりも早く、やぐらの足組みが爆ばく発はつした。




　ドゴオンッ！




　柱の幾いくつかにあらかじめ火薬が仕込まれていたのだろう。やぐらは斜ななめにかしぎ、上に乗っていた人間は立っていられず床ゆかに伏ふせた。

　ナラクを除いて。

　激しく揺ゆれる床にしがみつきながら、ヴァンが叫ぶ。

「ナラク！」

　無表情で立っていた弟は、眼鏡の奥の冷れい徹てつな瞳を、兄に向ける。

「考え得うる限り最悪の結末だよ、兄さん。やっぱり、兄さんとは上う手まくやっていけない運命のようだね」

　そして自じ嘲ちよう気味に微ほほ笑えみ、手の中にある《剣帝》を見つめた。

「今回は僕の負けだ。護アミユ符レツトは諦あきらめる。この《剣帝》も、アーカード家に一いつ旦たん返すよ」

「お前はどうするつもりだ！」

「逃にげるよ。またいつか会おう」

　カナが剣けんを抜き、叫ぶ。

「逃げられると思っているのか！」

　ナラクは、言われた言葉の意味が分からない、という表情をカナに返す。

「アルスマギカを一つ諦めるんだよ？　僕の安全を確保する程度では全然足りない。お釣つりを貰もらいたいくらいだ。いや、当然貰っていくよ」

　そう言うと、ナラクの顔がぐにゃりと残ざん忍にんな笑みに変わる。

「お前ら全員、ここで《虚きよ無む》に飲まれるがいい！」

　カナが駆け出すよりも早く、ナラクは《剣帝》を空に放ほうり投げ、そして、起動した。

「《剣帝よ！　本来の力を取り戻もどせ！》」




　ビガアアアッ！




　短たん剣けんの形をしたマギカが邪じや悪あくな光を広場にばらまき、同時に、無数の漆しつ黒こくの長ちよう剣けんを空中に吐はき出し始める。

「キャアアッ！」

　女性の叫び声を皮切りに、広場は二日前に続いて大混乱に陥おちいり、人々は蜘く蛛もの子を散らすように広場から逃げ出していく。

　その間にも、《剣帝》は次から次へと長剣を生み出し、空を埋うめ尽つくしていく。

「兄さん！」

　楽しそうな声にヴァンがハッと顔を向けると、ナラクは起動したばかりの別のマギカを手に微笑んだ。

「死んだら墓くらいは作ってあげるよ。じゃあね」

「待て、ナラク！」

　揺れる床の上を走り出すヴァン。ナラクは呪じゆ文もんを唱える。

「《石よ、我が姿を隠せ！》」
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　搔かき消えるようにナラクが見えなくなり、ローブを摑もうとしたヴァンの腕うでが空から振ぶりした。

「くそっ！　あの野や郎ろうっ！」

　ナラクは単に自分の姿を隠す単機能のマギカを使ったにすぎないが、今の状況には適した方法だった。混乱の極きわみにある広場から逃げられたら、捕つかまえるのは難しいだろう。

「マスター！」

　珍しくノイエが緊きん張ちようした声で空を指差す。顔を上げたヴァンは息を吞のんだ。

　空中に並べられた百本、いや千本を超こえる漆黒の長剣が、互たがいに組み合わさりながら、一つの固まりになろうとしていた。

　それは、巨きよ人じんだった。

　剣で編み上げられた、巨人だった。

　張り子の竜りゆうの比ではない。高さは十倍以上、重量は何十倍、いや、何百倍でも利きかないだろう。額のあたりに《剣帝》が嵌はまり、一ひと際きわ強く輝かがやいていた。

　生成された全ての剣を自身の体の一部にし終えた巨人は、ゆっくりと降下し、広場に着地した。




　ズドオオオオオンッ！




　衝しよう撃げきと重量で広場の地面が歪ゆがみ、地割れが起きる。また、膝ひざにあたる部分が僅わずかにやぐらにぶつかり、たったそれだけでやぐらは吹ふき飛んだ。

「きゃあああっ！」

「姫ひめ様！」

　空中に放り出されるアーシェを、カナが飛び出して抱だきかかえる。おかげで、ヴァンはノイエを抱かかえて飛び降りることができた。刑吏が遠くに飛んで行くのが視界の端に入ったが今はどうでもよかった。

　やぐらが既すでに大きく傾かたむいていたおかげもあって、地面までの距離はたいしたことはなく、二人とも立ったまま着地することができた。ノイエを下ろした後、ヴァンはアーシェたちの下もとに駆け寄る。

「カナ！　アーシェを連れて逃げろ！」

「駄だ目めです！」

　アーシェが叫さけぶ。

「あの巨人を放っておくわけにはいきません！　町に被ひ害がいが及およびます！」

「姫様！　あいつを倒たおすのは無理です！　触ふれただけでやぐらが吹き飛んだのですよ！　張り子の竜を倒すのとはわけが違ちがいます！　ここはお引き下さい！」

　カナがアーシェを説得しようとした時、巨人はまるで自分の力を示すように両の腕を振ふり上げた。その拳こぶしの先が教会の尖せん塔とうに触れると、王都の中でも最初期に建設された由ゆい緒しよある建造物が、まるで粘ねん土ど細工のように根元からもげ、粉々になって地面に落下していく。

「教会が！」

　真っ青になって叫ぶアーシェ。

　ヴァンは、余りの悔くやしさに両の拳を握にぎりしめた。

「俺に力があれば……っ！　せめて、まともにマギカを使いこなすだけの力が……！」

　しかし、ヴァンには先天的に才能がない。彼にできることは、触れただけでマギカを起動してしまうか、制せい御ぎよできずに魔ま力りよくを流し込みすぎて、マギカを暴発させてしまうかだけだった。

「お逃げ下さい、姫様！……姫様？」

　必死に説得しようとするカナは、驚おどろいた表情でアーシェがヴァンを見つめていることに気付いた。

「……そうよ！　分かったわ！」

　叫んだアーシェが、ヴァンの両りよう腕うでを摑つかみ、叫ぶ。

「どうしてヴァンのお父様がナラクではなく、貴方あなたに《創成》を継つがせたのかがずっと疑問でした。でも、今、分かったわ！　ヴァン、《創成》は、貴方のための武器なのよ！」

「俺のための、武器？」

「あんたは常に体内に莫ばく大だいな量の魔力を蓄ちく積せきしている。けれど、その出力を制御できない」

「そうだ。ほとんどのマギカは魔力を流し込みすぎて爆発させちまう」

「なら──」

　アーシェは、息を吸って、言った。

「──その莫大な魔力その物を、武器にするのよ！」

　一いつ瞬しゆん、ヴァンは言葉の意味が理解できなかった。

「魔力を武器にする？　そんな馬ば鹿かげた話聞いたこともないぞ！　魔力には形も無いし目にも見えない！　マギカが受け止めなかった分は消えてなくなるだけだ！」

「普ふ通つうの人ならそうですがあんたは違う！　ヴァンの魔力量を一点に集めれば、強大なエネルギー量を維い持じしたまま相手に撃うち込む弾だん丸がんにできる筈はずよ！」

「無理だ！　第一、どうやってその『弾丸』とやらを作る!?　どうやってあの剣の巨人に撃ち込むんだ!?」

「だから！　それを、《創成》に作らせるのよ！」

　驚きに目を見開くヴァン。

　そして、ノイエを見る。

「……作れる、のか？」

　ノイエは無表情のまま、静かな瞳ひとみで即そく答とうした。

「私に作れない道具ギミツクは、存在しません」

　ヴァンは瞬しゆん時じに覚悟を決め、カナを見た。

「アーシェを避ひ難なんさせてくれ！　弟の不始末は俺がつける！　ノイエ、付いてこい！」

「はい！」

　巨人に向かって走り出したヴァンの背中に、アーシェとカナが叫ぶ。

「気をつけて！」

「死ぬなよ！」

　ヴァンは身み振ぶりで返事をすることもなく、巨人の足あし下もとに走り寄った。巨人の足が僅かに浮うくだけで風が起こり、砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。

　まるで嵐あらしに襲おそわれているような状じよう況きようの中、ヴァンは叫ぶ。

「ノイエ頼たのむ！　あの巨人をぶっ殺すための武器を作ってくれ！　銃じゆうだ！　俺の魔力を弾丸に込めてぶっ放せるような銃を作ってくれ！」

「かしこまりました。マスターの仰おおせのままに。《創成》します」

　服をはためかせながらノイエはいつものように無表情で答え、両の手のひらを胸の前に置いた。そして、呟つぶやく。

「《生まれよ》」

　手の中に生まれた光の球に、巨人が舞い上げた土つち埃ぼこりが吸い込まれて行く。それだけではない。なんと巨人の肉体を構成している黒い剣までもが、無む理り矢や理り引きはがされるように何本も本体を離はなれて戦列に加わった。今さっきまで教会の一部だった石材が、大工ギルドが突とつ貫かんで作ったやぐらの構成部材が、そして、数秒間だけ『父』になったように見えた部品の数々が、大きさを増し、形を変えていく光の固まりに飲み込まれていく。

　そして光が弾はじけると、そこに、ヴァンがこれまで見た事もないほど、砲ほう身しんが太く、そして長い、銃が置かれていた。

　より正確には、それは即そく席せきで作られた砲ほう台だいだった。銃座があり、その真ん中に幾いくつものマギカがごちゃっと一つになって置かれていて、混ざり合った不可思議な色をばらまいていた。

「構造上の問題から、一回しか撃てません」

　ノイエの言葉に、ヴァンは「ハッ」と鼻で笑って、銃座に飛び移り、両手で操そう縦じゆう桿かんを握った。

「そんだけありゃあ充じゆう分ぶんだっつの！」

　操縦桿を引っ張ると、ヴァンの身長の二倍はあろう巨きよ大だいな砲身がいともたやすく起き上がり、照準の中に巨人の姿を収めた。

　その時、ようやく巨人がヴァンの存在に気付き、ゆっくりと足を持ち上げる。

「踏ふみつぶすつもりです」

「見れば分かる！　お前は逃にげとけ！」

「その命令には従えません。マスター。私は、常に貴方と共にあります」

「ああそうかいっ！」

　砲身をほとんど真上に向けた状態で、ヴァンは目の前にあるマギカの塊かたまりに両手を広げて置く。そして、そのマギカを起動した。

「《石よ！　我が内にある力を弾丸とせよ！》」

　変化はすぐに起きた。




　ゴオオオオオッ！




　ヴァンの体全体が光り輝き、その光が赤い筋となり、腕を伝ってマギカに流れ込んでいく。通常は視し認にんできない筈の魔力が、ヴァンの体内から一気に放出されたために、それ自体が発光しているのだ。

「ウォオオオオオッ！」

　更さらに幾筋もの光がヴァンから溢あふれ、マギカに吸い込まれて行く。同時に、砲身全体が同じ色の光に包まれた。

　持ち上がっていた巨人の足が止まり、そして、ヴァンを目がけて降下を始める。

　限界まで魔力を注入した上で、ヴァンはもう一度叫んだ。

「《石よ！　弾丸を放ち敵を貫つらぬけ！》」

　一瞬の静せい寂じやくの後、砲身から光の塊──魔力の弾丸──が、発射された。




　ドゥウウウウンンンッ！




　真上に放たれた弾丸は、光の軌き跡せきを残しながら空中を直進する。そして巨きよ人じんが振り下ろした足の裏に激げき突とつしてそれを突つき抜ぬけ、そのまま膝を貫き、手を貫き、顎あごを貫き、そして、額に嵌まった《剣けん帝てい》を貫いた。

　瞬しゆん間かん、ヴァンはノイエに飛びかかって、押し倒すように地面に伏ふせた。その背後で、役目を終えた砲台が砂と化して崩くずれ落ちていく。

　全身を一本の光の柱に貫かれたようになった巨人は、ゆっくりと動きを止める。

　直後、その巨きよ体たい全すべてが、爆散した。




　轟ごう音おん。




　なにもかもが吹き飛ぶような風の中で、ヴァンは腕うでの中にいるノイエに向かって叫んだ。

「はははっ！　お前のおかげで、生き残れたぞ！」

「当然です」

　ノイエは無表情のまま、その小さな胸を張って、言った。

「私は貴方と、貴方の願いを守ります」

　ヴァンは堪こらえきれず、ノイエをかき抱いだいたまま大声で笑い出した。その声は瞬時に暴風にかき消されてしまうけれど、ヴァンはいつまでも笑い続けた。

　こんなに楽しいと思ったのは、久しぶりだと、心の底から、思いながら。
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「結局、ナラクがどうして護アミユ符レツトを欲しがっていたのか、分からずじまいだったな」

　馬の手た綱づなを握ったヴァンが言うと、馬車の荷台にちょこんと座っているノイエは無表情のまま、透とう明めいな瞳をヴァンに向けて、短く答えた。

「そうですね」

　ヴァンはうんざりした表情で振ふり返る。

「……お前、本当に会話が続かないよな。長旅の相棒に全く適してねえわ」

「失礼な」

　ノイエは少しだけ頰ほおを膨ふくらませ、ジト目でヴァンを睨にらみ返す。

「私の記き憶おく書庫には一万冊の書誌情報が格納されています。マスターを退たい屈くつさせない話題をいくらでも提供できます」

「たとえばどんな？」

「たとえば、『三十年連れ添そった妻が浮うわ気きをしていると夫が予感する十の出来事』とか」

「もういい分かった黙だまれ喋しやべるな」

　ヴァンはため息をつき、とはいえ、逆に楽しげに前を向いた。二人を乗せた馬車の前には、長い長い街かい道どうが続いている。




　　　　◆




「『今すぐ国を出る』ですって!?」

　《剣帝》が生み出した巨人をノイエが作りだした武器によって倒たおした翌日。

　ヴァンが今度こそ出国の意志を告げると、アーシェは慌あわてて引き留めた。

「ちょちょちょ、ちょっと待ってよ！　いきなりすぎるじゃない！　ウィンザー、じゃなかったナラクはいなくなったし、エレナも捕つかまえたんだから、安心して滞たい在ざいしてっていいのよ!?」

「その通りだ。ヴァン」

　カナがアーシェに同調する。ヴァンには、何な故ぜかカナが以前にも増して自信に満ち、そしてそのおかげで、以前にも増して美しくなったように見えた。

「一連の事件で王都には大きな被ひ害がいが出た。各ギルドが手分けして修復にあたっているが、元に戻もどるにはまだ時間がかかる。その間、お前のような人間がいてくれたら我々としても助かる」

「そ、そうよ！　カナ、あなた良いこと言うわね！」

　けれど、ヴァンは笑え顔がおで首を振った。

「この国のことは、この国の人間でなんとかすべきだ。お前なら、大だい丈じよう夫ぶだよ、アーシェ」

　名前を呼ばれ、アーシェは真っ赤になって口をつぐんでしまう。ヴァンは真ま面じ目めな顔になって言った。

「ナラクを追いかける。アーカード家の不始末は、俺がつけなきゃならないんだ」

　弟、ナラクとの因いん縁ねんを既すでに説明されていたアーシェとカナは、ヴァンの決意が揺ゆらがないと悟さとる。アーシェは盛大にため息をついて、肩かたを落とした。

「分かったわよ、もう。馬車と馬、それと長旅に必要な装備一式を褒ほう美びとしてヴァン・アーカードに授さずけるわ。必要な物を言って頂ちよう戴だい」

「助かる」

　笑顔で礼を言うと、アーシェはキッと顔をあげ、ツカツカとヴァンの前に立った。

「な、なんだ？」

「その代わり！　ナラクを捕まえたら必ずこの国に戻ってきなさい！」

「え？　あ、ああ、もちろんだ。ナラクが護符を手に入れようとした理由が分かったら必ず教えに──」

「違ちがう！　そうじゃないわよっ！」

　ヴァンの言葉を遮さえぎって、アーシェは飛び上がらんばかりに叫さけび、そして真っ赤な顔でビシッとヴァンの顔を指差した。

「戻って来て、私と結婚するのよ！」

「……え？」

「ファーストキスを奪うばった責任を取って、私の婿むことなり、この国の王様になりなさい！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、カナが叫ぶ。

「姫ひめ様、なにを仰おつしやっているのですかっ！　あり得ませんっ！」

　呆ぼう然ぜんとしていたヴァンも、カナに同調した。

「カナの言う通りだ！　思いつきでそういうことを言うな！」

「そうです！」

　カナは真しん剣けんな表情で言った。

「ヴァンは、我が夫となる人間です！」




　その後の騒そう動どうは、正直、あまり思い出したくなかった。結果的にヴァンはほとんど逃げるようにして王国を去ることになった。ヴァンに結婚を迫せまる乙おと女め二人を残して。

　とはいえ、思い出深い滞在だった。たった数日しかいなかったのに、まるで故郷を後にするような、そんな気分になった。




　　　　◆




　ゆったりと馬車を進めながら、ヴァンはこれからどうするかを考える。

　ナラクが今どこにいるのか、どこに向かうつもりなのか、それは分からない。

「手がかりは、これだけだ」

　懐ふところに手を突っ込み、首から下げていた《剣帝》を取り出す。巨人を倒した後、瓦が礫れきの中から見つかった物だ。あれだけの衝しよう撃げきを受けておきながら、《剣帝》自体は傷一つついていなかった。ただし、マギカが故障してしまったのか、ヴァンに限らず、誰だれが試ためしても、もう起動することはなかった。

「ナラクはアルスマギカを集めようとしている。その理由も分からないが、アルスマギカのある所に行けば、ナラクは現れる筈はずだ。……多分」

「大丈夫です、マスター」

　弱気になったヴァンに対し、どうしてか、ノイエがハッキリと答える。

「なんで、そう言い切れる？」

　少し驚おどろきながら聞くと、ノイエは無表情の透明な瞳ひとみでヴァンを見つめ、そして言った。

「私が、貴方あなたと、貴方の願いを守ります」

「……ああ、そうかい」

　ヴァンは苦く笑しようしながら手綱を握にぎり直す。ノイエが分かりやすく声に不満を込めて言った。

「マスター、今呆あきれましたね？」

「お、ようやく分かってきたな」

「理解はしましたが納なつ得とくできません。そもそも──」

　ノイエの言葉を聞き流しながら、ヴァンはこれからのことに思いを馳はせる。

　道は、地平線の向こうまで続いている。

　二人の旅が、始まろうとしていた。


〈了りよう〉
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　初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。土屋つかさです。新シリーズ『ラストマギカの魔工デユア契約リズム』をお届けします。お楽しみ頂けたなら望外の喜びです。




【作品】

『ラストマギカの魔工契約』は、オリジナルでは初の、土屋つかさのファンタジー世界観の作品になります。世界に六個存在する「アルスマギカ」と呼ばれる魔ま宝ほう石せきと、存在しない筈はずの第七のアルスマギカ《創成》を巡めぐる陰いん謀ぼうに巻き込まれた若き魔工学士ヴァン・アーカードと、その《創成》その物である美少女自動オート人形マタノイエの旅の物語です。

　わかってはいたことなのですが、オリジナル世界観の物語では、現代物とは異なる方法論での描びよう写しやが随ずい所しよで必要になり、それに慣れるまでがけっこう大変でした（例えば、巨きよ大だいな建造物の説明に「スカイツリーと同じくらい大きい」とは書けない）。書いていて一番悩なやんだのは、そのバランスでした。

「バランス」と書いたのは、意図的に時計（≒時刻）やキャミソールなど、現代的な文言を織り交ぜているからです。この世界では「マギカ」という魔力で動く石によって、技術の一部が極きよく端たんに近代化しています（馬車が現げん役えきなのに、無線のスピーカーがあったりする）。このアンバランスさを描写でも示したいと思い、こういう書き方になっています。この辺もお楽しみ頂ければと思っています。




【近きん況きよう】

　本書の原げん稿こうを書いていた頃ころというのが本当に大変な時期でした。年単位で遅おくれていたスケジュールをこのタイミングで取り戻もどすべく、必死で複数の原稿を進めていて、本書の執しつ筆ぴつを含ふくめて作業負ふ荷か（と〆しめ切きり）がピークになったちょうどその時、体調不良で倒れてしまい、更さらにスケジュールが悪化するという事態に陥おちいりました。

　体調回復後も仕事や私事でトラブルが頻ひん発ぱつ（主に、土屋がこれまで適当に生きてきたことに対するツケが回ってきた物ばかりなんですが……）し、その対応にひたすら追われる毎日でした。数ヶ月をかけてその（ほぼ）全すべてが解決し、今あとがきを書ける状態になったのはある種の奇き跡せきに近く、今はとてもやすらかな気分でいます。

　その意味では、「ラストマギカ」の執筆中は本当に苦しかったのですが、これによってリセットがかかり、ここからエンジン全開で頑がん張ばれる！　というのが今の気分です。




【謝辞】

　素す晴ばらしいイラストを描えがいて下さった桑くわ島しま黎音れいんさん、ありがとうございました。おかげで世界観が一回りも二回りも広がったと思っています。土屋が至らぬばかりに大変な作業になったかと思いますが、今後ともどうぞよろしくお願いします。

　そして、これはもう言うまでもないことですが、読んでくれた読者の皆さんに百万の感謝を！　皆さんのおかげで、土屋はこれからも書き続けられます。




【続く】

　ヴァンとノイエの旅はまだ始まったばかりです。それではまたお会いしましょう。土屋つかさでした。





土屋　つかさ　　
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